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　金の長い髪かみをなびかせ、その少女は通りを走る。右手でチュニックのスカート部分を摑つかみ上げ、軍ぐん靴かを鳴らして石いし畳だたみの上を駆かけていた。

　その金きん髪ぱつの少女に手を握にぎられて走っているのは、濃こい栗くり茶ちやの髪をした少女だ。随ずい分ぶんと息が荒あらい。懸けん命めいに足を振ふり出してはいるが、顎あごが上がって苦しそうに顔を歪ゆがめている。

「頑がん張ばって」

　金髪の少女はちらりと背後に視線を送り、栗茶の髪をした少女を励はげます。少女は息の合間に頷うなずこうとした。顎を引く。その拍ひよう子しに足を絡からませ、手が離はなれる。悲鳴と共に転てん倒とうした。

「ローラ！」

　金髪の少女が足を止め、地面に踞うずくまる少女に駆け寄った。ローラと呼ばれた少女は顔を歪めながら首を横に振る。

「私はもういいから。アリーだけ逃にげて」

　呼吸の合間にローラは訴うつたえるが、アリーと話しかけられた金髪の少女は「馬ば鹿かね」と笑う。

「そんなこと、できるわけないでしょ」

　そう言って彼女の腕うでを取り、自分の首に回して立ち上がらせる。途と端たんにローラが苦痛に呻うめき、アリーにしなだれかかった。ちらりとアリーは彼女の足元を見る。スカート部分に隠かくれて足そのものは見えないが、震ふるえていることはわかる。捻ねん挫ざか。骨折まではしていないだろう。

　小さく舌打ちし、アリーがローラの腰こしを抱だいて支え直したときだ。

「ほうら、追いついたぞ」

　男の声と、複数の足音がした。ローラが怯おびえて、アリーにしがみつく。「大だい丈じよう夫ぶよ」。アリーは囁ささやくと、首を振って目の前に落ちかかる髪を後ろに流し、近づく男達に不敵に笑ってみせた。

「あんまり遅おそいから、待っててあげたのよ」

　湖こ氷ひよう色いろの瞳ひとみを煌きらめかせ、アリーは男達を睥へい睨げいした。三人。いずれも剣けんを佩はいているが、騎き士しには見えない。傭よう兵へいか、食いつぶした商家の次男三男がどこからか剣を手に入れて、身につけているだけのように見えた。

「黙だまれ。さっさとその娘むすめを、こっちに寄よ越こせ」

　真ん中の男が肩かたで息をしながら腕を突つき出す。好色そうな瞳がローラを見ていて、ローラはその視線を避さけるように俯うつむいた。

「親おや父じの借金返済日は今日だ。払はらえなければ娼しよう館かんに娘を売るってことで、こっちは金を貸してんだ」

　威い張ばった風ふ情ぜいでそう言うが、アリーは鼻で笑い飛ばす。

「あんたが貸してんじゃないでしょうよ。バルコンのアホ親父が、でしょ？」

　アリーは男達と間合いを取りながら、ローラをしっかりと左腕で抱かかえた。

「証文を見たわ。字が読めないと思って違い法ほうだらけじゃない。あんなの詐さ欺ぎよ」

　アリーの言葉を、男達は下げ卑びた笑いではねつけた。

「契けい約やくは契約だ。その娘は今日、娼館に売られる。ま、その前に」

　男達は互たがいに目を見み交かわす。

「ちょっと遊んでも良いい、とバルコン様も仰おおせだ。俺達の相手を、まずはしてもらおう」

　どっと男達が笑う。ローラは肩を震わせて泣き出し、アリーが柳りゆう眉びを寄せて舌打ちをする。

　男達は顎を上げ、にやけた顔で間合いを詰つめてきた。

　途端に。

「相手を探しているんなら、丁度良い」

　低い声が『上』からした。驚おどろいたように、その場の皆みなが頭上を見る。

　夜空から、人が、降ってきた。

　剣を逆手に持ち、膝ひざを曲げた姿勢で、ぶわりと宙に浮ういたかと思うと勢いよく降下し、少女達の前に、どん、と音を立てて着地する。拍子に被かぶっていた風船帽キヤスケツトが落ちた。

「僕が相手をしようじゃないか」

　素す早ばやく立ち上がると、その少年は剣を持ち替かえる。両手で柄つかを握り、中段に構えた。翡ひ翠すいのような双そう眸ぼうを男達に向け、突とつ進しんする。その速さに黒髪が周囲の闇やみに蕩とろけた。

「『漆しつ黒こくのオリバー』か!?」

　男の一人が悲鳴を上げる。名前を聞いた途端、他ほかの二人は背を向けて逃げ出した。極ごく貧ひん層が過密して居住する、この『夜の街ナイト』では、少年の名前は有名だ。剣の腕では並ぶ者がなく、その技わざは多た彩さいにして華か麗れい。俊しゆん敏びんで遠とお間まからでも正確に打ち込んでくる。

　そして、その少年が常に付き従っているのが、金髪の少女。

「あんたが、『金髪のアリー』か」

　一人取り残された男は慄おののいたように、アリーを見つめる。彼女も『夜の街ナイト』では有名な人物だ。膨ぼう大だいな知識と知ち恵えで数々の不正を暴あばくだけではなく、彼女自身も相当腕が立つ、と聞く。

　傭兵くずれの自分達が敵かなう相手ではない。

　怯ひるんだように足を竦すくませた男に、オリバーが剣を振りかぶって打ち込む。

　男はあっけなく悲鳴を上げると、その一いち撃げきを逃のがれて背を向けた。「待ってくれ！」。仲間の男達を呼びながら、路地裏に逃げ出していく。もとより、追撃するつもりはないのだろう。白けたようにオリバーは剣を下ろし、遠のく男の背中を眺ながめやる。

「大丈夫か!?」

　逃げた男達に代わり、大通りから近づいて来たのは自警団だ。

　オリバーは剣をおさめながら、彼らに向かって「こっちだ」と手を振る。その後、ちらりとローラとアリーに目を向けた。

「いい？　明日の朝になったら、お父さんと一いつ緒しよにマッケイ弁護士のところに行きなさい」

　アリーがローラに言い含ふくめている。

「証文を持って行けばいいわ。私がマッケイ弁護士に話を通しているから大丈夫。お父さんは違法な金利でお金を返済している。計算上では、もう元金は払い終わっているの」

　ローラは意味がよくわからないという顔をしたが、とにかく頷いて、「行く」と答えた。アリーは優やさしく微笑ほほえむと、近づいてきた自警団にローラを引き渡わたす。

「捻挫しているの。お願いね」

　柳眉を寄せてそう言うと、自警団の一人がローラを背負って父親の下もとに帰すことにしたらしい。アリーは一言二言自警団に申し送りをし、彼らはいくつか質問をしたものの、納なつ得とくしたように頷いて了りよう承しようをした。

「またな、アリーとオリバー」

　自警団の男達は口々に二人に挨あい拶さつをすると、背を向けて元来た道を戻もどり始める。二人は無言でその背中を見送っていた。




「まさか、上から降ってくるとはな」

　人ひと影かげがなくなった途端、アリーが噴ふき出す。その声は最前までのものとは全く違ちがう。低く、耳に心ここ地ちよいテノールだ。

「二人を見失ったから……、上から。そこの宿屋のテラスから覗のぞいて捜さがそうと思ってさ」

　ため息交じりにオリバーが言うが、こちらも先ほどまでの声ではない。随分と澄すんで、綺き麗れいなメゾソプラノだった。

「そしたら、丁度アル達が真下にいるんだもん。階段使うより、飛び降りちゃえ、と思って」

　その言葉にアリーが「お前らしい」と腹を抱えて笑う。

「笑い事じゃないわよ。もう、いい加減、危ないことは止やめてよね。自分の立場をちゃんと理解してんの？」

　オリバーは拳こぶしを握ると、軽くアリーの肩を小こ突づいた。アリーは笑えみの余よ韻いんを口元に滲にじませたまま、オリバーを見やる。

「理解しているよ。おれは次期ルクトニア領領主であり、前王ユリウスの息子むすこだ」

　そう返すアリーに、オリバーはわざとらしくため息をついてみせる。

　───理解しているんなら、ちゃんとしてよ。

　投げつけたい言葉を飲み込み、オリバーはじろりと幼おさな馴な染じみを睨にらみ付けた。

　本人が言うとおり、彼はこの海港都市ルクトニア領主のたった一人の息子だ。

『夜の街ナイト』では「アリー」と名乗り、女装などして自由気ままに過ごしているが、本名はアルフレッド・オブ・ルクトニアという。未いまだに復権を望まれている前王ユリウスの嫡ちやく男なんだ。

　本来は次期国王となるはずだったが、ユリウスが二十代前半で惜おしまれつつも退位をし、ルクトニア領領主に封ほうじられたため、彼の王位継けい承しよう権は放ほう棄きされている。

「怪け我がはねぇか？　オリビア」

　腕を組み、佩刀の柄に肘ひじをかけてむっつりと彼を見ていたら、そんな風に声をかけられた。

「ない」

　ぶっきらぼうに答える。

　そしてオリバーことオリビアは、彼の護衛騎士だ。今は女装したアルフレッドを守るため、男装しているが、彼よりひとつ年下の少女だった。ユリウスの腹心であり、忠臣と名高いウィリアム・スターライン卿きようを父に持った彼女の剣の腕前は、父に勝まさるとも劣おとらない。その剣技を買われ、また、ユリウスとウィリアムの親密な関係性もあり、幼い頃ころからアルフレッドに付き従っていた。

　二人は並んで大通りを、中心街に向かって進む。アルフレッドはご機き嫌げんだが、オリビアはむっつりと口をへの字に曲げていた。その表情は、護衛騎士というより、まるでアルフレッドの「見張り役」だ。

　不意に、ぴゅい、と口笛が聞こえた。

　そろって顔を向けると、赤ら顔の男達がこちらを見ている。足元がおぼつかない。大分酔よっているのだろう。仲間同士で何度も肩をぶつけあっていた。

「美人さん。あんた、一晩いくらだ」

　男の一人が大声でアルフレッドにそう言う。街がい娼しようだと思っているのだろう。猥わい雑ざつな笑い声が雑ざつ踏とうに上がる。

「悪いわね。あたしは、彼の物だから」

　アルフレッドは口角を上げて応じ、オリビアの腕うでに自分の腕を絡ませた。オリビアも慣れたもので、斜ななめに男達を睨みつけると、卑ひ猥わいな野や次じは上がったが、男達はそれ以上近づいてこようとはしなかった。

「またね」

　背を向けて歩き出そうとする酔すい客きやくの男達に、アルフレッドはキスを投げる。どっと上がる低い笑い声をアルフレッドは満足げに見やった。

　───これが『素す』のアルフレッドなのよね……。

　オリビアは屋台や居酒屋が上げる煙けむりに燻くすぶる夜空を眺める。

　頭脳明めい晰せき、容よう姿し端たん麗れい、武勇の誉ほまれが高いと噂うわさのアルフレッド。

　だが、その巷こう間かんに広がる『評価』を聞くたびに、オリビアは大笑いしたくなる。彼女が知る限り、アルフレッド以上に男っぽく、がさつな人間はいない。気き性しようだってそうだ。とげとげしく荒あらい。負けず嫌ぎらいもいいところで、昔は剣けん術じゆつでオリビアに負けては悔くやしがって泣いていた。チェスで敗色が濃こくなろうものなら、盤ばんごと蹴け倒たおす始末だ。

　ところが、この男。

　大人の前になると、『ルクトニア領の次期領主』をそつなく演じる。

　慎つつましく両親の側そばに控ひかえ、話しかける大人に穏おだやかに頷き、蜂はち蜜みつとミルクで作ったような、見る者を蕩けさせる笑みを常に浮うかべている。

　そんな、二面性を持つアルフレッドが。

『外に出てみないか』

　そうオリビアに提案したのは、一年前だ。




　領主館に出仕したオリビアは、この日もいつもどおりアルフレッドの剣術の相手をしていた。

『外って？』

　オリビアは額に浮かぶ汗あせを肩かた口ぐちで拭ぬぐって尋たずねた。ちょうど、一息入れようとしていたときだったと思う。アルフレッドは周囲に視線を走らせ、武道場に誰だれもいないことを確かく認にんすると、オリビアの耳に口を寄せて告げた。

『お前、「夜の街ナイト」って行ったことあるか？』

　オリビアは首を横に振ふる。ただ、知識としては知っている。いわゆる貧民街だ。領主が居住するこの地区の隣となりに位置していながら、流民や貧者が集まっているところだと聞いている。自警団が組まれていたり、街娼が商売をしていたり、安価な飲み屋街が続いていたりするところとしても有名だ。

『行ってみよう』

　アルフレッドの提案にオリビアは即そく座ざに首を横に振った。『危ないよ！』。思わず叫さけび、アルフレッドに口を塞ふさがれる。彼の汗あせ臭くささに顔をしかめ、オリビアは腕から逃のがれ出て睨み付けた。

『なんか危険な大人がいっぱいいるところだよ!?　そんなところに行ってどうすんのよ！』

『ルクトニアは父上が治めている立派な領だ』

　むっとしたように口をとがらせ、アルフレッドはオリビアを睨んだ。

『そんな領に、貧民街なんてない。きっと何かの間違いだ。おれはそれを確認しに行く』

　ユリウスは在位中、賢けん王おうと誉れが高かった。国庫を外貨で潤うるおし、福ふく祉しの施し策さくに取り組んで弱者救済に乗り出した歴史上初の王だ。

　退位後、ルクトニア領主に封じられてからも、その政策に揺ゆるぎはない。海に臨のぞむ地の利を活いかした交易を活発に行い、関税を他領よりも安くすることで独自の流通経路を確立した。

　農地改革にも着手し、ユリウスは比ひ較かく的てき荒あれ地でもたやすく収しゆう穫かく量を上げることができる品種の麦や芋いもを、積極的に外国から輸入した。それらの品種を栽さい培ばいする農民については、税を軽減するなどし、安定した収穫量を確保することに成功する。

　また、当時としては珍めずらしく、『官かん吏り登用試験制度』を導入したことでも有名だ。身分を問わずに、一定の試験に合格した者は官吏として採用を行うなど、ルクトニア領独自の制度はこのとき生まれ、そして実施されている。

　領内には交易品があふれ、それを捌さばく商人の活気に満ち、望めば身分を問わず、出世への道が開かれている。

　そんなルクトニア領に、『貧民街』があるわけがない。きっと不ふ逞ていの輩やからの巣そう窟くつなのではないか。あるいは、賭と博ばくや飲酒におぼれた怠たい惰だな大人達の集まりなのかもしれない。

　で、あるならば、そのことを暴あばきに行かねば、とアルフレッドは息巻いた。

『はぁ!?　じゃあ、ユリウス様に頼たのんで、護衛騎き士しをいっぱい連れて見に行きなよ』

　呆あきれたようにオリビアは言うが、『馬ばぁ鹿か』と鼻で笑われる。

『次期領主のアルフレッド様が視察に参りました、なんてのこのこ行けば、「本当の姿」なんて見せてくれるわけねぇだろ？　こっそり行くんだよ、こっそり』

　アルフレッドはにやりと笑う。この男が、実はこんな悪あく魔まみたいな笑みも浮かべるのだ、と、この領主館の誰が知っているだろう。オリビアはため息をつく。

『こっそり、ってどうやって？』

　もう、『行く』と言いだしたら聞かないことをオリビアは知っている。彼が『行く』と言えば、自分に拒きよ否ひ権はない。自分も『行く』のだ。

『バレたらどうすんの？　私だってお父様に怒おこられる。二人できっと、素す振ぶり五千回とかだよ』

　オリビアの言葉にアルフレッドは怯ひるんだ。

　二人の剣術の師し匠しようはオリビアの父であるウィリアムだ。普ふ段だんは飄ひよう々ひようとしているが、怒ると怖こわいことは身をもって知っている。ちなみにアルフレッドは格技も習っており、その師匠は、自身の母であるアレクシアだ。こちらは逆げき鱗りんに触ふれると、命にかかわる。

『……だ、大だい丈じよう夫ぶだ。おれに、策がある』

　数秒躊躇ためらったが、彼が得意げに披ひ露ろうしたのが『アルフレッド女装・オリビア男装』策だ。聞いた途と端たん、『馬鹿じゃないの』、『うまく行くはずがない』、『私は嫌いやっ』、そう拒否をしたのに。

　取り合わないどころか、結局、オリビアは女装したアルフレッドを連れて夜間、『夜の街ナイト』に「視察」と称しようして繰くり出す羽目になった。

　おまけに、アルフレッドが女装をしても違い和わ感かんがないことに愕がく然ぜんとした。

　正直、提案された当初は、「女装なんてしても滑こつ稽けいなだけだ。バレて恥はじでもかけばいい」と思っていた。むしろ、「ちょっと痛い目に遭あえ」と願っていたのに。

　連れて歩いても、誰もアルフレッドを男だとは思わない。それと同じぐらい、誰もオリビアが少女だと気づかないことにも激しく落ち込んだ。

　そして、二人が見たのは、自分達が住んでいる地区の住民とは全く違ちがう人達だった。

　路上で暮らす高こう齢れいの男性。身体からだを売って生活をする女性。金持ちを狙ねらってひったくりを行う若者。河原で摘つんだとしか思えない花を売り歩く幼い子ども達。

　初めてやってきた二人は肩を寄せ合い、呆ぼう然ぜんと街を歩いた。雑然とした臭においや喧けん騒そうに怯おびえ、オリビアは佩刀から手が離はなせなかったのを覚えている。

　そんな『夜の街ナイト』で二人が出会ったのは、やせ衰おとろえて路上に踞うずくまる幼い兄弟だった。

　最初は黙だまって通り過ぎたものの、どうしても気になる。アルフレッドはオリビアを連れて兄弟の下もとに戻もどり、意を決して話しかけてみた。年はいくつか、とか、親はどうしているのか、と。兄弟はぽつり、ぽつり、と答える。親はいるが、今は『仕事』に行っているという。ここ最近はほとんど食事を口にしていない、というのでアルフレッドが兄の方に手持ちの硬こう貨かを一枚渡わたした。大金ではない。せいぜい、パンが一斤きん買える程度のものだ。兄弟はわずかに微笑ほほえみ、アルフレッドとオリビアに礼を言った。

　その後、二人がその兄弟を『夜の街ナイト』で見ることは二度となかった。

　あの兄弟はどうしているだろう、と三日後に『夜の街ナイト』を訪おとずれたアルフレッドとオリビアは、はすっぱな顔をした子どもに二人が死んだことを聞かされる。

　アルフレッドが渡した金は、親達が奪うばったこと。それは賭と場ばであっけなく消えたこと。兄弟達は餓が死ししたこと。

　そして、アルフレッドもオリビアも気づく。自分達がしたことは、ただの偽ぎ善ぜんだということを。困こん窮きゆうした子どもに金銭を与あたえても、根本的な解決にはならないことを。

　満足したのは、ただ、自分達だけだったことを。




　以降、二人は時間と日にちを決めて、夜になるとそれぞれの親の目を盗ぬすんで『夜の街ナイト』に繰り出す。

　酔すい漢かんに襲おそわれそうになった女の子を助けたり、スリを捕つかまえたり、泣き上戸の男と明け方まで話し込んだり、子どもに文字や算数を教えたり。

　アルフレッドはいつも、そうやってこの『夜の街ナイト』で、誰かに手を差し伸のべていた。

　アルフレッドが提供するのは「金」ではない。「自分の時間」であり、「自分の知識」だ。目に見えるものを与えれば、あっさりと「力ある者」に奪われることを痛感した。だからこそ、アルフレッドは、「見えない何か」を『夜の街ナイト』の住人に差し出す。

　そして、『夜の街ナイト』の住人達は、アルフレッドと関かかわることで知ったのだ。「見えない何か」が、自分の心を埋うめたり、身を守ったりしてくれる、ということを。
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「やぁ、店主。あの美人と、端たん正せいな騎士は誰だ？」

　屋台に顔を突つき出した長身の男が、カウンター越ごしに硬貨を滑すべらせて、店主に尋たずねた。

「あの二人を知らないなんて、あんた、よそ者だね？」

　店主は笑い、それから彼のためにワインを注いだ。粗そ末まつなカウンターを挟はさんで、ずい、と男にゴブレットを押し出す。

「ああ、興行のために、王都から来たんだ」

　へぇ、と店主はゴブレットを受け取る男を眺ながめやる。

　二十代半ば、といったところだろうか。普ふ及きゆう品のジャケットに、片かた眼鏡めがねをかけた男だ。胸のピンホールには、大おお振ぶりの白バラを挿さしている。この辺りでは見ない品種だ。

「彼らは有名なんだな」

　男は店主の視線を真正面から受け、にこりと笑ってみせる。店主はもちろんだ、と頷うなずいた。

「金きん髪ぱつのアリーと漆しつ黒こくのオリバー。この『夜の街ナイト』の光さ」

　ふうん。男は息を漏もらすと、すでに夜よ闇やみにとけこんだ二人を名残なごり惜おしそうに眺める。

「磨みがけば光る玉か、それともただの金メッキか」

　呟つぶやき、美味うまそうにワインを呷あおった。

「今度の標的は、随ずい分ぶんと変わり種のようだ」

　男の片眼鏡が屋台の油灯を反射し、鋭するどい輝かがやきを残したが、その呟きはワインの香かおりを乗せ、夜風に紛まぎれた。
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　間合いを先に詰つめたのは、アルフレッドだった。

　切っ先同士が触れあう距きよ離りで互たがいに牽けん制せいをしていたが、焦じれたようにオリビアへと一歩踏ふみ込んだ。

　アルフレッドの足が床ゆか板いたを踏む乾かわいた音が耳を撫なでる。反射的に、オリビアは後退した。アルフレッドが跳ちよう躍やくするように床を蹴けり、同時に剣けんを振ふり上げるのを見る。オリビアの唇くちびるは緩ゆるく弧こを描えがいた。遅おそい、遅い。これでは、「第だい一いち撃げきの到とう達たつ点」が余よ裕ゆうで見切れる。

　オリビアは舞ぶ踏とうのステップを踏むように軽かろやかに後退し、その剣撃を躱かわした。

　彼女の鼻先数センチを、刃やいばのない訓練用の剣がかすめる。

「……くそっ」

　いらだったような低い声を聞き、オリビアは笑えみを深めた。振り下ろされ、完全に下向いたアルフレッドの剣サーベルを、瞬しゆん時じに自分の剣で、上から叩たたきつける。

　慌あわてたようにアルフレッドが剣を持ち上げようと手首に力を入れたが、すでに遅い。

　打ち付けた反動で上がったオリビアの剣先は、アルフレッドの首元に突き立てられて、ぴたりと止まっていた。

「やめ」

　朗ほがらかな声が武道場に響ひびき、オリビアは剣を下ろす。

　目前のアルフレッドを一いち瞥べつすると、荒あらい息のまま、睨にらみつけてきた。オリビアは肩かたを竦すくめて視線から逃のがれると、開始線まで戻って構える。

「どうしますか、殿でん下か」

　同じように開始線に戻ったアルフレッドに声をかけたのは、剣技の師匠であり、オリビアの父親でもあるウィリアムだ。組んでいた腕うでをほどき、首を傾かしげるようにアルフレッドの顔を見た。

「『一本勝負』ということでしたが、終しゆう了りようしても……」

「その『一本勝負』を、もう一度、お願いします」

　アルフレッドは穏おだやかな笑みを浮うかべてウィリアムに小さく頭を下げる。一本で勝敗を決するから『一本勝負』なのに、再戦したら意味がないのではないか、とオリビアは呆あきれた。

「その心意気や、よし、でございますな」「殿下、頑がん張ばりなされ」

　壁かべ際ぎわからは野太い声がいくつも聞こえる。オリビアは中段に構えたまま、視線だけ声の方に向けた。

　そこにいるのは、ユリウスの侍じ従じゆう達だ。武官もいれば文官もおり、手を叩いたり、口の周りを囲ってしきりにアルフレッドに声せい援えんを送ったりしている。ユリウスの手前、お追つい従しようのように声を張っている、というのではない。皆みな、アルフレッドが生まれたときからの付き合いのせいか、『息子むすこ』を見るような目つきだ。

　その侍従団に囲まれ、彼の実父であるユリウスはどこか苦笑いを浮かべてアルフレッドとオリビアを眺めている。

　アルフレッドは、というとその声援に律りち義ぎに頭を下げ、「がんばります」とはにかんだように答えるものだから、侍従達の声にも熱が増す。

　───なーにが、『がんばりますぅ』よ。

　オリビアは口をへの字に曲げて、ユリウスの侍従団に再度会え釈しやくをするアルフレッドの横顔を眺めた。

　優やさしく、穏やかな笑みを口元に浮かべている。流りゆう麗れいな立ち居い振ふる舞まいは、育ちの良さを感じさせた。背中の中ほどまで伸ばした、蜂はち蜜みつ色いろの金髪は、今は動きやすいようにひとつに束ねられているせいで、顔の輪りん郭かくがはっきり出ている。父であるユリウスによく似た端整な顔立ちだ。

　ただ、ユリウスのような『鋭利』さは、彼にはない。

　淡あわく、たおやかな優美さがあった。それは、『甘さ』にも似ている。

　だからだろう。アルフレッドを見た大人達は、まるで砂糖菓が子しでも口に含ふくんだように笑みこぼれ、そしてガラス細工でも扱あつかうように慎しん重ちように接するのだ。

『さすが、閣下のご嫡ちやく男なん。聡そう明めいなだけではなく、美しくあられる』

『そのうえ、天使のように純真で、かわいらしい』

　オリビアは幼い頃ころから、何度も何度も、そんな大人達の声を聞いた。そのたびに、眉み間けんにしわを寄せながら、「大人って、騙だまされやすいなぁ」と心の中で呟いたものだ。

「オリビア」

　不意にアルフレッドに声をかけられ、オリビアは目を瞬またたかせる。

「なに」

　ぶっきらぼうに応じると、口こう端たんにとろけるような笑みを浮かべたまま、アルフレッドは首を右に傾かたむけた。

「疲つかれているところ申し訳ないが、もう一本、手合わせ願えないだろうか」

　優しく声をかけられたが、アルフレッドの湖こ氷ひよう色いろの瞳ひとみは凍いてつくような光を宿して、オリビアを凝ぎよう視ししている。よく聞けば、声だって一本調子で抑よく揚ようがない。彼はいつも自分に対してはこんな感じだ。

　───ああ、やだやだ。なんで、大人はコロリと騙されるんだろ。

　オリビアはため息を押しつぶし、にこりと笑ってみせた。「もちろん、いいよ」。そう答えた後、ぎろり、と睨み返す。

「まぁ、何度やっても、結果は同じだろうけど」

「そうだね。オリビアは、ぼくより強いから」

　アルフレッドは笑顔を崩くずさずそう応じ、冷ややかにオリビアを見つめたまま、「まぁ、それも今日までだけどね」と、小声の早口で吐はき捨てた。その声は侍従団の声援につぶされ、辛かろうじて聞こえたのはオリビアだけのようだ。眉間に深い縦じわを刻んだ瞬間、ウィリアムが、ぱん、とひとつ手を打った。

「じゃあ、もう一度」

　ウィリアムの言葉に、二人は改めて剣を構え直した。向かい合う。視線が絡からみ合う。どちらも外さない。

「はじめ！」

　開始の声と同時に、互いに距離を詰める。ぎゅっ、と軍ぐん靴かの足裏が床を踏む音が、武道場内に響いた。

　オリビアが先に、仕し掛かける。

　たん、と軽やかな音を立てて大きく一歩踏み出し、小さく速い振りで、アルフレッドの眉間を狙ねらう。アルフレッドは大おお股またに一歩下がることで彼女の一撃を躱すが。

　オリビアの「初しよ太だ刀ち」は、攻こう撃げきの第一波にすぎないことを、アルフレッドは痛感する。

　オリビアの一撃目は、次の攻撃を隠かくすための、見せかけだった。

　その証しよう拠こに、彼女の剣は空振らない。ぴたりと宙で止まり、即そく座ざに次の斬ざん撃げきに備えて振り上げられる。アルフレッドが構える暇ひまを与あたえず、彼の右のこめかみをめがけて剣先が急きゆう襲しゆうする。

　オリビアの視界の中で、アルフレッドが小さく舌打ちした。逃にげられない、と判断したのか、踵かかとを床につけ、剣を立てる。ぎゅっと柄つかを握にぎり込み、峰みね部分でオリビアの剣を防ぐ。

　がちん、と硬こう質しつな音が響き、アルフレッドの剣は、オリビアの二撃目を弾はじいたが。

　オリビアの剣は止まらない。まるで剣の重さなど感じさせない速さで三度振り上げられ、次はアルフレッドの左のこめかみを狙う。アルフレッドは焦あせりながらも、剣を立てたまま左ひじを引き、オリビアの斬撃を跳はね返す。

「速いな、これは」「さすがにウィリアム卿きようのご息女」

　アルフレッドに歓かん声せいを送っていた侍従団からも、感かん嘆たんの声が上がる。武官などは、さっきまでの温和な表情を消して、真剣に彼女の剣けん戟げきを見ていた。

　そんな彼らの視線の先で、オリビアの攻撃は続く。左右に揺ゆさぶりをかけ、時折、突つくような所作を含ませては、アルフレッドの接近を防いでいた。

　そう。オリビアが一番恐おそれているのは、アルフレッドが「近づきすぎる」ことだった。

　───……アル、最近、身長が伸のびてるのよね……。

　攻撃を与えながらも、オリビアは油断なくアルフレッドを見やる。

　ひとつ年上のこの幼おさな馴な染じみは、昨年頃から随ずい分ぶんと身長が伸びてきた。それまでは、むしろオリビアの方が彼より背が高い時期もあったのだ。父であるウィリアムに似たのか、オリビアは同年代の女子の中では随分と高身長だ。男装をしても違い和わ感かんがないのはそのあたりにもあるのだろう。腕も足も、十代半ばの少年並みにある。

　だが、アルフレッドが十六歳になった途と端たん、彼女の成長を上回る速度で背を伸ばし始めた。背だけではない。力も、太く大きな筋肉だって、つき始めた。

　同時に、それまでは剣では決して負けなかったのに、勝負をしてみれば、危あやうい場面も出始めた。

　力だ、と気づいた。体格だ、と焦った。アルフレッドはこれからも成長するだろうが、女子である自分は、今後それほど筋肉がつくこともなく、背も伸びないだろう。彼と戦い、そして最低でも並び立つためには、今までのような戦い方ではだめだ。

　───『速さ』を、活いかさないと……。

　オリビアは奥歯を嚙かみしめた。『速さ』は、ある意味技量であったり、持って生まれた素質であったりが作用する。それならば、アルフレッドに勝てる。

　───次の一打で、決める。

　そう思った彼女は、アルフレッドの剣を横なぎに払はらう。今まで、軽い打ちばかりを凌しのいできたからだろう。不意に放たれた『重い』打ちに、アルフレッドが体勢を崩す。

　今だ、とオリビアは大きく剣を振ふり上げ、彼の頭部を狙った。

　だが、振り下ろす一いつ瞬しゆん。湖氷色の瞳が勝ち気に煌きらめくのを見た。しまった。そう思ったが、決め手として放った一撃は、容易に止められない。アルフレッドは瞬時に体勢を立て直すと、彼女の斬撃を真っ向から自分の剣で受け止め、鍔つば迫ぜり合いに持ち込む。

「……この……っ」

　オリビアは鼻先が触ふれあうほど間近にいるアルフレッドを睨にらみつけた。剣同士が絡み合った先で、アルフレッドが片かた頰ほおだけ歪ゆがめて笑った。「いらっしゃい」。聞いた途端、自分が仕掛けられたことを知る。体勢を崩したふりをしたのだ、こいつは。そこを狙いに来た自分と、鍔迫り合いをすることが本来の目的だったと気づいたものの、もう遅おそい。

　形勢は逆転した。いまやアルフレッドは、のしかかるように上から剣を押し付けてくる。

　なんとか、逃のがれ出ようと膝ひざ裏うらに力を込めたオリビアだったが、どん、と床ゆかを踏ふんだ音を聞く。同時に、身体からだが揺れた。鍔迫り合いの姿勢のまま、強ごう引いんにアルフレッドが自分を弾くように押してきたのだ。そう理解した瞬間、足裏が浮うく。

「……え」

　呟つぶやいた途端、身体が後方に向かって移動した。踏ん張っていたのに、力負けしたのだ。

　呆あつ気けなくオリビアは床に尻しり餅もちをつき、剣を手放した。

「やめ」

　暢のん気きな父親の声を、茫ぼう然ぜんと聞いた。目の前では、アルフレッドが上段に剣を構え、オリビアが立ち上がってきたときのために備えている。

「殿でん下か、お見事です」

　ウィリアムの声は、侍じ従じゆう団の指笛や拍はく手しゆに搔かき消えた。

「いえ、偶ぐう然ぜんです」

　アルフレッドは構えを解くと、はにかんだように笑えみを浮かべる。

「大だい丈じよう夫ぶ？　オリビア」

　そう言って、剣を左手に持ち、右手を自分に向かって差し出してきた。その満面の笑みと、「ざまあ」と言いたげな瞳に、思わずオリビアは手を叩たたき落としてやろうかと思ったが、なんとかこらえて彼の手を握る。

「大丈夫よ、アル」

　笑顔で答え、ぎゅううううううっ、と力いっぱい手を握った。「すっかり、騙されちゃった」。声は穏おだやかなまま、怒いかりを宿した目で言う。

「オリビアは、本当に素す直なおだなぁ」

　アルフレッドは唇くちびるを弓なりにかたどったまま、平へい淡たんな言葉を紡つむぐ。

「ほら、立って」

　そう言うと、オリビアに必要以上に手を握られたまま、アルフレッドは腕うでを引く。あっさりとオリビアの身体は持ち上がり、よろめくようにして立ち上がった。

　その腕わん力りよくに戸と惑まどう。難なく自分は引き上げられた。しかも、片腕一本で。

「閣下、どうですか？」

　そういえば、握った掌てのひらも大きかったな。そんなことをぼんやりと考えていたオリビアの耳に、ウィリアムの声が滑すべり込む。

　顔を上げると、いつの間にかウィリアムの隣となりに、ユリウスが歩み寄っていた。侍従団は壁かべ際ぎわに待機させたままのようだ。彼の背後には、見慣れない一人の青年が立っていた。

「最近の殿下の成長は目覚ましいばかりですよ」

　屈くつ託たくなくウィリアムは笑いかけるが、ユリウスは曖あい昧まいに首を傾かしげる。息子むすこを褒ほめられてどこか照れもあるのか、ちらりとアルフレッドに視線を向けるが、特に何を言うでもない。

　オリビアはそんなユリウスとアルフレッドを見比べる。

　よく似た容姿だと思う。豪ごう奢しやな金きん髪ぱつ。青あお金こん剛ごう石せきのような瞳ひとみ。白磁のような肌はだ。

「まぁ、指導者がいいんでしょうかね」

　ウィリアムが軽口を叩く。ユリウスは鼻で笑うが、その瞳は柔やわらかい。

　黒くろ髪かみ緑眼のこの騎き士しに、絶対的信しん頼らいを置いていることは、その表情を見れば明らかだった。

　乳ち兄きよう弟だいでもあるウィリアムは、ユリウスが王位にいたときも、そして退位し、ルクトニア領主に封ほうじられてからも、決して側そばを離はなれようとはしなかった。『ユリウスの死し刑けい執しつ行こう人にん』と揶や揄ゆされ、「成り上がりの羊飼いめ」と貴族達から陰かげ口ぐちを叩かれようが、常に彼は飄ひよう々ひようとユリウスに従い、その身を守ってきた。

　───いつか、私も……。

　オリビアは、そんな父とユリウスの姿を見て、幼い頃ころからそう思っていた。

　アルフレッドがルクトニア領主となった暁あかつきには、自分もその隣にいたい。彼を守り、信じ、一いつ緒しよにルクトニアのために働きたい。そう願うようになっていた。

「わたしは、オリビアこそが素す晴ばらしいと思うがな」

　不意に名前を呼ばれ、オリビアは肩かたを震ふるわせた。顔を向けると、ユリウスが優ゆう雅がに笑って自分を見ている。

「君の強さは、ウィリアムに勝まさるとも劣おとらない」

　褒められ、オリビアは緊きん張ちようと嬉うれしさで顔が火ほ照てるのを感じた。「あ、ありがとうございます」。ぺこりと頭を下げたが、視界をかすめたのは、ユリウスの背後に立つ青年の冷ややかな視線だ。

　───誰だれだろう……。

　訝いぶかしく思った矢先、「ですがねぇ」と父親の苦く笑しよう交じりの声が、下げた頭の上を滑った。

「何度も言うように、もう限界だと思ってますよ、僕は」

　そろり、と顔を上げた先で、ウィリアムと目が合う。腕を組み、顎あごをつまむようにしてユリウスと話していたようだが、オリビアの視線に気づいたのだろう。顔をこちらに向けた。

「君が弱い、って言ってるんじゃないよ。そこは間ま違ちがえないで」

　諭さとすように言われ、オリビアは、おずおずと頷うなずいた。

「オリビアには言ってなかったけど、殿下の侍従団を作ろうって話になっててね」

　ウィリアムの言葉に、オリビアは父親譲ゆずりの翡ひ翠すい色いろの瞳をアルフレッドに向ける。当然、彼も知っていると思っていたが、違うらしい。驚おどろいたように目を見開いていた。

「その流れで、護衛騎士の成員も見直そうかな、って」

「オリビアを外す、ということですか」

　慎しん重ちように問うたのはアルフレッドだ。その言葉に弾はじかれたようにオリビアは父を見た。

「いや、あくまで案であって、決定事じ項こうではないけど」

　ウィリアムは口をへの字に曲げる。

　現在、アルフレッドの護衛騎士として正式に任命されているのは、オリビアを含ふくめた十名の騎士だ。アルフレッドの紋もん章しようをとって『有ゆう翼よく馬ば騎士団』と呼ばれているが、誰もがかりそめの騎士団であることは知っている。規模が小さすぎるからだ。あくまで『護衛』だけを目的に結成されており、彼が次期領主として公おおやけに周知されたとき、改めて人員を整理し、正式な『騎士団』に再編されることとなる。

　───騎士団の再編に、私が外れる可能性があるって、こと……？

　茫然とウィリアムを見つめていたら、「オリビア」と名前を呼ばれた。

「その、『有翼馬騎士団』再編の中心人物になる騎士だ」

　ウィリアムはオリビアではない、誰かを見ている。オリビアは彼の視線をたどった。

「初めまして、オリビア嬢じよう」

　低い、けれど、耳に心ここ地ちよい声に、オリビアは顎を上げた。

「コンラッド・ウィズリーと申します」

　ユリウスの背後に立っていた青年騎士だった。

　二十代前半だろうか。栗くり色いろの髪に、榛はしばみ色いろの瞳。アルフレッドより少し長身だが、細身ではない。がっしりとした肩かた幅はばと、軍服越ごしにもわかる厚い胸筋を持った青年だ。

「はじめ、まして」

　手を差し出されたので、オリビアも剣けんをおさめて右手を差し出す。一瞬力を込めて握にぎられた掌は、剣だこのある、乾かわいた大きなものだった。自分の隣に立つアルフレッドを見やると、こちらは初対面ではないのか、あの猫ねこかぶりの笑みを浮かべて会え釈しやくしている。アルフレッドの視線を感じたコンラッドは握った右みぎ拳こぶしを左胸に当て、敬礼をしてみせた。

「オリビア、彼はシャムロック騎士団に所属していたらしいよ。剣の腕が立つそうだ」

　アルフレッドがオリビアに紹しよう介かいしてくれた。

　声こわ音ねは柔らかいが、瞳は抜ぬけ目なくコンラッドを見ている。オリビアは、彼が口にした『シャムロック騎士団』という名めい称しように目を瞠みはる。王都では有名な教会所属の騎士団だ。勇ゆう猛もう果か敢かんで、ユリウスの在位時に起こった内乱では、聖歌を歌いながら先せん陣じんを切って敵地に飛び込み、その歌が『凱がい歌か』になった、という逸いつ話わがある。異い端たんの調査でも有名な騎士団だと記き憶おくしていた。
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「別に、オリビアを残してもいいんじゃないのか？　護衛騎士として」

　ユリウスが不ふ機き嫌げんそうな声を漏もらす。一いつ瞬しゆん、安あん堵どの色を浮うかべたオリビアとアルフレッドだが、不意に聞こえた苦笑に、顔をこわばらせた。

「失礼」

　ゆるく握った拳で口元を隠かくし、俯うつむいていたコンラッドが、オリビアの視線に気づいて目を細めた。

「いや、無理でしょう。彼女に務まるはずがありません」

　断言され、オリビアは言葉をなくす。

「理由は？」

　尋たずねたのはユリウスだ。自分の提案が却きやつ下かされたと思ったのだろう。剣けん吞のんな目でコンラッドを見やる。賢けん王おうと名高く、その美び麗れいな容姿に惑まどわされやすいが、本人は非常に気分屋だ。露ろ骨こつに気分を表情に出すので、コンラッドも不興を買ったと焦あせったようだ。

「差し出がましいことを……」

　そう口にしたが、「さっさと言え」と切り捨てられる。

「殿下をお守りするには、彼女は身体からだが小さすぎます」

　コンラッドは背筋を伸のばし、真っ直すぐにユリウスを見て答えた。

「護衛に必要なのは、武術だけではありません」

　明確にコンラッドは断言した。

「放たれた矢、振ふり下ろされた剣、投とう擲てきされた槍やりなど、様々な物理攻こう撃げきから護衛対象者を守るためには、『身を挺ていする』必要があります」

　その声音は淡たん々たんとしていたが、一語一語が礫つぶてとなり、オリビアの胸を打つ。知らずに俯いた視界に入るのは、自分の手だ。まだ、コンラッドに握られた感覚が残っている。大きく、がっしりと、力強い手。自分とは違う、男の手。

「わたしがシャムロックに在ざい籍せきしていた折、舶はく来らいの珍めずらしい武器を使って攻撃してくる武人や、異端と呼ばれる不可思議な術を使ってくる輩やからもおりました。そういった、自分の想定外の攻撃からも護衛対象者を守るためには、『盾たて』になる必要があります」

　うなだれて聞いていたオリビアは視線を感じ、顔を上げる。途と端たんに、コンラッドの榛色の瞳に搦からめ捕とられた。

「そのとき、護衛対象者より身体が小さくては、『盾』になれません」

　コンラッドの言葉に、ユリウスは、不服そうにウィリアムへと青金剛石の瞳を転じる。ウィリアムは笑え顔がおでその視線を受け流すと、オリビアを見た。

「何も今すぐに殿でん下かの護衛騎士から外すわけじゃない。あくまで、そんな意見もある、ということだから」

　オリビアは神しん妙みような表情のまま「はい」と応じる。だが、その案を推おしているのは、まぎれもなく父なのだと感じ取った。

「失礼します、閣下」

　壁かべ際ぎわにいた侍じ従じゆう団の一人が、ユリウスの側そばに近づき、控ひかえめに声をかける。「時間か？」。ぶっきらぼうにユリウスが尋ね、侍従は深く頭を下げる。ユリウスは首しゆ肯こうすると、コンラッドとウィリアムを見た。

「行くぞ」

　それだけ言うと、返事も聞かずに背を向ける。コンラッドは当とう惑わくしたようにウィリアムを見上げた。「はいはい。行きますよー」。ウィリアムはおざなりに返事をしながら、そんなコンラッドの背を押して歩き出す。だが、唐とう突とつに振り返った。

「負けた人は、素す振ぶり四百ね」

　ウィリアムは朗ほがらかにオリビアとアルフレッドに指示を出す。一度ずつ負けたから、二人とも今から「素振り四百」だ。互たがいに顔を見合わせて肩を落としている間に、ユリウスとその侍従団は武道場から姿を消した。

「コンラッドって人、アルは知ってたの？」

　オリビアは武道場の扉とびらを眺ながめたまま、尋ねる。「まぁ、うん」と返事をしたアルフレッドは、その後慌あわてたように言葉を続ける。

「だけど、騎き士し団の話は今日、初耳だし。お前が護衛騎士を外れる可能性があるなんて、全然知らなかったんだからな」

　早口な言葉に、オリビアは苦笑いしながら頷いた。その様子にアルフレッドは表情をやわらげる。試合で乱れた長ちよう髪はつを束ね直しながら、言葉を続けた。

「数日前かな。父上の執しつ務む室で初めて会って……。腕うでは立つらしい。ウィリアム卿きようがわざわざシャムロック騎士団から引き抜いてきたらしいし」

「お父様が……」

　呟つぶやいて、なんだか胸のあたりが重い。やはり父は、アルフレッドの護衛に自分はふさわしくない、と思っているのか。気づけば、さっきまで賑にぎやかだった武道場に、重苦しい空気が広がっていた。

「なぁ、今晩、『夜の街ナイト』に行くだろ？」

　その雰ふん囲い気きを吹ふき飛ばすように、アルフレッドが明るい声を上げる。だが、オリビアは更さらに眉み間けんの縦じわを深くしてみせた。

「二日前に行ったばかりでしょ？　せめて、一週間に一回程度にしようよ」

「エラが欲しがってた本を手に入れたんだ。早く届けてやりたいし」

　あんまり頻ひん繁ぱんに行くのはよくない。そう言おうとしたのだが、共通の知人でもある街がい娼しようのエラの名前を出されたら、オリビアも口ごもる。

「……じゃあ、その本を渡わたしたら、さっさと帰ろうね」

　おう、とアルフレッドは陽気に笑い、どん、とオリビアの背を叩たたいた。

「頼たよりにしてるぜ、護衛騎士」

　そう言われ、オリビアは苦笑する。たぶん、彼なりに励はげましてくれているのだろう。

「じゃあ、その前に、さっさと素振りを済ませちゃおう」

「……そうだな……。お前、真面目まじめだな……」
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「今日は、何かあるのか？」

　その日の晩。『夜の街ナイト』にやってきたオリビアは、周囲に視線を走らせながら尋ねる。

　エラと話し込んでいたアルフレッドが、湖こ氷ひよう色いろの瞳ひとみを向けてきた。オリビアは、腰こしに佩はいた剣の鯉こい口ぐちに指を掛かけたまま、肩口に緊きん張ちよう感かんを漂ただよわせる。なんだか、今日の『夜の街ナイト』は騒そう々ぞうしい。いや、騒々しい、という表現は間ま違ちがいかもしれない。この街はいつも賑やかなのだから。うるさい、というのも違う。

　たとえるなら、街自体が、どこか不安定に揺ゆれていた。

　通りには人が一方向に向かって足早に歩き、時折喧けん騒そうに似た声が上がる。喧けん嘩かではない。嬌きよう声せいでもなかった。どちらかといえば、「歓かん声せい」に近い。

「『魔ま術じゆつ師しと猟りよう犬けん』が来てるのさ」

　二人とは馴な染じみの街娼であるエラは、大きな胸の前で古びたショールをかき抱いだいた。

　彼女が動くと、濃こい白粉おしろいの匂においがする。当初、オリビアはこの匂いが苦手でたまらなかったが、今では「白粉」の香かおりを嗅かぐと、エラを思い出すほど身近になった。

「何それ」

　オリビアは目を瞬またたかせる。エラは煙草たばこで掠かすれた声で笑った。

「おやおや。私より若い子達が知らないとはね。王都じゃ有名な奇き術じゆつ師し一座らしいよ」

　エラに言われてなお、オリビアにはぴんと来なかった。

「大道芸？」

　低い声でエラに尋ねる。エラは口紅のにじむ唇くちびるを歪ゆがめ、肩かたを竦すくめた。

「そんなもんじゃないのかね。私も実はよく知らないのさ」

「ふぅん。面おも白しろそう」

　そう声を漏もらしたのはオリビアではなかった。アルフレッドだ。

「行かないよ！」

　反射的にオリビアはぶんぶんと首を振る。アルフレッドは不満そうに鼻を鳴らしてみせた。

「なんでよ」

　腕を組み、幼い子どものようにオリビアを睨にらみ付ける。「はぁ!?」。オリビアはそんな彼を逆に睨み上げた。不特定多数の人がいるところに行って、何かあったらどうするのだ。この男には、自分がルクトニア領主の嫡ちやく男なんだという自覚が本当にあるんだろうか。オリビアは再度そのことを確かく認にんしようと口を開いたのだが。

「行ってきなよ、オリバー」

　エラが噴き出しながら言った。すると、目じりの辺りから頰ほおにかけて化け粧しようで隠かくした傷が現れる。エラと出会うきっかけになったその傷は、オリビアの脳のう裏りにあの日の出来事を呼び覚ました。




　彼女の頰に、傷が刻まれたあの晩。

　それは、今日の夜のような、下か弦げんの月が輝かがやく晩だった。

　その傷をつけたのは、彼女の恋こい人びとだ。

　たまたま『夜の街ナイト』を歩いていた二人は、女性の悲鳴と泣き声が聞こえ、路地裏に飛び込んだのだ。

　視界に入ってきたのは、女性に馬乗りになって、ナイフを振ふりかざす男の姿だ。女性は顔を覆おおって泣いている。その指が、頰が、薄うす闇やみの中でもわかるほど、赤い。

　斬きられたのだ、斬りつけられているのだ。理解した瞬しゆん間かん、オリビアは抜ばつ刀とうして男に向かった。

　怒いかりに任せて駆かけ出したオリビアだが、その勢いと彼女が身に着けている衣服から『騎士』だと気づいた男は、舌打ちしながら女性から離はなれた。

『自警団を呼ぶわよ！』

　アルフレッドが澄すんだファルセットで怒ど鳴なると、男はあっさりと逃にげ出す。追おうとしたオリビアの長靴ブーツにとりすがって止めたのは、血ち塗まみれになった女性だった。

『やめて。あいつが戻もどって来たとき、もっとひどいことされる』

　女性は嗚お咽えつを漏らしながら、首を横に振った。『捕つかまえないで。追わないで』と。

　愕がく然ぜんとして動けないオリビアに代わり、アルフレッドは女性に近づいた。頰の傷をハンカチでぬぐってやりながら事情を聴きく。その女性は、「エラ」と名乗った。

　あの男は情夫であること。逃げても逃げても、彼女が稼かせぐ金目当てに追ってくること。今晩は客がつかず、渡す金がないと説明したが信じてもらえず、ナイフで顔を斬られた、ということ。

　オリビアにとっては何もかもが信じられず、考えられず、思いもしなかったことだ。

　自分の父親であるウィリアムが、妻であり恋人でもあるシャーロットに暴力を振るうなど、想像すらできない。

　そして、アルフレッドの両親であるユリウスとアレクシアも仲がいい。オリビアの周囲には、「恋人に暴力をふるう男」など存在しなかった。

　だが、『夜の街ナイト』は違う。そんな男も、そんな男に搾さく取しゆされ泣いて暮らす女もいるのだ、とオリビアは初めて知ったのだ。




「その奇術師達はどこでやってるの？　今から行っても間に合うかな」

　アルフレッドはいてもたってもいられない、と言わんばかりに足あし踏ぶみを繰くり返し、場所を尋たずねている。エラはその様子に笑いながらも、優やさしく丁てい寧ねいにブロックを教えていた。

　───……元気になってよかった。

　アルフレッドに説明をしているエラを見、オリビアは思う。

　結局、アルフレッドは自警団にエラの情夫の情報を渡した。自警団は情夫を捕まえ、そして『夜の街ナイト』から排はい除じよしてくれた。二度とこの街に入って来られないように、それなりの報復を与あたえて。

　エラは今後、あの情夫に追い回されることはない。上前を撥はねられることもない。

　この、『夜の街ナイト』にいる限り。

　そう。裏を返せばエラは、結局『夜の街ナイト』にしかいられなくなったのだ。

　自分達がしたことが。していることが、正しいことなのかはわからない。いつもこれで良かったのか、とオリビアは自問している。もちろんそれは、アルフレッドもだ。

　アルフレッドは、誰だれよりも先に、傷ついた人を見つける。弱い人の手を取る。そして、正解などない問題に、必死に「答え」を出す。オリビアにはできない決断を、勇気と責任において、下す。だからだろうか、アルフレッドが『夜の街ナイト』に出て行くのを、完全に止められないのは。

　アルフレッドは自分の力と知識だけで弱者を守ろうと必死だ。『夜の街ナイト』に、彼の肩かた書がきは存在しない。徒と手しゆ空くう拳けんで弱者のために足あ搔がく。

　そんなアルフレッドを見ていると、『じゃあ、私には何ができるのだろう』、そんな問いが、いつも心に浮うかぶ。

　そして、ひとつの答えを出した。自分は、アルフレッドを守ろう。『夜の街ナイト』で活動をする彼に危害が及ばぬよう、この腕うでと剣けんで守ろう、と。

　それは、父であるウィリアムも、ユリウスに対して日々感じていることなのではないだろうか。

　ユリウスが王位にいて善政を敷しいたときも、退位し、ルクトニア領に移ってきたときも、ウィリアムは決してユリウスの側そばを離れなかった。影かげのように従い、飄ひよう々ひようと側にいた。前王ということで命を狙ねらわれることも多い彼を、常に守った。

　きっと、今、自分がアルフレッドに感じているような。そんな思いに突つき動かされているからではないだろうか。ユリウスを守ることが、国を守ることだ。そんな確信が父にはあるのだろう。オリビアは最近、そう思うのだ。

「……観みに行く？」

　仕方なく、アルフレッドにそう申し出た。途と端たんに目を輝かせ、首しゆ肯こうする彼に、ため息を吐ついた。自分より年上だというのに、本当に手がかかる弟のようだ。オリビアは彼に向かって肘ひじを差し出す。自然な素そ振ぶりでアルフレッドは腕を絡ませてきた。

「楽しんできて」

　オリビアとアルフレッドに、エラが声をかけてくる。互たがいに首だけ捩ねじって振り返り、「良い夜を」と返した。エラは満足そうに頷うなずくと、ショールを搔かき合わせながら、雑ざつ踏とうの中を歩き出す。

　オリビアはしばらくそんな彼女を眺ながめていたが、アルフレッドに促うながされ、歩き出した。




　アルフレッドに腕を取られたまま、石いし畳だたみの上に足を振り出す。がちゃり、と踵かかとで拍はく車しやが鳴った。すぐ隣となりではヒールが地面を蹴ける、かつり、という音が響ひびく。

「二ブロック先らしい」

　拍車が鳴る音に交じり、不意に低い声が耳元で聞こえた。オリビアは弾はずみで顔を上げ、声の主を見る。丁度自分の目元辺りに顎あごがあった。無む駄だのない輪りん郭かくに、歩みと共に揺ゆれる孔く雀じやく石せきの耳みみ飾かざり。さっき、エラには「トンボ石よ」と言っていたが、そんなわけはない。舶はく来らいの品だ。

「なに」

　まじまじと見過ぎたせいだろう。アルフレッドが不思議そうに目を瞬またたかせた。

「いや。地声だ、と思って」

　ありのままをオリビアが言うと、はん、と馬ば鹿かにしたように笑う。

「お前と二人なのに、なんで裏声なんだよ」

　低い声で言い放たれ、言うんじゃなかった、と目線を逸そらす。アルフレッドの声に抑よく揚ようはなく、質量を持つように重い。オリビアは息を吐いた。今夜の空もまた、燻いぶされたように曇くもっている。ちらちら瞬くのは恒こう星せいだけだ。

「知らねぇんだよな」

　囁ささやくような声が耳みみ朶たぶに触ふれた。オリビアは空に上げた瞳ひとみを隣に移動させる。

　同時に、どきりと息を吞のんだ。それぐらい、アルフレッドの顔が近い。

　多分、地声で喋しやべっているからだろう。周囲に声が及ばぬよう腰こしを屈かがめ、オリビアの耳に口を寄せている。ふわりと漂ただようのは、アルフレッドがいつも好んで付けている香こう水すいだ。甘く、桃ももに似た香かおりが鼻先をくすぐり、同時にオリビアの視界に入るのは、男性的な眉まゆと強い視線。

　どきり、と。また心臓が強く脈打つ。

　反射的に背をのけぞらせようとするのに、組まれた腕がそれを阻はばむ。その腕の力にもオリビアは戸と惑まどった。不意に思い出したのは、午前中の試合のことだ。

　───力が、強くなってる……。

　ほんの数年前までは、オリビアの方が強かったのに。

　それは、誰もが知ることだ。だからこそ、オリビアは女子でありながら、アルフレッドの侍じ従じゆうとして、護衛騎き士しとして側近くに控ひかえていたのだ。

『さすがウィリアム卿きようのご息女』『ユリウス閣下にはウィリアム卿。アルフレッド殿でん下かにはオリビア嬢じよう』。そう言われて、誇ほこらしかった。嬉うれしかった。

　自分も、父のようになれる。本気でそう信じていた。

　だが。

　その自分は今、アルフレッドの護衛騎士から外されようとしている。

「……なに」

　湖こ氷ひよう色いろの瞳がオリビアを凝ぎよう視しする。低く問われ、オリビアは慌あわてて首を横に振る。髪かみの毛は頭の後ろで団子にして留めているから、揺れることはない。

「なんにも」

　そう答え、胸から喉のどにわだかまる気持ちを押しつぶす。『いつか、アルの隣にいられなくなるかも』。せり上がる弱気な気持ちを、ぐい、と飲み込んだ。

「知らない、って何を？」

　オリビアも素すの声でアルフレッドに尋ねる。不覚にも彼に動どう揺ようしたのが悔くやしくて、オリビアはわざとアルフレッドに顔を近づける。彼の鼻に唇くちびるが触れそうな距きよ離りに、今度はアルフレッドの方が目を泳がせた。

「いや、だからさ」

　ごほり、と咳せき払ばらいをひとつすると、アルフレッドは背を伸のばして顎で前を指した。

「『魔ま術じゆつ師しと猟りよう犬けん』って奇き術じゆつ師しを、さ」

　オリビアは首を傾かしげた。さっきエラが言っていたではないか。『王都で有名なのだ』と。

「王都で流行はやってたんじゃないの？」

　今年もアルフレッドはユリウスに付いて王都に行ったはずだ。そのとき、耳にしなかったのだろうか。

「少なくとも、おれは知らん」

　アルフレッドは首を小さく横に振ふった。「ふぅん」。オリビアは曖あい昧まいに返事をする。では、箔はくをつけるためにそんなことを言いだしたのかもしれない。大道芸をするものや商人がよく使う手口だ。別に珍めずらしいわけでもない。

『母国では知らぬものなし』『他領ではすでに爆ばく発はつ的てき人気』

　海港都市であるルクトニア領では、そんな触れ込みは掃はいて捨てるほど出回っている。

「アルは奇術師って見たことある？」

　オリビアはアルフレッドと歩調を合わせながら尋たずねる。家格や身分などを考え合わせれば、オリビアは本来アルフレッドのことを『殿下』と呼ばねばならないことはわかっているのだが、幼い頃ころから一いつ緒しよに育ったせいか、どうしても気安くそう声をかけてしまう。また、周囲もそれを許す雰ふん囲い気きがあった。あの二人は、仕方あるまい。そんな風にどこか微笑ほほえましく接するせいか、オリビアはアルフレッドを『殿下』などと呼んだことはついぞない。

「手品師とどう違ちがうんだろ」

　オリビアが小首を傾げると、「それな」と喰くい気味に応じられる。

「奇術と手品って何が違うんだよ。併あわせて言えば、大道芸はどうなんだ」

　鼻息荒あらくアルフレッドが言う。オリビアも頷きながらアルフレッドに尋ねた。

「剣とか飲んだりするのかな」「壺つぼから蛇へびが出るのかもよ」

　二人とも争うように「自分が思う奇術」を口にしながら、エラが教えてくれた場所に向かう。

　エラは「二ブロック先」と言ったが、すでに一ブロック過ぎた辺りから、大勢の歓かん声せいや爆はぜるような音、軽快なアコーディオンの旋せん律りつが夜よ闇やみを震ふるわせていた。

　思わず二人は顔を見合わせる。楽しそうだ。あれだけ行き渋しぶっていたオリビアの顔も華はなやいでいる。どんなことが行われているのだろう。足を速めた二人の耳が次に拾った音は。

　大きな爆発音だった。

「……え？」

　アルフレッドが声を漏もらす。咄とつ嗟さにオリビアはアルフレッドの腕うでを摑つかんで自分の背後に回した。なんだ、何が起こった。

　オリビアは公演を行っているという広場に通じる街路へ、慎しん重ちように顔を覗のぞかせる。

　途端に上がったのは怒ど号ごうと悲鳴だった。反射的に腰の剣けんに手をやる。事故か。暴動か。頭に浮うかんだのはそんな内容だった。

　───何が、起こってる……？

　オリビアは慎重に一歩踏ふみ出す。

　そしてすぐに足を止め、息を吞んだ。

　群衆が、一気にこちらへなだれ込んできたからだ。

　多分、公演を観みていた客達なのだろう。オリビアの斜ななめ後ろにある、放射状に広がる道を目指し、一いつ斉せいに移動し始めている。あ、と思った隙すきにどん、と群衆に肩かたを押され、よろめいた。まずい、と感じた瞬しゆん間かんには、別の男に腕を弾はじかれる。しまった、と思ったときには、後ろ向きに蹈鞴たたらを踏んでいた。

　完全に体勢を崩くずし、地面に尻しり餅もちをつく寸前で。

　ねじられるように背後から腕が引かれる。

　痛みに顔を歪ゆがませ、だけど咄嗟に足を踏ん張った。転てん倒とうを避さける。そのオリビアの腰を誰だれかの腕がしっかりと捉とらえた。

　ふわりと甘い香水がよぎる。刹せつ那な。

　背中に軽い衝しよう撃げきがあり、次に顔や胸に圧あつ迫ぱく感かんを覚えた。

「大だい丈じよう夫ぶか」

　予想外に間近から声が降ってきて驚おどろく。

「……痛いて……ぇなあ、おい」

　不ふ機き嫌げんな低い声。ふわりと耳朶に触れる呼気。オリビアは息を吞のみ、顎を上げる。

　それだけの動きに、空気が揺れ、香かおりが舞まう。

　甘い。桃に似た香り。

「……アル」

　声が震えた。「おう」。ぶっきらぼうな声が左耳の直すぐ側そばで聞こえ、首を竦すくめた。身じろぎしようとするが、アルフレッドの腕と腕の間に囲われ、動けない。おまけに背後は壁かべだ。知らずに後退しようとしたのか、拍はく車しやが無様にがちりと音を立て、オリビアは膝ひざを曲げて居すくんだ。伸び上がろうとしたら、アルフレッドと顔がぶつかりそうだ。

　不意に、ぎゅっとアルフレッドが更さらに間合いを詰つめてくる。濃こくなる香り。ふっ、と彼が漏らす呼気に、心臓が爆音を立てる。

「ってぇなあ！　おいっ」

　アルフレッドが背後に向かって、唸うなり声を上げる。ようやくオリビアは我に返った。

　あれだ。自分が群衆に押されて倒たおれそうになったから、咄嗟にアルフレッドが自分を壁かべ際ぎわに引き寄せてくれたのだ。そして、現在も、移動する人の波から自分を囲ってくれているらしい。

「待って、待って！　大丈夫だから、私」

　オリビアは慌てて姿勢をただそうとしたが、膝を伸ばせばアルフレッドと顔がくっつくし、縮めれば護衛としての役目はほぼ皆かい無むだし、どうしたもんかと戸惑った末に。

「ぐへっ」

　頭頂部でアルフレッドの胸に頭ず突つきをした。一体何を詰めているのか、オリビアより大きな胸にぼすり、と一いち撃げきを食くらわせたのだが、予想外の衝撃を与あたえたらしい。アルフレッドが呻うめいて背を反らす。その隙に、彼の腕の間からすり抜ぬけた。

「怪け我が人とか……」

　出てないかな、とオリビアが周囲を窺った側では、アルフレッドが胸を押さえてむせていた。

　次の瞬間、再び軽快な音楽が鳴り始めた。

　拍ひよう子しの速い旋律に、打楽器の軽快な音が続く。警笛に似た笛が鳴り、どこからか綿わた菓が子しに似た甘い匂においまで漂ただよい始める。

　ぴたり、と。群衆が足を止めた。オリビアもそうだ。今度はなんだと周囲を見回す。

「さぁさぁ、まだまだ！」

　朗々とした男の声が広場の方から聞こえてくる。ガツガツと踵かかとで拍子を刻み、手拍子を取るような音がそれに重なった。途と端たんに、ヴァイオリンが甲かん高だかく夜闇を斬きった。鍵けん盤ばん楽器が奏かなでる楽曲は、この辺りでもよく聞く抒じよ情じよう詩の一節だ。

「……まだ、やってるのか？」

「なんだ、さっきのは事故じゃなかったのか」

　オリビアの周囲の男達がそう言うと、苦笑いを浮かべながらまた広場に戻もどっていく。それに続くのは逃にげ出した観衆だ。口々に、「さっきは驚いたな」や「火薬が爆発したのかと思った」と、数分前の恐きよう慌こうが噓うそのように、笑いながら戻り始める。

　誰かが指笛を鳴らすと、拍はく手しゆが続いた。まばらだった拍手はいつの間にか渦うずになり、そして、舞ぶ台たいから離はなれていた観衆は、徐じよ々じよにまた、距離を詰め始める。

「……落ち、ついた……？」

　次し第だいに穏おだやかになる雰囲気に、オリビアもゆっくりと緊きん張ちよう感かんを解く。

「よか……。痛っ！」

　よかったね、アル。そう言おうとしたのに、ぱちり、と頭を叩たたかれ、オリビアは頰ほおを膨ふくらませた。

「何すんのよっ」

「それはこっちの台詞せりふだろうがっ」

　頭を撫なでていたら、両りよう腰ごしに手を当てたアルフレッドに怒ど鳴なられた。

「手て前めぇ、人に頭突きしやがって！」

「アルが離れてくれなかったからじゃないっ」

「離れて、って言えばよかったろうよっ」

「言った！」

「言ってねぇ！」

　その後も、「言った」「言わない」の不毛な会話を数十回ほど繰くり返したときだった。

「そこのレディと騎き士し殿どの」

　二人の会話に割って入る、低い声があった。

　背中に氷水でも流されたように二人は背筋を伸のばし、反射的に顔を向ける。

　まずい。咄嗟に無表情で顔を隠かくす。二人とも無防備に話しすぎた。いや、怒鳴り合いすぎた。

　───聞かれた……っ？

　オリビアはぎゅっと唇くちびるを引き結ぶ。だが。

「いやいやいや、ご無事で何よりでした」

　目の前に立っていた片かた眼鏡めがねの男は、口早にそう言い、恭うやうやしく一礼をする。几き帳ちよう面めんなほどの礼れい儀ぎ正ただしさでアルフレッドの手を取り、その甲こうに軽くキスを落とした。

「レディ。何事もなく、心より安あん堵どしております」

　するりと背を伸ばして目を伏ふせた男は、アルフレッドと同じぐらいの背の高さだ。

　黒いシャツに黒い上着、革かわの乗馬用長靴ブーツを履はいており、ピンホールに白いバラを挿さしていた。この辺りでは見ない品種で、かなりの多弁だ。

「お怪我は？　大丈夫ですか？」

　のぞき込むように男が尋たずねる。「いえ」。短く、綺き麗れいなファルセットでアルフレッドが応じる。ぎゅっと、湖こ氷ひよう色いろの瞳ひとみで見返すと、薄うすい唇に笑えみを乗せて今度はオリビアを見た。

「お側そばの騎士殿はいかがです」

　オリビアは小さく頷うなずく。

「よかった。あちらで見ていたら、人が殺さつ到とうしたものですから」

　男は公演会場の方を指さし、慎つつましげに笑う。「危あやうく、潰つぶされるかと」。男はそう続け、さらに口を開いたが。

「貴き殿でんは？」

　オリビアは会話を断たち、切り返した。

「これは」

　男は、ぱん、と上着の裾すそを払はらい、再度慇いん懃ぎんに礼をした。

「『魔ま術じゆつ師しと猟りよう犬けん』のノア・ガーランドと申します。以後、お見知りおきを」

　ノアと名乗った男は、人好きのする笑みを浮うかべる。

「先ほどは、うちの奇き術じゆつ師し達が術で観衆を驚かせすぎました。結果、あのように逃げ惑まどってしまいまして……」

　ノアは自じ嘲ちよう気味に笑った。

「まだまだ未熟でお恥はずかしい限りです。大変ご迷めい惑わくをおかけしました」

　そう締しめた後、「で？」とオリビアに向かって首を傾かしげてみせた。

「は？」

　思わずオリビアも眉み間けんに皺しわを寄せて、ノアを睨にらみ付ける。

「ぼくに名前を尋ねた騎士殿のお名前を頂ちよう戴だいしたいな」

　甘い笑顔で尋ねられ、面めん食くらう。思わず一歩下がったところで、ぐい、とアルフレッドに肘ひじを摑つかまれた。そこでようやく我に返り、オリビアは咳せき払ばらいをする。

「オリバーだ。騎士位を持っている」

　わざわざ言わなくて良いことまで口にしたのは、虚きよ勢せいを張ったからだろう。

「そう。やっぱり騎士殿か」

　返すノアの言葉にオリビアは戸惑う。なんというか、目つきや言こと葉ば遣づかいがやけに優やさしいのだ。

　この『夜の街ナイト』で、オリビアにこんな風に話しかける男はいない。硬かたく荒あらい声をぶつけられたり、野や次じを飛ばされたりすることはあっても、オリビアにこんな眼まな差ざしを向けたり、優し気に声をかけたりする男はいなかった。

　───……育ちの、いい男なのかな。

　オリビアは不ふ審しんがられない程度に視線を送るが、服も小物も、あのバラを除けば普ふ及きゆう品だ。取り立てて驚おどろくような物ではない。衣服に紋もん章しようが入っている様子もない。

「レディ」

　ノアは灰緑色の瞳をアルフレッドに向ける。

「お名前を伺う栄えい誉よをぼくに与あたえてくださいますか？」

　目を伏せ、わずかに頭を下げるノアに、アルフレッドは生来の横おう柄へいさで「ふん」とひとつ鼻を鳴らした。

「アリーよ」

　短く答えると、「ああ」と彼は声を上げた。

「あなた方が『漆しつ黒こくのオリバー』と、『金きん髪ぱつのアリー』でしたか。噂うわさは、この『夜の街ナイト』でかねがね」

　目を細めてノアは笑みを深めた。

「子ども達に文字を教え、街がい娼しようを暴力から守り、困こん窮きゆうした人間に知ち恵えを与えているそうではないですか」

　アルフレッドは興味なげに斜ななめに顎あごを上げた。ノアはそんな彼を灰緑色の瞳で捉とらえる。

「『夜の街ナイト』の住民達は皆みな、あなた方をこう呼ぶ。『この街の光だ』と」

　アルフレッドはしばらく無言でノアを凝ぎよう視ししたが、彼の背後に見える公演会場に視線を転じた。

「これ、自警団や衛兵の許可を得て開かい催さいしているの？　安全性は大だい丈じよう夫ぶ？」

　ぶっきらぼうに尋ねると、ノアは「許可証は出ていますよ」とにこりと笑った。

　その笑みに、オリビアは首を傾げる。

　さっき自分に見せたような笑みと、どうも種類が違ちがう。この笑みなら、オリビアは知っている。社交的な笑みだ。相手と巧うまく距きよ離りを取り、そして下手に出て様子を窺うかがう戦略的な笑み。

「事故は起こさないで頂戴よ」

　アリーの言葉に、ノアは慎ましく頷いた。そのやりとりを見て、オリビアは少し気の毒に思えてくる。確かにさっきは危険な場面ではあったが、一方的にノアは言われっぱなしだ。アルフレッドが次の言葉を吐はく前に、オリビアは言葉を差し挟はさんだ。

「ノアも奇術師なのか？」

　低くそう尋ねる。「ぼく？」。ノアは真正面からオリビアを見、薄い唇を三日月にかたどる。

「そうだよ。興味ある？」

　穏おだやかな声に、またオリビアは怯ひるみそうになる。どうして自分は彼のこの声や瞳に、距離を置きたいと思うのだろう。オリビアはわざと胸を張り、必要以上に男らしく振ふる舞まった。

「興味は、ある」

「どんなことに？」

　ノアはくすりと微笑ほほえんだ。多分、年はアルフレッドより上だろう。二十代半ば。そんな余よ裕ゆうさえ感じられる表情だった。侮あなどられている。オリビアはそう感じた。

　その態度がオリビアの気持ちを立て直す。負けん気が首をもたげて彼女の瞳を光らせた。そこに「好こう奇き心しん」も加わる。オリビアは身を乗り出すようにして尋ねた。

「奇術師とは、どのような技わざを行うのだ」

　オリビアはおどけて「地じ獄ごくの火でも召しよう喚かんするのか」と続ける。ノアは愉ゆ快かいそうに笑った後、長い腕うでを組んだ。

「そうだな。ご迷惑をかけたお詫わびに、ひとつご覧に入れよう」

　言うなり、ノアはするり、と腕を解く。無造作にぐい、と袖そでを引き上げた。男にしてはしなやかで、だけど無骨な手首が見える。

「ほら」

　いきなり二人の目の前に右みぎ掌てのひらを開き、突つき出してみせた。オリビアもアルフレッドも反射的に背を反らす。

　くすり、と笑い声がする。ノアの灰緑色の瞳が悪戯いたずらっぽい光を宿らせていて、むっとアルフレッドが頰ほおを強こわばらせたときだ。

　ノアはその手を握にぎり込み、ぐるりぐるりと回してみせた。戸惑うアルフレッドとオリビアの目の前で再び手を開いた瞬しゆん間かん。

「うわっ」「にゃあっ」

　二人は同時に悲鳴を上げる。

　ノアの右掌から、突とつ如じよ炎ほのおが上がったのだ。

「睫まつげ、焦こげてない!?」「鼻、やばいっ」

　互たがいに顔を見合わせて怒ど鳴なり合う。辛かろうじてファルセットと男声を保っているが、恐きよう慌こう一歩手前なのはその瞳を見ればわかる。

「「大丈夫」」

　アルフレッドはオリビアの睫が焦げていないことに頷き、オリビアはアルフレッドの鼻がついていることを確かく認にんした。

　そんな二人はすぐに軽けい妙みような笑い声に気づいて、苦い顔を声の主に向ける。

「失礼、失礼」

　ノアは口元を軽く握った拳こぶしで隠かくしながら、くつくつと笑い続けていた。

「あんまり、可愛かわいらしいものだから」

　視線を向けられ、オリビアはそう言われる。流石さすがに腹が立つ。自分は騎士だ。可愛いと言われて嬉うれしいことなどない。

「無礼者」

　短く切って捨てると、「失礼、騎き士し殿どの」。ノアは素す直なおにそう詫びる。

「タネはこれだよ」

　更さらに何か言おうとした二人に対し、ノアは自分の右掌を開いてみせた。

　そこにあるのは、一つまみの綿だ。

「……綿？」

　アルフレッドが訝いぶかしげに尋たずねる。「これが燃えたの？」と。

「綿って、結構燃えにくいよ」

　ぼそり、とオリビアが言う。火種を包むときに使うことがあるが、さっき見たように燃え上がることはない。どちらかというと、火が「こもる」のだ。

「これは、硝しよう化か綿めんと言います、レディ」

　ノアは礼れい儀ぎ正ただしくアルフレッドに告げた。

「濃のう硫りゆう酸さんと濃のう硝しよう酸さんを混酸の状態にし、そこに綿を浸ひたします。その後、大量の水で洗い流し、自然乾かん燥そうさせますと、綿はニトロ化します」

　ノアは瞳ひとみをオリビアに転じる。

「この硝化綿に熱を近づけると、煤すすも残らず一気に燃え上がるのだよ」

「……でも、今は燃えてない」

　オリビアはおそるおそる、ノアの掌に載のる硝化綿を指さす。

「今は火と接せつ触しよくしてないからね」

　ノアは笑った。

「さっき、お二人の興味を右手に惹ひき付けている間に、ここから火種を出して放ほうり込んだんだ」

　そう言って、上着の裾すそを叩たたいてみせる。くるりと裏うら生き地じを向けると、鉄製のピルケースが見えた。ノアの説明が本当なのであれば、そこから素す早ばやく火種をつまみ出し、放り込んだ、ということか。
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「公演でもこのようなことをしたのか？」

　オリビアは首を傾かしげて尋ねた。ノアは苦く笑しようし、片かた眼鏡めがねを軽く右目に押し込んだ。

「もう少し大おお掛がかりなことを。結果、観衆を驚かせてしまったよ」

「例えば？」

　アルフレッドが端たん的てきに尋ねる。ノアは肩かたを竦すくめてみせた。

「過酸化水素水の分解による化学反応を使った見み世せ物もの、などでしょうか」

「……なんだって？」

　オリビアが眉まゆ根ねを寄せてノアに顔を近づける。ノアは笑って言葉を続けた。

「過酸化水素水に石けん水を混ぜるんだ。その後、ヨウ化カリウムを混ぜると、分解反応が起こって、勢いよく泡あわが空に向かって噴ふき出す。『象のはみがき粉』というやつだね」

「………ふーん、なるほど………」

　オリビアは頷うなずくが、いまいち理解していないのは誰だれの目にも明らかだ。ノアはくつくつと笑いながら、自分の顎をつまんで腕を組む。

「単純なものなら、口からアルコールを噴いて火をつけたりとか……」

「皆が逃にげたきっかけになったのは？」

　アルフレッドの質問に、ノアは口をへの字に曲げてみせた。

「マグネシウムを燃ねん焼しようさせてみせたのですよ。一気に閃せん光こうを出すのですが、そのとき、楽士が別の音を鳴らしたもので、爆ばく発はつと勘かん違ちがいさせてしまって……」

　へぇ、とオリビアは素直に感かん嘆たんの声を漏もらす。世の中、自分の知らないことがまだまだあるものだ。

「ルクトニアは海港都市だから。他領よりも珍めずらしい物は多い……。だが、貴き殿でん等の技は見たことも聞いたこともない」

　アルフレッドがファルセットの声を放つ。オリビアはふと彼を見上げた。

　同時に、ぴくり、と、背筋を強ばらせる。

　それほどアルフレッドは冷れい徹てつな、冷静な、厳格な目でノアを見ていた。いや警けい戒かいをしていた。

「もちろん、王都でもあんた達の噂うわさを耳にしたことはないわね」

「おや、そうですか。なるほど。ぼく達も、まだまだだ」

　ノアはアルフレッドの視線を躱かわすように肩を揺ゆすらせた。

「しかし、この海港都市の繁はん栄えいぶりは見事ですね、レディ。様々なものが流通している」

　ノアは穏やかに笑う。

「そうだろう」

　何故なぜか、ふん、と胸を張ったのはオリビアだった。両手を腰こしに当て、ふんぞり返ってノアを見やる。

「なにしろ、前王ユリウス様が治める領だ。他領とは格が違う」

　顎あごをつんと上げて自じ慢まんするオリビアを、アルフレッドは呆あきれたように横目で見るが、特に何を言うでもない。澄すましてはいるが、彼もおおむね同意見なのだろう。

「まったくだ。ぼくのようなよそ者でも、そのことは重々わかるよ」

　ノアは目を細め、オリビアに視線を合わせて腰を折る。同意されたことに気をよくしたオリビアは、さらに何か言いつのろうと口を開くが、ノアの方が先に言葉を発した。

「まさに、王都を凌しのぐ」

　とん、と。ノアの言葉は、オリビアの心に確かな手て触ざわりを残して、揺ゆらした。

　オリビアは改めて目前の青年に双そう眸ぼうを向ける。緩ゆるやかな笑えみを浮うかべ、ノアは視線を逸そらさない。じっとオリビアを見つめている。

「ぼくが子どもの頃ころなんて、ルクトニアと言えば、ただの風光明めい媚びな鄙ひなびた海街だった。それが、ここ数年の目覚ましい発展はどうだ。港は整備され、海路のみならず、陸路は国内の様々な場所に張り巡めぐらされている」

　ノアは曲げていた腰を伸のばし、大きく両りよう腕うでを広げてみせた。

「モノは溢あふれ、人が行き交かい、カネが行き来する。たった十数年で、この変化。劇的だ」

　ふわり、と笑った。首を傾げ、静かに。

「領主が替かわっただけで、こうも違うものか、と。皆みな息を吞のんだことだろう。領民も。そして、王都の人間も」

　ノアはくすり、と声を立てて短く笑った。

「前王は素す晴ばらしい方だ。ならば、そのご子息もやはり類たぐい稀まれな資質をお持ちなのかい？」

　ただただ、落ち着いた低音でオリビアに尋ねる。だが、オリビアは口を引き絞しぼって黙だまっていた。それは、アルフレッドも同じだ。

　警戒音が、鳴る。

　頭の奥底で、危機を知らせる何かが明めい滅めつしていた。この男は、何か違う、と。変だ、と。

　剣けん吞のんな二人の視線の先で、だが、ノアはのんびりと、「そういえば」と声を上げた。指を伸ばし、アルフレッドの耳みみ飾かざりに触ふれる。

「このような大おお振ぶりの孔く雀じやく石せき、王都でも見かけたことはございませんね」

「……ガラス玉よ」

　アルフレッドは首をねじってノアの手を避よける。ノアもわきまえているのか、それ以上に触れようとはしなかったが、静かな瞳はアルフレッドに向けたままだ。

「ガラス玉、ですか。なるほど」

　そう言い、目を細める。

「言われてみれば、これほどの孔雀石。本物であれば、購こう入にゆう者も所持者も限られますな。外国であれば王おう侯こう貴族が持っていそうな品物だ。であれば、この国ではどなたが持つのでしょう」

　ノアは、首を傾げてみせた。

「国王か……。この領でしたら、ユリウス閣下でしょうか。それとも、そのご子息か？」

　親し気に話しかけるが、アルフレッドは冴さえ冴ざえとした瞳を彼に向けたまま無言だ。ノアは気分を害した風でもなく、幾いく度どか頷くと、「ところでレディ」。そう呼びかけた。

「ルクトニアは海港都市。レディも外国語に堪たん能のうなんでしょうか？」

　アルフレッドは口を引き結んだまま、相変わらず、だんまりだ。戸と惑まどったようにオリビアが視線をせわしなく動かす。ふと、ノアと目が合った。にこり、と微笑ほほえまれる。

「可愛かわいい騎き士し殿どのは、いかがかな？」

「帰ろう、オリバー」

　オリビアが何か言う前に、アルフレッドは短く告げる。その声には有う無むを言わせぬ強さがあった。オリビアが逡しゆん巡じゆんしつつも、うなずくのを見るや否いなや、アルフレッドはかつり、と硬こう質しつな音を立てて歩き出す。オリビアもそれに倣ならい、小走りに歩き出した。「良い夜を」。ノアの声が背後から追ってくる。ちらりと振ふり返ったが、彼の姿はもう見えなかった。




「……待って、アル」

　路地を曲がったところで、オリビアは先を歩くアルフレッドの手首を摑つかむ。

「あいつ、変だ」

　足を止めたアルフレッドは、手首を摑まれたまま振り返り、口早にそう言った。湖こ氷ひよう色いろの瞳に、警戒の色が滲にじんでいる。

「……確かに。言葉の端はし々ばしにこう……。なんかあるよね。普ふ通つうの奇き術じゆつ師しじゃないっていうか」

　戸惑ったオリビアはそう言うが、「普通の奇術師ってなんだよ」と即そく座ざに言い返された。

「じゃあ、アルは具体的にどう思うわけよ」

　むっとした顔でオリビアは言い放つ。途と端たんにアルフレッドが鋭するどい視線を向けてきた。

「こっちを探さぐっているような感じじゃなかったか？」

「こっち……。うーん……」

　首を傾かしげて思い返してみる。「こっち」というより、ユリウスに対して何か思うところがある、というように思えた。

「まぁ……。そう、かな」

　ぼそり、とオリビアが呟つぶやくと、「だろ!?」とアルフレッドが勢い込む。

「おまけにあいつ、絶対おれとお前の性別のこと、気付いてるって！」

　オリビアは「えぇぇ？」と懐かい疑ぎの声を漏らした。それはどうだろう。

「だって、お前を女として扱あつかってたじゃん」

　アルフレッドにそう指し摘てきされ、「ああ」と声を上げる。そうだ。ノアが自分に示したあの「優やさしさ」は、「女性」に対するものだったのだ、と気づいた。

　そして同時に、ノアがアルフレッドに向けたのは、明らかに「高位の人間」への対応だった。

　自分達は「アリー」であり、「オリバー」だと名乗った。オリビアに関しては「騎き士しだ」と地位を明確にしたが、アリーについては何も言っていない。服装や髪かみ形がただけで判断するのであれば、本来平民か商人で通るはずだ。あるいは、アルフレッドの装身具を見て「高貴な身分」かもしれない、と気づいたとしても、最上級の礼れい儀ぎでもって接するだろうか、とは確かに思う。

「あいつ、おれ達に近づいたのは偶ぐう然ぜんだと思うか？」

「……どういうことよ」

　アルフレッドの低い声に、オリビアは目を見開いた。偶然以外に何がある、というのだ。

「なんか、気になるんだよな……」

　湖氷色の瞳ひとみを大通りの方に向け、アルフレッドは呟いた。そこにはもう、ノアの姿はない。

　オリビアはその端たん整せいな横顔を眺めながら、自分自身が感じたノアに対する警けい戒かい心しんについて思い起こしてみる。何がひっかかり、何が危険だと思ったのか。それが重要だ。そこを掘ほり下げ、明確にした結果、『危機』がアルフレッドに及およぶようなら、その手前でなんとしても自分が守らなければならない。

　そう決意した矢先、アルフレッドの双眸が自分に向けられた。

「……なに」

　ノアに感じた『危機意識』とはまた別の『嫌いやな予感』に、オリビアの頰ほおがひきつる。

「明日、もう一度『夜の街ここ』に来よう。あいつらを調べるぞ」

　案の定、そんなことを言い出す。

「はああああああ!?」

　オリビアは抵てい抗こうの声を上げ、「いやだ」、「このところ来すぎ」、「絶対来ないからね」と言いつのったものの。

　彼の決断が覆くつがえることはなかった。
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　次の日。オリビアは領主館の廊ろう下かを小走りに歩いていた。

　───アル、どこにいるのかな……。

　執しつ務む室を覗のぞいたが、姿は見えなかった。

　今日、彼の外出の予定はない。だから、オリビアは隊長から非番を命じられ、本来は休養日なのだが。

『明日、もう一度「夜の街ここ」に来よう。あいつらを調べるぞ』

　耳に残るのは、昨晩聞いた、アルフレッドの言葉だ。

　───でもやっぱり、危ないと思うんだよねぇ。

　オリビアはため息を吐つく。アルフレッドが『夜の街ナイト』の治安を重要視しているのは知っている。『魔ま術じゆつ師しと猟りよう犬けん』が、なんだか胡う散さん臭くさい、ということも。

　だが、アルフレッドが執しつ拗ように『魔術師と猟犬』にこだわるのは。

　手て柄がらを、立てたいからではないのか。

　オリビアはそう思っている。

　アルフレッドを紹しよう介かいする場合、常について回る肩かた書がきがあった。

　それは、『前王ユリウス様のご子息』。

　さぞかしユリウスのように素す晴ばらしく、美しく、気高い人物なのだろう。アルフレッドに会う人物はすべからくそう思うようだ。その偏へん見けんに、一番苦しんでいるのはアルフレッド本人だ。

　父であるユリウスの名めい誉よを傷つけぬように。そして、自分を見る他人を落らく胆たんさせぬように。

　いつも気を張り、目を配り、誰だれかが作る『理想のユリウスの息子むすこ』を演じるアルフレッド。

　その彼が、「このままの自分を認めて欲しい」と望むのは当然のことのように感じられた。

　幼おさな馴な染じみだからこそ。いつも側そばで見守っていた立場だからこそ、理解できる何かが自分にはある、とオリビアは自負している。

『魔術師と猟犬』についていち早く危機を察知し、行動に移すことで、「自分自身の価値を示したい」という彼の心情は、誰よりも理解できているつもりだ。

　───しばらく『夜の街ナイト』に行くのはやめよう、って伝えよう。

　オリビアは固く決意し、今日、ここに来ていた。

『夜の街ナイト』で酔よっぱらい同士のけんかを仲ちゆう裁さいしたり、街がい娼しよう達のおしゃべりにつきあったり、子ども達に文字を教えるぐらいならオリビアも、アルフレッドを護衛できる。その自信はある。

　だが、それ以上のこととなると、話は別だ。

　アルフレッドの気負いも理解できるが、そもそも、彼に何かあったらどうするのだ。

　───危ないから、やめよう、って言おう。

　オリビアはふん、と胸を張って決意し、観音扉とびらに指をかける。

　今日は、外が曇くもっているからだろうか。

　一枚ものの、透とう明めい度が高いガラスは鏡面化し、自分の姿を映していた。

　同年代の女の子より随ずい分ぶん大きな身長と、真っ平らな胸。丈たけの長いジャケットを羽織り、革かわベルトには剣けんを佩はいている。乗馬用長靴ブーツに、騎士である証あかしの金色の拍はく車しや。

　父親譲ゆずりの緑色の瞳で、ざっと着衣を眺ながめる。乱れはない。頭の後ろで、ひとつに束ねただけの黒くろ髪かみは、外気の湿しつ気けを吸ってか、少し膨ふくらんで見えた。手早く母が紋もん章しようを刺し繡しゆうしてくれたスカーフで束ねなおす。

「よし」

　ガラスに映る自分を見て気合いを入れ、そして、動きを止めた。

　父なら、どうしただろう、と思った。

　ユリウスが王位にいたときは『ユリウスの死し刑けい執しつ行こう人にん』と呼ばれ、向かうところ敵なしと言われた父。その名と、長身と、教会騎士を示す紺こん色いろの軍服を見ただけで相手は恐おそれをなした、という父であれば。

　ユリウスが「『魔術師と猟犬』を追うぞ」と言えば、「はいはい」と従ったのではないか。

　ユリウスが危険なことをしようとしていても、父であれば「仕方ないですねぇ」とぼやきながらも、行動を制することはしなかったのではないか。

　自分のように『危ないからやめよう』と、そんな進言は、しなかったのではないか。

　父と自分のその差は、ひとえに、剣の技量にある。

　───私が……、もっと強ければ……。お父様のように強ければ。

　あの父は、自分をアルフレッドの護衛騎士から外す、などと言わなかったのではないか。

　オリビアの気づきは、自身の胸に重く鈍にぶい痛みを残した。思わずジャケットごと胃の辺りを摑つかんだとき、視界の隅すみをアルフレッドの姿がかすめた。

　───やっぱり、庭にいたんだ……。

　さっきまで感じていたままならぬ感情を、頭を振ふって追い払はらい、観音扉を開く。

　途端に彼女を取り囲んだのは、ねっとりとした湿しつ度どと、喉のどの奥に絡からむような甘さを孕はらんだ花の匂においだ。ヒースなのだろう。首を捩ねじるとやはり、満開だ。淡たん桃とう色しよくの小さな花達が群れ成すように咲さき誇ほこっている。

　今にも降り出しそうな、そんな天候のせいかもしれない。濃のう密みつな匂いが庭に漂ただよう。

「アル？」

　オリビアは名前を呼びかけながら、ヒースに近づく。いつも通り、花か影えいにいるのだろうか。

「……アル？」

　だが、いない。芝しば生ふに足を投げ出すようにして座るアルフレッドの姿はそこにない。

「アルー？」

　オリビアは多少声を張り上げ、庭を見回した。姿は確かに見たのだ。どこにいるのだろう。口元を両手で囲い、彼の名を再度呼ぼうとしたのだが。

「どうか、されましたか？」

　背後から声をかけられた。振り返ると、観音扉の所に家令が立っている。資料整理の途と中ちゆうだったのだろうか。小こ脇わきに紐ひもで綴つづられた書類を抱かかえていた。

「扉を開けっ放しでございますよ、オリビア嬢じよう」

　家令は近寄りながら、ちらりとオリビアに視線を送る。オリビアは首を竦すくめ、「ごめんなさい」と小さく口にした。ユリウスが幼少の頃ころより仕えているというだけあり、初老の域に達した男性ではあるが、背も腰こしも曲がる様子がない。顔もつるりとしていて、まだまだ四十代後半のようにさえ見えた。

「アルが、庭にいたような気がして……」

　オリビアの言葉に家令は頷き、さくさくと芝を踏ふみながら近づいてくる。この家令とも当然オリビアは顔馴染みだ。アルフレッドが悪戯いたずらをしたせいで、何度一いつ緒しよに𠮟しかられたことだろう。常つね日ひ頃ごろ彼は、「オリビア嬢に剣を教えたのはウィリアム卿きようでございますが、彼女に礼れい儀ぎを教えたのはわたくしです」と豪ごう語ごしている。

「殿でん下かでございましたら、東あずま屋やに」

　平へい淡たんな声で家令は告げ、白しろ手て袋ぶくろを嵌はめた手で庭の左を示した。オリビアは促うながされるように顔をそちらに向ける。

　同時に、強く風が吹ふいた。

　ハーブの匂いを濃こくまとった風はオリビアの髪を嬲なぶり、上空へと立ち上る。目を細めてやり過ごすと、改めて左手側に設しつらえてある東屋へと目を転じた。

　位置的には、迎げい賓ひん館かんの裏手にあたる。

　ガラス張りにされた一階ロビーから、その東屋が来客に見えるようになっていた。

　スレート葺ぶきの屋根に、陶とう器き製の簡易な卓たく。それに、籐とう製の椅い子すが四脚きやくほど並ぶそこは、ほぼ『飾かざり』であり、日常的に誰かが使用しているわけではない。あくまで、迎賓館から観みて、庭の景観を楽しむためだけにあるものだ。

　そこに、アルフレッドと、一人の少女がいた。

　二人は、ハナズオウを見上げている。ヒースと同じく、こちらも満開だ。小さな花が枝を覆おおい隠かくさんばかりに密集して咲き誇り、濃のう紅こう色しよくの花弁は薄うす曇ぐもりの世界の中で目にも眩まぶしい。それを二人は、眩しげに眺め、微笑ほほえみ合っていた。

　───綺き麗れいな子……。

　言葉もなく、オリビアは見み惚とれた。

　銀色の髪と淡あわい紫むらさき色いろの瞳ひとみを持ち、鴇とき色いろのドレスを着た少女だ。

　長く豊かな髪を綺麗に結ゆい上げているからだろう。抜ぬけるように白いうなじやデコルテに目が引き寄せられる。首元を飾る真しん珠じゆや、髪を飾る珊さん瑚ごの櫛くしは、舶はく来らい品でにぎわうルクトニアでも稀まれに見る大きさだ。良家の子女なのだろう。長手袋をはめた手に、美しい扇せん子すを持っていた。

　誰だろう。

　そう思った矢先に、音を立てて風がまた、強く吹く。

　ハナズオウの枝が揺ゆれた。花びらが散る。少女は驚おどろいたように睫まつげを伏ふせ、その彼女の髪に、珊瑚と同じ色の花弁が舞まい降りた。

　風が止やむのを見計らい、彼女の侍じ女じよらしき女性が花びらを取ろうと、そっと近づく。だが、アルフレッドはそれを手で制し、少女に声をかけた。

「動かないで」

　腰を少し屈かがめ、背の低い彼女の顔をのぞき込むようにして優やさしくそう言う。オリビアのいるところからもわかるほど、少女の耳みみ朶たぶが赤く染まった。こわごわと少女が頷うなずくと、アルフレッドは綺麗な笑えみを浮うかべ、彼女の髪に載のったハナズオウの花びらを一枚ずつ、摘つまんでは落とす。

「ほら、これでもう大だい丈じよう夫ぶです」

　アルフレッドは笑みを湛たたえたまま少女に伝え、少女は澄すんだ声で「ありがとうございます」と礼を言う。

　そんな二人を見て、オリビアは硬こう直ちよくした。

　きっと、アルフレッドはあんな風にオリビアには、慎しん重ちように触ふれないだろう。

　その気づきが、オリビアの動きを止めた。

　触れる前に「動かないで」なんて言わないだろう。ばしばしと乱雑に頭を叩たたき、「何よ」と睨にらむと、「花が載ってた」とケロリと言うに違ちがいない。

　だが、オリビアではないその少女に、アルフレッドは繊せん細さいな手つきで触れ、言葉を選んで話しかけ、オリビアには見せない笑顔を見せている。

　オリビアはこの場から逃にげ出したい気持ちで、一歩下がる。

　がちゃり。足あし下もとで鳴ったのは、長靴ブーツにつけた拍車だ。視線を落とした拍ひよう子しに目に入るのは、茅かや色いろのトラウザーズと栗くり色いろの長靴ブーツ。少女のように、鴇色の服でもなければ、ドレス姿でもない自分。

「グレイハウンド侯こう爵しやくのご長女、シンシア様です」

　背後から突とつ如じよ差し込まれる声に、我に返る。「え？」。尋たずね返した声は奇き妙みように掠かすれていて、オリビアは咳せき払ばらいをした。

「グレイハウンド侯爵？」

　家令に尋ね返すと、彼は深く頷いた。

「王都近きん郊こうに持領があるそうです。陛下の口くち利ききでルクトニア領に入られました」

「何をしに……？」

　少女の年はオリビアより少し上だろうか。まだ、なんらかの実権を持っているようには見えないが、陛下のご用命を賜たまわり、ルクトニアに来たのだろうか。そう考えたオリビアの耳に、ため息交じりの家令の声が入り込む。

「殿下の奥方に、ということのようですよ」

　オリビアの思考は完全に止まった。再び動き出したのは、家令が今度ははっきりと、ため息を吐いたからだ。

「閣下も奥方様も乗り気ではございませんが、陛下たってのお声かけでございますから……」

　無下には断れなかった、ということだろうか。

　オリビアは「そう」とだけ返事をする。なんだか呼吸が浅い。ゆっくり息を吸おう。そう思うのに、胸の真ん中にしこりでもあるように肺が膨ふくらまない。

　途と端たんにまた、逃げ出したくなる。自分が明らかに場違いな気がしたのだ。

　あの二人が作り出す世界の中に、まるで自分は異分子のようで入り込めない。気づけば泣かないように目に力を入れていた。背中の筋肉を緩ゆるめたら涙なみだがこぼれそうだ。

　オリビアは、そっと足を後ろに引いた。中庭を出よう。そう思った。理由なんてわからない。ただただ、自分が泣かないために、この場を去りたかった。

「あの」

　やっぱり出直します。オリビアは家令にそう言おうとしたが、東屋から朗ほがらかに響ひびいてくるアルフレッドの声がそれを遮さえぎった。

「オリビア！」

　名前を呼ばれ、ぎょっと顔を向ける。アルフレッドが、オリビアを見つめて手を振ふっていた。

　盛大に。大きく。ぶんぶん、と。

「なんだ、来ていたのか。来いよ！」

　伸のびやかなテノールの声に、オリビアは戸と惑まどい、そして首を横に振った。

　ううん。違うの。今から帰るの。ごめんね。今、忙いそがしいでしょ。

　言葉は胸に溜たまり、喉のどを上がった。後は、口から出すだけなのに、全然出てこない。

「そうなさいませ、オリビア嬢」

　ぐい、と家令に背を押され、オリビアは「ひあ!?」と素すっ頓とん狂きような声を上げて前によろける。

「いや、あの、今日は」

　切れ切れに言葉を発するが、ずんずん家令に背中を押され、オリビアは半ばまろびながら庭の中央まで歩かされる。「いや、ちょっと待って」「何を待つんでございますか」。小声の応おう酬しゆうをやり合うが、家令の攻こう撃げきは止まない。東屋の方へとオリビアを押し進める。

「紹しよう介かいしよう」

　近くで声が聞こえ、オリビアは振り返る。アルフレッドの笑顔が目に入った。

　湖こ氷ひよう色いろの瞳を細め、ゆるく弧こを描えがいた唇くちびるで「彼女は」と告げる。

「グレイハウンド侯爵のご息女。シンシア嬢じようだ」

　シンシアは、アルフレッドの右みぎ腕うでを取り、優ゆう雅がに微笑んでいた。

　ぐっ、と。

　胸の真ん中を突つかれたような衝しよう撃げきを受けたのは、アルフレッドが腕を差し出していたからだ。

　オリビアが歩み寄ってきたように、アルフレッドとシンシアも近づいてきたらしい。

　アルフレッドが腕を差し出し、シンシアがその腕を取って。

「初めまして」

　シンシアが透とう明めいな声でオリビアに言葉をかける。オリビアは慌あわてて右足を引き、膝ひざを折った。明らかに高位の少女だ。頭を下げた背後で家令も腰こしを折っている気配がある。

「どうぞ、お楽に」

　くすりと、シンシアの語ご尾びが笑みに滲にじむ。オリビアは家令と呼吸を合わせて姿勢を戻もどした。

「彼女はオリビア・スターラインです。ぼくの護衛騎き士しをしてくれています」

　アルフレッドがシンシアにオリビアを紹介する。「まぁ」。シンシアの紫色の瞳が見開かれた。

「凜り々りしい騎士様だと思っておりました」

「そう、……ですか」

　オリビアは曖あい昧まいに笑う。褒ほめられたのだろうか。「凜々しい」って言われたし。だとしたら、何か礼のようなことを口にすべきだろうか。めまぐるしく言葉を探したとき、にわかに風が吹いた。

　シンシアの瞳が探さぐるように自分を見たことに気づく。そして同時に、すっ、とその瞳が興味を失うのも。

　紋もん章しようだ、と気づいた。髪かみを束ねたスカーフが揺れ、そこに縫ぬい取られた紋章を見た少女は、オリビアの出自を知ったのだ。高位ではないことを。

　明らかに、態度が変化していく。視線が熱を失う。冴さえ冴ざえとした目でシンシアはオリビアを眺ながめた。無ぶ遠えん慮りよに。

「オリビア嬢の父上は、幼い頃ころより殿でん下かの剣けん技ぎの師し匠しようでございまして」

　いきなり、無遠慮に口を挟はさんできたのは家令だった。

　居い心ごこ地ち悪く首を竦すくめていたオリビアは、家令の突とつ然ぜんの声に驚いて振り返る。

「シンシア様もご存じのウィリアム卿きようでございます。ユリウス閣下の覚えめでたく、また、その勇ゆう壮そう無比な武ぶ勲くんはこの国にとどまらず、他国まで響き渡わたるほど」

　朗々と、だが、感情を一いつ切さい表さない瞳ひとみで家令はシンシアに向かい合う。

「ユリウス閣下にはウィリアム卿が。アルフレッド殿下には、いずれオリビア嬢が隣となりに立ちましょう」

　家令は顔をシンシアに向けたまま、目だけを移動させてオリビアを見た。

「その武勇と誉ほまれにおいて」

　鳶とび色いろの瞳が、オリビアに力を送る。「しっかりなさいませ」と背中を叩かれた気分で、オリビアは背筋を伸ばした。

「ウィリアム卿には本当に父共々世話になっているよ」

　アルフレッドが軽かろやかに笑う。「もちろん、オリビアにもね」。続けられた言葉に、シンシアは優やさしく頷うなずいた。

「信しん頼らいを置いておりますのね」

　シンシアの言葉にアルフレッドは再び笑い、オリビアに腕を伸ばした。

「家令の言う通り、いつも隣にいますからね」

　アルフレッドはオリビアの頭を撫なでる。わしわしと。無造作に。そして、力強く。

「もうっ」

　無む性しように涙が出そうになってオリビアはその手を振り払はらう。

　さっき、アルフレッドがシンシアの髪に触ふれていた光景が脳のう裏りに焼き付いていた。

　まるでガラス細工に触れるように。慎しん重ちように、大切に、丁てい寧ねいに。そんな指使いだったのに。

　この違いはなんだ。

　自分はぞんざいに、そしてぶっきらぼうに触れられている。

「さわらないでよっ」
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　乱れた前まえ髪がみを直す振りをして、オリビアは滲んだ涙を拳こぶしで擦こすった。

「仲がよろしいんですのね」

　シンシアがくすぐったい笑い声を上げる。声まで羽細工のように可か憐れんで軽やかだ。惨みじめな気持ちで再びオリビアの視線が地面に向かった。

「オリビア嬢。殿下に何かご相談があったのではありませんか？」

　家令が静かに声を発する。伏ふせかけた睫まつげがその音波を弾はじき、「え」とオリビアは顔を上げた。

「なんだ？」

　アルフレッドが穏おだやかに微笑ほほえむ。言葉を促うながすように少し首を傾かしげると、束ねた髪がわずかに揺ゆれ、金きん砂しやのような残像を周囲に散らした。

「いや……。その」

　どうしよう、ここでは言えない。オリビアは目を泳がせる。しばらく『夜の街ナイト』に行くのはやめよう。そんなことを口にしたら、家令から大目玉を食うし、シンシアも驚おどろくことだろう。

「ああ、仕事の話か」

　察したのか、アルフレッドは大きく首を縦に振る。ちらりと家令に視線を送ると、心得たように進み出てきた。

「シンシア様。どうぞ、中でお待ちくださいませ」

　恭うやうやしく頭こうべを垂れると、シンシアは小さく頷いたものの、明らかに不満そうだ。自分が人ひと払ばらいされることに気づいたのだろう。ちらりと侍じ女じよを見るが、侍女も首を縦に振った。

「淑しゆく女じよが、殿との方がたの仕事の話に口を挟むものではございません」

　小声で耳打ちされ、シンシアは不平そうに、だが鷹おう揚ようにうなずいてみせた。

「すぐにぼくも参ります。当家の誇ほこるお茶をご堪たん能のうください」

　アルフレッドも笑顔で声をかけ、家令には茶葉の銘めい柄がらを指定した。「かしこまりました」と家令は応じ、シンシアと侍女を連れて観音扉とびらの方に歩いて行った。




「やっぱり、お前だよ」

　がちゃり、と扉が閉まる甲かん高だかい音を遠くで聞いた途と端たん、オリビアはそう言われ、アルフレッドに肩かたを小こ突づかれる。

「何がよ」

　訝いぶかしげにアルフレッドを見た。瞳に映る彼は、やけにご満まん悦えつだ。

　濃のう灰かい色しよくのジャケットに、腰には儀ぎ礼れい用の剣を佩はき、曇どん天てんでも艶つややかに光る黒の長靴ブーツを履はいている。オリビアにはあまり見慣れない、「男」の服装をしたアルフレッドだ。金色の長ちよう髪はつは束ねてゆるく結び、右肩に垂らしている。

「このまま、夜までずっとあのお人形さんの相手かと思うと、もう、息がつまるところだった」

「お人形さん？」

　目を瞬またたかせるオリビアに、アルフレッドが口を歪ませる。

「さっきのあいつだよ。シンシア。もう、このうえなく、めんどくせぇぇぇぇ」

　怨えん嗟さに近い声で、息の続く限り「ぇぇぇぇ」と言い続けるアルフレッドを、呆あつ気けに取られたように見ていたオリビアだが、数十秒も「ぇぇぇぇ」と言い続けたアルフレッドに、たまらず噴ふき出した。

「どこまで嫌いやがってんのよ」

　お腹なかを抱かかえて笑いながら言う。「だってな」とアルフレッドは眉まゆを寄せる。

「声が小さくて何言ってんのかよくわかんねぇし」

「綺き麗れいな声だったけどなぁ」

「ついさっきも、得意です、って言って、ピアノ弾ひくんだけどさ」

「へぇ」

　オリビアは目を丸くする。ピアノはアルフレッドも得意だ。ユリウスと連れん弾だんをしているところを何度も見る。オリビアとて貴族の端はしくれではあるから、ピアノを「弾ける」が、彼の前で弾く気はないし、「得意」と言える自信もない。

「ただなぁ。これは、『得意』って言わねェ、って感じだしよ」

「……アルが辛から口くち採点なだけなんじゃ……」

「父上も同席されていたが、『アレクシアのダンスを見るようだ』とおっしゃった」

　オリビアは再度大笑いをする。つられて、アルフレッドも笑い出した。

「まじ、びびったんだって。おれはちゃんと、『お上手ですね』って褒ほめたんだぜ？　それなのに」

「ユリウス様、本当にそうおっしゃったの？」

　オリビアは笑いすぎて苦しげに身をよじる。

　ユリウスの侍従団で、アレクシアのダンスの腕うでを知らぬ者はいない。

『楽団諸君。わたしの妻は、諸君らの演奏に聞き惚ほれたばかりに、ステップを忘れたようだ』

　ユリウスが呆あきれてそう言うぐらい、妻のアレクシアはダンスが下手へただ。致ち命めい的てきだ、と言い切れるぐらいひどい。外国語だけではなく、馬術や弓きゆう術じゆつにもすぐれ、格技などこの国では見たこともない技わざを使う彼女なのだが。

　どうにも、ダンスだけが苦手だ。

　本人は隠かくしているつもりだが、音楽全ぜん般ぱんも駄だ目めらしい。ようするに、拍ひよう子しがとれないのだ。

　ユリウスが強ごう引いんにリードをしてなんとかワルツだけは様になるが、他ほかのダンスになると「滑こつ稽けい」を通り越こして見る者を「驚きよう愕がく」せしめる。

　しかし、そんな「事実」を知らない人間からすれば。

　創造主が創り給たもうた中で、最上の笑みを浮うかべ、「アレクシアのダンスを見るようだ」と言われれば、褒め言葉に聞こえただろう。愛すべき妻のダンスに譬たとえたのだから、賞賛されたのだと勘かん違ちがいしても仕方がない。

　シンシアは顔を上気させて「ありがとうございます」と礼を述べ、同席していたユリウスの侍じ従じゆうは肩を震ふるわせて笑うのを堪こらえていたという。

「ユリウス様、そういうところ、お茶ちや目めだよねぇ」

　オリビアが目じりに溜たまった涙なみだを指で拭ぬぐいながら言う。「はぁ？」。アルフレッドが顔をしかめた。

「毒どく舌ぜつなんだよ」

「そうかなぁ。機知に富んでいる、ってやつでしょ？」

「……お前、おれが父上と同じこと言ったら、どう思う」

「嫌いや味みだなぁ、って思う」

「あからさまに違うじゃねぇか」

　むっと膨ふくれるアルフレッドに、オリビアはまた笑った。何か言おうとしたのだろう。アルフレッドは眉根を寄せた顔で口を開いたが、オリビアの顔を見て、頰ほおを緩ゆるめる。

「……なに？」

　オリビアは目を瞬かせてアルフレッドを見上げた。絶対、何かまた文句を言うと思ったのに。

　アルフレッドは言葉を消し、満足そうにオリビアを見ていた。

「べっつにー」

　そう言うなり、オリビアの両頰を指でつまみ、軽く横に引っ張る。

「はにふるのよっ」

　抗こう議ぎするが、むにぃ、と頰をつままれたままでは言葉にもならない。ぶんぶんと首を横に振ふってアルフレッドの指を引きはがす。

「ちょっとっ」

　力いっぱい摑つかまれたわけではないので、痛みはないが、ぴりりと頰が温かい。オリビアは顔をさすりながら、アルフレッドを睨にらみあげる。

「よく笑うなぁ、と思ってさ」

　アルフレッドは腕を組み、オリビアの顔を間近で見た。

「やっぱ、お前だな」

「な、なにが私なのよ」

　呼気がかかる距きよ離りにぎょっとし、背を反らせる。ぶわりとまた、水分を多く含ふくんだ風が強く吹ふいた。

「隣となりにいて、面おも白しれぇな、って思うのはお前だよ」

　オリビアが背を反らせた分、アルフレッドがさらに距離をつめる。

　さくり、とアルフレッドの長靴ブーツが芝しば生ふを踏ふんだ。彼の言葉が空気を揺ゆらし、オリビアの睫まつげを揺らす。

　その振しん動どうに、近さに、伝わりそうな温度に。

　一歩、後退する。

　がちゃり、と。鈍にぶく拍はく車しやが鳴った。オリビアは夢から醒さめたように、その音を聞く。

　騎き士しなのだ、と思い出した。自分はアルフレッドを護衛するために彼の隣にいるのだ、と。

　アルフレッドが『面おも白しろいな』と思うのは、自分を気の置けない幼おさな馴な染じみだと思っているからだ。それ以上の理由などない。

　オリビアは知らずに奥歯を嚙かみしめる。

　一年前までは。いや、ほんの数か月前までは、彼と同じで、オリビアもアルフレッドといると「面白かった」のだと思う。二人で領主館を走り回り、二人で落とし穴を掘ほったり、いたずらしたり。たとえ𠮟しかられたとしても、最後は互たがいに大笑いして「楽しかったなぁ」と言い合っていた。

　だけど、とオリビアは胸の前のジャケットを強く握にぎる。

　今の自分はどうだろう。隣にいて、アルフレッドを見て。

　また危なっかしいことをしている、と気をもみ、彼が褒められれば自分のことのように嬉うれしくなり、彼が笑えば一いつ緒しよになって笑う。

　だけど。

　アルフレッドが綺麗な女の子に優やさしい声をかければ。

　美しい仕草でその子に触ふれれば。

　胸が痛くて仕方がない。

　苦しくて、逃にげ出したくなる。さわらないで、と叫さけびたい。

　───全然……。

　オリビアは目元に力を込める。ぎゅっとジャケットを摑んだ。

　───全然、私は面白くなんかないよ。

　俯うつむきかけたオリビアだが、「あ」とアルフレッドが声を上げるのを聞いた。

「え？」

　つられて顔を上げると、ぴちゃり、と水すい滴てきが瞼まぶたに落ちる。

　空を覆おおう灰色だった雲は、いつの間にか黒色に変化し、ぽつりぽつり雨を落とし始める。

「降ってきたな」

　頷うなずきながら、オリビアは緩く握った拳こぶしで目元をこする。雨なのか。涙なのか。わからない水滴を拭い落としたとき、ばさり、と布が空気を孕はらむ音を聞いた。

「ほら」

　突とつ如じよ引き寄せられ、オリビアはよろけてアルフレッドの胸に額をぶつけた。

「は!?　え!?」

　慌あわてて顔を上げる。視界に入ったのは、真っ白なシャツだ。オリビアは戸と惑まどう。アルフレッドは濃のう灰かい色しよくのジャケットを着ていたはずだ。あのジャケットはどこにいったのか。

　おまけに、さっきまで感じていた雨が、顔に、肌はだに、触れない。

「急ぐぞ」

　すぐ上から声が降る。雨の代わりに、音がオリビアの頰を撫なでた。

「……え」

　どうやらアルフレッドが上着を脱ぬぎ、覆いを作ってくれているらしい。

「いいよ！　そこまでだからっ」

　オリビアは首を横に振るが、「うるせぇ」と唸うなるようにアルフレッドが言い、つい、と視線を逸そらせる。

「お前に触れるのは、雨でも嫌いやだ」

　ぶっきらぼうに言い放ち、駆け出す。オリビアは慌てて彼の横に並び、足を出した。がちゃり、と拍車が鳴る。

　間近で。

　アルフレッドの呼気や体温を感じながら、オリビアは、自分の踵かかとにつけた拍車の音を聞いた。
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「あ」

　思わず上げたオリビアの声に、アルフレッドが反応する。

「なに」

　アルフレッドの言葉に緊きん張ちよう感かんが滲にじむ。「足音」。オリビアはそう言うと、路地奥を指さした。

　かなり小さいが、確かに足音が近づいてくる。

　二人は口を閉とざし、互いに壁かべに背をつける。視線だけ路地奥に向けた。

『「魔ま術じゆつ師しと猟りよう犬けん」の背後を探さぐるには……。まず、ノアを尾び行こうしてみるか？』

　アルフレッドの提案にオリビアは頷き、二人は『夜の街ナイト』で、彼の姿を追っていた。

『「魔術師と猟犬」のノアなら、あっちの路地に向かったわよ』

　そんな二人に情報を与あたえてくれたのは、エラだ。ローラからも同じ証言を得ているから、ノアを先回りしようと、待ち伏ぶせをしたのだ。

「来た」

　アルフレッドが囁ささやく。オリビアは顎あごを引いた。

　路地の最さい奥おうだ。

　ノアが路地から路地へと足早に向かうのが見える。北から南へ。姿を見たのはわずかではあったが、彼の右目に嵌はまった片かた眼鏡めがねが月光を照り返し、冴さえた光を散らせるのがわかった。

「行こう」

　かつり、とアルフレッドのヒールが路地の石いし畳だたみを蹴けった。オリビアは佩刀に手をかけ、その背を追う。

「南に向かったな」

　視線だけ後ろに向け、アルフレッドが小声で言った。オリビアは無言で首しゆ肯こうし、視野を広げるように意識する。月の光量は十分だ。視界は悪くない。いける、大だい丈じよう夫ぶだ。柄つかを握る右手に力をこめた。ぎゅっと馴な染じみがいいのは、掌てのひらに汗あせが滲んでいるからだろうか。大丈夫、大丈夫。自分に向かって何度もそう繰くり返した。




　結局、あの中庭でアルフレッドに『しばらく「夜の街ナイト」に行くのはやめよう』とは言えなかった。

　雨を避さけ、領主館に入り『そういえば、どうした』とアルフレッドに問われたが、『今晩、互いに気を付けようね』と答えてしまった自分に、今いま更さらながらに嫌いや気けがさす。

　アルフレッドのように『魔術師と猟犬』の正体を知りたいわけではない。ただただ、彼の隣にいたかったから、『夜の街ナイト』に、言われるままに来てしまった。

　何しろ、オリビアは思い知らされたからだ。

　シンシアの待つ部屋に向かうアルフレッドの背中を見送ったときに、自分が彼の隣となりに並べるのは『夜の街ナイト』にいるときしかない、ということを。

　いずれ、シンシアを妻に迎むかえ、アルフレッドの隣には彼女が並ぶだろう。体格差もさらに広がる。だとすれば、護衛として隣にいることも、きっと難しくなる。悔くやしいが、あのコンラッドがアルフレッドの隣に並ぶだろう。

　オリビアがアルフレッドの側にいられるのは、『夜の街ナイト』にいるときだけだ。そしてそれは、アルフレッドが『女装をしても違い和わ感かんがない』時期だけに限られる。

　もう、ほんのわずかな時間だ。すぐに、無理がくる。

　今しかない。オリビアは思い知らされる。今しか、ないのだ。

　切せつ迫ぱく感かんに駆かられ、アルフレッドを止めることができなかった。

　隣にいたい。

　その気持ちだけを抱かかえて、いや、その気持ちに、オリビアはしがみついた。

　───だから、アルを守る。なんとしても、守る。

　オリビアは何度も自分に言い聞かせ、深い息を数度肺に送り込んだ。

　守れる。アルを守れる。そう、自分に言い続けた。




「噴ふん水すい広場の方だな……」

　アルフレッドの声に、妙みような音が交じるのが聞こえた。

「待って！」

　オリビアは前を行くアルフレッドに声をかける。咄とつ嗟さに柄から手を離はなし、彼の手首を握った。ぎょっとしたようにアルフレッドが振ふり返り、背を反らせる。

　今、複数の足音を捉とらえた。ぐい、とアルフレッドを後ろに引き、同時に自分が前に躍おどり出る。砂の上を滑すべるような足音が近くで聞こえた。

　柄をつかむ。同時に、路地脇わきから男が飛び出してきた。

「後ろにっ」

　オリビアは背中でアルフレッドを押した。アルフレッドが背後でよろけるのを感じる。「通りへ出ろ！」。オリビアはそんな彼に、低い声を飛ばす。

　目の前にいるのは三人の男だ。

　いずれもオリビアより背が高い。中折れ帽ぼうを深く被かぶっていたり、顔を覆おおうように布を巻いていたりするせいで誰だれ一人ひとり顔はわからない。はっきりとした年ねん齢れいはわからないが、四十代前半ぐらいだろう。肩かた幅はばや姿勢からそう察した。

「あっちの？」

　中折れ帽の男が、顔に布を巻いた男に尋たずねる。顎をしゃくるようにして、オリビアの背後を示していた。「らしいな」。くぐもった声が、布の向こうから発せられる。

「こりゃまた、随ずい分ぶんと……」

　片目を眼帯で覆った男はそう言って、粘ねん着ちやく質しつな笑えみを浮うかべた。さっきから不ぶ躾しつけな視線を隠かくそうともせず、アルフレッドを見ている。狙ねらいは自分ではない。アルフレッドらしい。

　───アルを、街がい娼しようだと思ってる……？

　男達の下げ卑びた笑みやぞんざいなしぐさに、オリビアはせわしなく視線を走らせ、状じよう況きようを確かく認にんしようと言葉を発する。

「街娼が必要なら、大通りに行けよ」

　背中にアルフレッドを庇かばいながら低くうなる。眼前の男達は、おどけたように目を見開いて互たがいに失しつ笑しようし合っただけで、何も言わない。

「これは僕の連れだ。他ほかをあたってくれ」

　オリビアの声は、爆はぜたような笑い声に消された。

「街娼に用はないな」

　中折れ帽の男が笑みを深めながら応じる。

　オリビアは男達を注視した。狭せまい路地が幸いした。三人一度に襲おそってくることは、この道幅ではないだろう。一人ずつしか攻こう撃げきはできないはずだ。

　今のこの状況で一番考えたくないのは「挟はさみ撃うち」だった。背後から敵がやって来るより先に、人目の多い通りに逃にげ出す方が賢けん明めいだ。一体、何人いるのか。三人だけなのか。今の状況では判断ができない。なぜ、アルフレッドを狙うのか。その目的も。

「我々がお連れしたいのは、ほれ。貴き殿でんが庇う、そのお方だ」

　中折れ帽の男が、はっきりとオリビアの背後を指さした。

　途と端たんに、オリビアはアルフレッドに怒ど鳴なる。

「通りに出て！　逃げろ！」

　その声に弾はじかれるように、アルフレッドが動く。オリビアの視界の隅すみに、身体からだを反転させるアルフレッドの姿が見えた。

　オリビアは佩刀の柄を握にぎり込む。剣けんを引き抜ぬき、男達に対たい峙じしようとした。アルフレッドが大通りに出るまで時間を稼かせがねば。

　そう思った彼女の鼻び腔こうを、硝しよう煙えんに似た香かおりがかすめる。左耳の横を何かがよぎった。反射的に目が追う。直線を描えがいて飛ぶのは、小石ほどの球体だ。じりり、と薄うす暗くらがりを焦こがす小さな赤い火が見えた。

　次の瞬しゆん間かん。

　周囲が『白光』に吞のまれる。

　真昼のような。いや、太陽を直視したような光にオリビアは咄嗟に顔を左ひだり腕うでで覆い、目を閉じる。背後からはアルフレッドが小さく舌打ちする音が聞こえた。彼の足音が止まる。この異常事態に立ちすくんでいるらしい。だが、オリビアも動けない。身構えたのは、「光」というより、次に続く「熱」を予感したからだ。『火薬』のように、熱を伴ともなう光なのではないか。そう予測したが、身体的な痛みは感じない。咄嗟に目を開いた。

　───アルを……。

　逃がさなくては。次に考えたのはそれだった。焦あせりに似た衝しよう動どうに突つき動かされ、振り返ろうとする。だが、ざり、と靴くつ裏うらが砂を嚙かむ音に、オリビアは動きを止め、目を瞠みはる。

　白茶けた視界の先に、男が歩み寄ってくるのが見えた。

「下がれっ。近づくなっ」

　オリビアは低い声で怒鳴り、警告した。

　───なんなの、あれ……。『炎ほのお』じゃなかった……。

　どっと額から汗があふれる。即そく座ざに目を閉じたのがよかったのか。そもそも、自分の背後で光が爆ばく発はつしたのがよかったのか。視界はすぐに戻もどってきた。

　背後では、依い然ぜんアルフレッドが動き出さない。位置的にたぶん、彼は間近で光を見た。まだ視覚が正常ではないのだ。

『マグネシウムを燃ねん焼しようさせてみせたのですよ。一気に閃せん光こうを出すのですが、そのとき、楽士が別の音を鳴らしたもので、爆発と勘かん違ちがいさせてしまって……』

　ふと思い出したのは、昨日聞いたノアの言葉だ。

『魔ま術じゆつ師しと猟りよう犬けん』の公演中、強きよう烈れつな閃光を見た観衆が「爆発」と勘違いして逃げ出したのだ、と彼は語った。

　───あの、光……。それと同じじゃないの……？

　オリビアは先頭に立つ男との間合いを詰つめながら、奥歯を嚙みしめた。

　───こいつら、『魔術師と猟犬』にかかわりがあるの……？

　油断なく視線を走らせ、オリビアは柄つかを握り込んだ。いつでも抜ける体勢を取りながら、それでも頭の中では、「だがなぜ、アルを」という疑問がねっとりとこびりつく。しかも、男達は「そのお方」と呼んだ。「そこの街娼」でも、「そこの女」でもない。

「そのお方」だ。

　───こいつら、何者……？

「時間がない。早くお連れしよう」

　中折れ帽の男が眼帯の男に声をかける。

　それが合図になった。

　眼帯の男が抜ばつ刀とうする。オリビアも手首を振って剣を抜く。

　振り上げられた男の剣が、真っ直すぐオリビアの額に向かって下りてきた。

　オリビアは剣を直ぐに立て、両手で柄を握る。小さく呼気が口から漏もれた。左足で地面を蹴けって、斜ななめ前の男に体当たりするようにぶつかる。

　甲かん高だかい金属音が鳴り響ひびき、目の前で二本の刃やいばが絡からみ合うのを見た。

　体格的に不利だ、と思った。

　鍔つば迫ぜり合いをしながら視線を向けると、男の顔はオリビアの額あたりにある。

　身長差がある。だが、男は身体の使い方がなっていない。腕だけで剣を操作していて、下半身どころか腹から下がお留守だ。体格的に有利だと思って油断しているのかもしれない。

　実際剣越ごしに見る男の片目には、余よ裕ゆうがある。上からのしかかるように刃を押し付け、オリビアを後ろに押し倒たおすか、そのまま喉のどを切ろうとしている。

　オリビアは柄を握り直し、一瞬、鍔を上に持ち上げるように力を込める。反射的に男が下に押し込もうと力を込めた。ここが好機だ。オリビアは押されるまま柄を下に引き、飛び退のいた。

　途端に、男は前のめりに体勢を崩くずす。

　オリビアはすぐさま、剣を返し、峰みねの部分で男の横腹を薙ないだ。手首に男の身体を感じると同時に、剣を振ふり切る。男の口から空気が漏れた。刃はがついているわけではないが、鉄棒で強打されたようなものだ。肋ろつ骨こつあたりにひびが入ったかもしれない。男は剣を取り落とし、汚お水すい混じりの地面に突っ伏ぷした。げぇ、と喉を鳴らして口から吐と瀉しや物を漏らし、腹を押さえる男の首を、峰部分で上から強打する。手て応ごたえがあった。男は低く呻うめいてうつぶせに倒れる。

「おい」

　声をかけるが動かない。うつぶせた背中が細かく上下しているところを見ると、死んではいないようだ。

　表情には出さないが、ほっとする。

　まずは、一人だ。

　オリビアは柄を握り直し、二人目の男を視みた。中折れ帽の男だ。

　目が合うと同時に男は剣を引き抜き、突とつ進しんしてくる。

　さっきの男と似た戦い方なのだろうか。男は大おお振ぶりに斬きりつけてきた。

　間合いなら見切れる。オリビアは冷静に男との距きよ離りを測る。男の持つ剣。男の腕。男の足。歩ほ幅はば。

　そこから予測される、一いち撃げき目めの到とう達たつ地点。

　オリビアは数歩で間合いを取り、振り下ろされた男の剣を、自分の剣で上から叩たたき落とす。金属同士がかち合う音の後、男の手首が完全に下を向いた。指が柄から離はなれるのが見える。オリビアは剣を素す早ばやく引き戻しながら、男の眉み間けんめがけて、剣の峰を叩きつける。掌てのひらに鈍にぶい痛みが伝わると同時に、木がしなるような音がして、男が白目を剝むきながら地面に頽くずおれるのが見えた。しばらく失神して動かないだろう。

　次は三人目。

　そうオリビアが思ったときだ。向き合おうとしたときだ。

　どん、と前から右みぎ肩かたに何かがぶつかってきた。

　咄とつ嗟さのことに対処できない。

　二人目の男が完全に失神しているかどうか気になっていた。気が散ったといえば、そうだ。いきなり起き上がってかかってこられたら厄やつ介かいだ。そう思っていたのも確かだ。

　だから、三人目の男がすぐ目の前にいることに気づかなかった。

「………っ！」

　口の端はしから、堪こらえきれない呻きが漏れる。重い、痛みだった。右肩を強く押されたような妙みようなだるさを伴った痛みだった。

　一瞬何が起こったのかわからず、睫まつげが触れそうなほど近くにいる男の覆ふく面めんを凝ぎよう視しした。

　視線だけが絡み、そして、無造作に左肩を押された。

　男から身体が離れる刹せつ那な、とうとうオリビアの口から悲鳴が漏れる。

　そのときになって、初めて自分の右肩に短たん剣けんが刺ささり、そして引き抜ぬかれたのだ、と知った。

「アル！」

　男に突き飛ばされ、崩れそうになる膝ひざ裏うらに力を入れてオリビアは叫さけんだ。

　男がアルフレッドの方に向かう。

　ふくらはぎを踏ふん張らせると、長靴ブーツの踵かかとが路地の石いし畳だたみを嚙んだ。転てん倒とうしかける寸前で、腰こしをひねって背後に向き直る。痛い。右肩が痛い。指先が痺しびれる。柄を左手に持ち直し、「アル！」と再度悲鳴を上げた。

　目の前には、三人目の男の背中があった。

　オリビアの肩を刺した短剣を持つ、男の背中が。

　その向こうに、アルフレッドの長身が見える。距離はどうだ。オリビアはめまぐるしく考える。アルの視界は戻ったのか。二人の距離はどうだ。短剣は届くのか。あの男の手はアルフレッドに届くのか。自分を刺したあの短剣はアルフレッドを傷つけられるのか。

　だめだ、だめだ、だめだ、だめだ。

　オリビアは必死に左手に力を込め、剣を振り上げる。遅おそい。間に合わない。届かない。

　いやだ、いやだ、いやだ、いやだ。

　───アルを傷つけないで！

　そう思った矢先。男が大きく身体からだをのけぞらせた。

　オリビアは中ちゆう途と半はん端ぱに剣を振り上げた体勢のまま、驚おどろいて男を見る。

　男は鼻から盛大に鼻血を吹ふき出した。

　アルフレッドの荒あらい呼吸が聞こえる。殴なぐったのだ、と気づいた。

　今だ、とオリビアは思うのに、身体が動かない。

　いや、動くのだが。

　どうすればいいのかわからない。

　アルフレッドを逃にがす方がいいのか、それとも自分がこの男に攻こう撃げきを加える方がいいのか。攻撃を加えるなら、方法はなんだ。剣か。それとも。それとも、それとも……。

　思考が混乱した原因は、肩の痛みにもあった。

　思考に集中できない。しつこく、断続的な鈍い痛みに、喚わめき散らしたい気分だった。

　そんな彼女の目の前で、男は覆面の上から片手で鼻を押さえ、片手に持った短剣をアルフレッドに向かって振り上げる。

「逃げて！」

　叫んだオリビアの目の前で、アルフレッドが男の間合いに入るのが見えた。

　素す手でなのだ。アルフレッドはオリビアのように剣を佩はいているわけではない。丸まる腰ごしなのだ。

「アル！」

　肩から血が流れ出ているせいだけではなく、身体が冷えた。アルフレッドが不用意に間合いに入ったように見えたからだろう。反射的に男の短剣を持つ手が前に突つきだされた。オリビアの位置からは、一いつ瞬しゆん男の陰かげにアルフレッドが隠かくれる。息を吞のんだ。

　刺された、と思った。刺されて、頽くずおれたのだ、と。体勢を崩したのだ、と。

　心臓が縮み上がり、背中から腰にかけての力が抜けそうになる。膝が震ふるえてオリビアはよろめくように一歩前に足を出した。

　だが、短剣を突き出した男の脚あしが、オリビアの目の前で浮ういた。

「……え？」

　そう呟つぶやいたのは、オリビアだったのか、男だったのか。

　オリビアの目の前で、男の両足が浮き上がる。

　気付けば、空中を前回りしたように、男は背中から地面に仰あお向むけに転がった。

　湿しつ気けを含ふくんだような重い音を立て、どうと地面に倒れ込む。

　投げたのだ、とようやく頭が理解した。

　ウィリアムが言っていた。アレクシアは不思議な武道を使うのだ、と。武器を使わず、自分の腕や足を使って相手の身体を投げ飛ばし、かつ、関節を攻撃するのだ、と。アレクシアはその技わざで、何度もユリウスの命を救ったという。

　アルフレッドは、母であるアレクシアから、その技を教わっている。そのこと自体は知っていた。ただ、見たことはなかった。

　───この、技がそうなの……？

　アルフレッドの身体を刺そうと突き出された腕うでを摑つかみ、身体を半回転させたのだ。背中に男を乗せ、一気に男の身体を引き上げて、地面に叩きつけたようだ。

　何が起こったかわからず、男は仰向けに寝ねそべって茫ぼう然ぜんとアルフレッドを見上げていた。

　だが、その顔がすぐに苦く悶もんに歪ゆがみ、呻きはじめる。

　投げるために握にぎった男の腕を、アルフレッドが手放していないのだ。

　手首を両手で摑み、関節の可動域と逆にひねり上げると、男はあっさりと短剣を離し、逃のがれ出ようとするために、寝ころんだまま上半身をよじる。もがこうと男は亀かめのように首を伸ばした。その首を、アルフレッドは上から無造作に踏みつける。

「アル……」

　オリビアは左手に摑む剣を放ほうり出し、近づく。

　アルフレッドが刺されたと思った動どう揺ようで、うまく足に力が入らない。左手で右肩を押さえ、よろめき、転倒する。鈍い音が響ひびいたかと思うと、喉のどを踏みつけられている男が悲鳴を上げた。

「手て前めぇ……。よくも、オリビアを……っ」

　アルフレッドの地声が鼓こ膜まくを撫なでる。「アルっ」。オリビアは踞うずくまったまま名前を呼ぶが、応じる様子がない。

「やめて！　もういい！」

　声を張っても、アルフレッドは男から足をどけようとはしなかった。手首をひねり上げたまま、徐じよ々じよに男の首を踏む足に、力を込める。めきめきと関節が揺ゆらぐ音と、男の悲鳴が路地に響いた。見る間に男は失神する。

「アルっ」

　オリビアは必死で立ち上がった。前のめりにぶつかるようにしてアルフレッドに抱だきつく。

「もうやめて！」

　痺れる半身でしがみついた。「アル！」。つま先に力を込め、男から引きはがそうと、何度も石畳を蹴ける。

「私は大だい丈じよう夫ぶだから！」

　ぐいぐいとアルフレッドを押しながら、「大丈夫だから」と何度も繰くり返した。

「……オリビア」

　不意に名前を呼ばれる。オリビアは顔を上げた。

　アルフレッドは夢から醒さめたように目を瞬またたかせ、それから無造作に摑んでいた男の手を放す。重い音を立てて男の手は地面に落ちたが、起きる素そ振ぶりはない。

　アルフレッドが男の首から足を下ろすと、大きく一度息を吸い込む音がし、むせ返るように咳せき込んだ後、再び失神したようだ。定期的に胸が膨ふくらむのを見て、オリビアは安あん堵どした。

　途と端たんに、地面に尻しり餅もちをつく。良かった。アルフレッドが人を殺さずにすんだ。そう思った弾はずみに、腰から力が抜ける。

「アル。大丈夫？」

　オリビアは彼を見上げる。そうだ。次は、アルフレッドが怪け我がをしていないかどうかを確かめねば。アルフレッドの姿を確かく認にんしようと声をかけた瞬間、視界が真っ暗になった。慌あわてて首を捩ねじって視界を確保しようとしたが、身体が動かない。

　何が、起こったのか。

　小しよう恐きよう慌こう状態に陥おちいる刹那。耳元で、押し殺したような呼気と、泣き出す寸前のような声が聞こえた。

「ごめん。おれが悪かった」

　そう言われ、オリビアは自分がアルフレッドに抱きしめられているのだと知った。

　湿気て汚お水すいが流れる路地に跪ひざまずき、ワンピースの裾すそを蹴け散ちらして膝立ちになったアルフレッドが、オリビアを抱きしめ、首元に顔を押し付けて泣くのを堪こらえていた。背中に回された腕は、抱きしめるというより、必死でしがみ付いているように思えて。

　───泣きたいのはこっちよ。

　苦笑いしながらも、オリビアが彼にかけた言葉は、「アルは大丈夫？」だった。

　アルフレッドは無言のまま頷うなずき、涙なみだを堪えているせいで何度か荒い息を漏もらした。オリビアは自由に動く左手を伸のばし、そんな彼の頭を撫でてやる。

「おれだけで、『夜の街ナイト』に来ればよかった。お前を先に逃がせばよかった」

　アルフレッドはオリビアにしがみ付き、震える声でそう言う。

　───昔は、こうやってお互たがい、抱きついてたなぁ。

　オリビアは場ば違ちがいにもそんなことを思っていた。




　こうやって抱き合うのは随ずい分ぶんと懐なつかしい。

　本当にまだ小さい頃ころは、喜んでは抱き合い、怒おこっては飛びかかって抱きつき、はしゃいではお互い抱きしめあった。

　あのときは身長差などほぼなく、体格も腕わん力りよくも同じようなものだった。

『先王の息子むすこ』『領主の息子』

　そんな風に呼ばれて誰だれからも一目置かれたアルフレッドは、幼い頃からじゃれあうように遊べる同い年の男子などおらず、いつもオリビアといることが多かった。

　ウィリアムとユリウスの関係性から、オリビアがアルフレッドと対等に話をしていても誰も咎とがめず、アルフレッドが本気でケンカしたり意見が言えたりするのは、オリビアだけになっていた。

　アルフレッドが十代になってからは、それなりに同じ年頃の貴族の子し弟ていや、王都の親族達と交流をしていたが、その頃には『猫ねこをかぶったアルフレッド』が出来上がってしまっていた。

　その場では、笑ったり、楽しそうな表情を作って見せたりするが、それでもふとした拍ひよう子しに冷めた目つきで他人を眺ながめているアルフレッドを、オリビアは気の毒だとも思っていた。心を許せない、というより、相手が心を開かないのだ。

『ほら、あれが先王の嫡ちやく男なんだ。見ろ、あのそっくりな容姿を。あの綺き麗れいな顔で何を企たくらんでいるやら』

　そう言う人物がいるのも、オリビアは知っている。

　放ほう棄きしたとはいえ、アルフレッドはれっきとした『前王の息子』なのだ。アルフレッドが王位を狙ねらっている。そんな噂うわさはまことしやかに流れている。

　───狙われたのも……。そのあたりに原因があるのかな……。




「ごめん。オリビア、ごめん。傷つけてごめん」

　そう繰り返すアルフレッドに、オリビアは何度も「大丈夫」と言い聞かせた。

　右みぎ肩かたは痺しびれるように痛いが、動かない、というほどではない。痛みは伴ともなうが、指も肘ひじも動くところを見ると、腱けんも骨も無事なのだろう。

　刺さされはしたが、すぐに引き抜ぬかれたことと、オリビアが身をよじったことが良かったのかもしれない。傷は浅い。オリビアはそう判断した。

「大丈夫だよ、アル。私は平気。アルが怪我しなくて良かった」

　オリビアは、左手でアルフレッドの頭を撫でながら呟く。自分の声がどこか遠い。オリビアの首に顔を埋うずめていたアルフレッドが何度も頷いている。

　アルが無事で良かった。本当にそう思う。良かった。アルが無事で。

　だが、そのアルフレッドを、自分は守れなかった。

　アルフレッドは自分の身を、自分自身で守ったのだ。同時に彼は、自分を守ってもくれた。その思いが、冷えた石のように身体からだを重くし、動けない。

「帰ろう、アル」

　オリビアは抱きつかれたまま、そう告げた。「帰ろう」までは、しっかりとした声が出たのに、「アル」と呼びかけた声はすでに湿しつ気けて揺らいでいた。

「お父様のところに私を連れて行って。『こいつは、おれを守れなかった』って、そう言って」

　弾はじかれたように、アルフレッドはオリビアから身体を離はなす。膝ひざ立だちになったまま、地面に座り込むオリビアを見下ろしていた。

「連れて帰って、アル」

　堪えきれず、オリビアは泣いていた。

「お父様のところに、私を帰して」

　水すい晶しようのような粒つぶが次々と瞳ひとみから流れ落ち、顎あごを伝って膝に落ちる。

「私はアルのことを守れなかった。護衛騎き士しとして失格。だから、お父様のところに、帰る」

「オリビア……」

　アルフレッドは名前だけ呼んで、絶句する。オリビアの瞳を見て、声を失っていた。

　硬かたく、固く、決意したその瞳が訴うつたえることに戸と惑まどっていた。

「ごめんね、アル」

　とろり、とオリビアの瞳が左右に振ふれる。「オリビア」。アルフレッドが彼女の肩を強く摑む。背中がたわんだ。意識を失いかけている。

「オリビア、おい！」

　慌てたアルフレッドに身体を支えられるが、オリビアの瞳はゆっくりと閉じていく。

「ごめんね、アル」

　蕩とろけたような声がオリビアの唇くちびるから漏れた。「謝るなっ」。アルフレッドは横よこ抱だきにオリビアの身体を持ち上げた。最も早はや目を閉じ、ぐったりと腕うでの中でされるままになっているオリビアを、アルフレッドは軽く揺する。

「オリビア！」

「お父様に言って。守れなかった、って。こいつは、護衛対象者を守れなかった、って」







　それ以降、青白い顔で何も言わなくなったオリビアを抱かかえ、アルフレッドは『夜の街ナイト』を駆かけた。

　石いし畳だたみの街路を走り、「どうかしたのか」と呼びかける『夜の街ナイト』の住人を無視し、息を切らして走った。チュニックの裾を蹴散らし、夜よ闇やみを駆けた。

　腕の中のオリビアは、目を開かない。翡翠色の澄すんだ瞳は閉じられたままだ。いつも「アル」と呼びかける桃もも色いろの唇から言葉が紡つむがれることもない。

　大丈夫だ、大丈夫だ、大丈夫だ。

　アルフレッドは何度も自分に言い聞かせる。失血で気を失っただけだ。痛みに意識が飛んだだけだ。

　街外れに向かいながら。

　馬を繫つないでいる場所まで、必死に走りながらアルフレッドは強く自分に言い聞かせた。

　オリビアが自分の側そばから離れようとしているなんて、絶対に信じない。

「謝るな」「おれが悪かった」「おれの隣にずっといろ」

　息が切れるまでアルフレッドはオリビアに言い続けた。吸った空気で肺を満たし、口から吐はき出す呼気と一いつ緒しよに伝え続けた。

　聞いていてくれ、と話しかけた。

　荒あらい呼吸のせいで喉のどの奥がひりつき、鉄てつ錆さびた血の味が口内に広がる。だが、アルフレッドは言い続ける。

　帰るなんて言うな、ウィリアム卿きようの下もとにいる、なんて言うな。おれの側にいろ。

　ただ、彼の言葉は外気に触ふれ、淡あわく広がる。霧む散さんする。喘あえぐような呼気がさらに彼の言葉をぼやけさせた。

　そのせいで、オリビアの耳に、アルフレッドの言葉が届くことはなかった。

　オリビアは結局、アルフレッドがウィリアムに彼女を託たくすまで、目を開かなかった。







[image: 第四章　自分の居場所]




　目を覚ましたオリビアが一番に見たのは、穏おだやかに微笑ほほえむウィリアムの顔だった。

「……お父様……」

　呟つぶやく声は随分と掠かすれ、そのせいかオリビアは少し咳せき込む。「大だい丈じよう夫ぶかい」。ウィリアムはそんなオリビアの頭を撫なでると、立ち上がったようだ。ぎしり、とベッドが軋きしみ、かすかに揺ゆれる。オリビアは何度か咳せき払ばらいをし、潤うるんだ視界の先でウィリアムが移動するのを見た。

「飲むかい？」

　戻もどってきたウィリアムの手には、グラスがある。どうやら水を満たしてくれたらしい。再びベッドが傾かしぎ、それから背中に掌てのひらが差し込まれる。オリビアはぼんやりする頭のまま、上半身を起こした。

「……部屋……？」

　周囲を見回す。自室のようだ。時間まではわからないが、カーテンが引かれているところを見ると、まだ夜が明けていないのかもしれない。勢いよく動くと目め眩まいがする。それ以前に、じくじくと右肩が痛い。

「殿でん下かが君をここまで運んでくれたんだ」

　ウィリアムは手慣れた様子でベッドヘッドにクッションや枕まくらを差し込み、オリビアに凭もたれるように促うながした。されるままのオリビアは、半ば倒たおれるようにクッションに半身を預け、ウィリアムから手て渡わたされたグラスを両手で包んだ。

「なんだか時々、屋や敷しきを出て夜遊びしているなぁ、と思っていたけど……。相手は殿下だったのか」

　熱っぽい手で包んだグラスを、そっと口に寄せる。透とう明めいな液体を口こう腔こう内に含ふくんだ。若じやつ干かん苦みを帯びているところをみると、薬草が混じっているのかもしれない。オリビアは上うわ目め遣づかいにウィリアムを見、ごくりと薬湯を飲んだ。

　舌に苦みは残ったが、それ以上の喉の渇かわきに耐たえられず、一気にグラスの液体を飲み干した。空になったグラスをつまみ上げ、ウィリアムがオリビアに尋たずねる。

「『夜の街ナイト』で、酔よっ払ぱらいに絡からまれたんだって？」

「……酔っ払い……」

　オリビアは慎しん重ちように言葉を繰くり返す。まだうまく巡めぐらない頭を必死に動かし、自分が父親に伝えるべき言葉を探した。

　自分達は『魔ま術じゆつ師しと猟りよう犬けん』を追っていた。そのせいで襲おそわれたのかもしれない。そう言うべきか。その背後には、どうやら王位継けい承しよう権が絡んでいるかもしれないと、話すべきか。

「殿下が真っ青になって謝るから驚おどろいたよ。自分をかばって、オリビアに怪け我がをさせた、申し訳ない、って。酔すい漢かんは、オリビアが撃げき退たいしてくれた、って言うんだよね」

　そんな彼女の目の前でウィリアムは暢のん気きに言い、グラスを手で弄もてあそぶ。アルフレッドの『服装』については何も言っていないということは、彼はちゃんと着き替がえたのだろう。

　───アル……。『魔術師と猟犬』のことを隠かくしてるの……？

　ぎゅっと下唇を嚙かんだ。では、今自分が思っていることを言うのは控ひかえるべきなのだろうか。

　オリビアとしては、洗いざらい父親にぶちまけてしまいたい気分だが、アルフレッドの立場からすれば、難しかったのだろうか。

　なにしろ、自分達は身分を偽いつわり、ずっと『夜の街ナイト』で好き勝手やってきたのだ。

　説明するとしたら、そこから始めなければならない。おまけに狙ねらわれたのはアルフレッドであり、かつ、そこに王位継承権がかかわっているのではないか、というのは憶おく測そくでしかない。オリビアの主観でしかないのだ。明確な証しよう拠こはない。

　───どうしよう……。黙だまっている方がいいのかな……。

　オリビアは翡ひ翠すい色いろの瞳をせわしなく揺らす。そんな彼女の鼓こ膜まくを、ウィリアムののんびりとした声が撫でていった。

「それでまぁ……。こっちも領主館の衛兵を手配してさ。殿下がおっしゃる場所に向かわせたんだけど」

　ウィリアムは肩かたをすくめて苦く笑しようする。

「倒れている男達はすでにいなくてね。目もく撃げき情報もなかったみたいだし……。ま。鋭えい意い捜そう査さ中、ってところかな」

「捜査中、なのね」

　オリビアは身を乗り出し、思わず肩の痛みに声を漏もらした。ウィリアムは穏やかに頷き、そっと彼女の右肩を撫でる。「捜査中だ」と繰り返した父親の言葉に、心底安あん堵どした。知らずに力を込めていたようだ。肩を撫でられ、それも次し第だいに緩ゆるんでいく。

　追ってくれている。アルフレッドを狙ったやつらを。

　自分じゃない誰だれかが。大勢の誰かが。大人達が。アルフレッドを守ってくれる。

　その状じよう況きように、ただ安堵した。

　大丈夫だ、と自分に言い聞かせた。きっと、『魔術師と猟犬』の件も、誰かが始末をつけてくれるだろう。背後にあることも、きっと暴あばいてくれる。

　自分がかかわらずとも、もっと力があり、もっと有能で、もっとアルフレッドの隣となりにいるべき人が。

　きっとアルフレッドと共に、決着をつけてくれるだろう。

　オリビアの口から、知らずに吐と息いきが漏れた。

　その誰かは、自分にはできない判断を明確に下し、そしてアルフレッドを護衛してくれる。

　自分の側を離はなれ、安全な場所で様々な人に守られているアルフレッドの姿を思い浮うかべ、オリビアは放心した。

　そっと視線を落とす。自分が今まで必死に摑んでいたもの。

　それは今、あっさりと誰かの手の中にある。

「痛い？」

　俯うつむいていたからだろう。ウィリアムが顔を寄せる。

「傷は綺き麗れいに処置したから、痛いのは一晩で済むと思う。痛み止めが効くまで、もう少しの辛しん抱ぼうだ」

　頭を撫でる父の掌は大きい。節くれ立った指の感かん触しよくに、オリビアはそっと口を開いた。

「……騎き士し団は、もう作られたの？」

　ウィリアムは少しだけ首を右に傾かたむけ、オリビアを見つめる。

「コンラッド殿どのを中心とした有ゆう翼よく馬ば騎士団は、再編されたの？」

「明日には、正式に組まれるだろうね。閣下の承しよう認にん待ちだから」

　ウィリアムは娘むすめの問いに頷いた。「そう」。オリビアは小さく呟き、それから父親の目をじっと見つめた。

「だったら、アルの護衛騎士から、私を外して」

　髪かみに触ふれていたウィリアムの指が止まる。オリビアの真意を測るように、ウィリアムが顔を覗のぞき込んできた。その姿が、涙なみだで滲にじむ。

「騎士団が組まれたのなら、アルの側に、私がいる必要はない」

　口から嗚お咽えつが漏れる。目からは涙が溢あふれた。拭ぬぐおうと右手を動かしたら激痛に呻うめく。

「オリビア、落ち着いて」

　ウィリアムの両手がオリビアの頰ほおを優やさしく包む。だが、彼女は幼い子のように首を横に振ふり続けた。

「アルを守れなかった。私にはその資格がない」

　嗚咽交じりにそう言い、父であり、ユリウスの忠実な家臣であるウィリアムに申し出る。「護衛騎士から外してください」と。

「負けたのかい？」

　ウィリアムは、「誰に」とは問わなかった。優しく、ただ、負けたのか、と尋ねる。

　オリビアは頷うなずいた。負けた。自分は負けた。賊ぞくにも。アルフレッドにも。何もかもに。

「私にはもう無理」

　オリビアは左手で顔を覆おおって泣いた。高身長とはいえ、それは『女子の中で』という前提がある。男とは違ちがう。大人になればもっと違ってくる。手も足も、これ以上伸のびることはないだろう。筋肉だってそうだ。太く大きな腱けんが張ることはない。頭に浮かんだのは、コンラッドの精せい悍かんな姿だった。あんな風にはなれない。

　だとすれば、もう、限界なのだ。

　ウィリアムがユリウスを守るように、自分もアルフレッドを守れると思っていた。

　事実、守ってきた。努力してきた。やれることはすべて試ためした。

　だが、魔ま法ほうが解けるときが来た。

　万ばん能のう感かんも過信した実力も。まるで朝あさ霧ぎりのように今、オリビアの指から零こぼれ落ち、消えた。

「身体からだが大きいから、大人だから、男だから。そんな理由で強いわけじゃない」

　ウィリアムが静かにそう言う。オリビアは覆った指の間から彼を見た。ウィリアムは少し首を右に傾けて苦笑する。「僕が言っても噓うそくさい？」。続けられた言葉に、オリビアは無言のままだ。しばらく待って、ウィリアムは静かに口を開いた。

「君に教えた剣けん術じゆつと、実戦は大きく違うんだ」

　静かにそう言われ、オリビアはゆっくりと瞬まばたきをした。視線の先でウィリアムは微笑ほほえむ。

「僕は閣下を守るために、人に言えないことをいろいろやって来たんだけどね」

　肩を竦すくめるウィリアムは詳くわしくは語らなかったが、『ユリウスの死し刑けい執しつ行こう人にん』と揶や揄ゆされていることを言っているのだろう。ユリウス在位の時代、主あるじのため、信じる未来のため、父であるウィリアムは、今自分に見せている顔とは別の顔を持っていたのかもしれない。

「君が剣で狙うのはどこだい？」

　ウィリアムに問われ、オリビアはおずおずと、「頭頂部と、胴どう体たい」と答えた。そう、教えられたからだ。ウィリアムは若葉色の目を細めて柔にゆう和わに笑った。

「実戦では違う。狙ねらうのは、指か拳こぶしだ。あと、関節」

「指？　拳？」

　オリビアは目を見開く。予想しない答えだった。だが、ウィリアムは穏おだやかな笑えみを崩くずさない。

「相手が剣を握にぎれないようにすれば良いい。そうすれば、たやすく勝てる」

　ウィリアムは笑って言うが、その内容にオリビアは戸と惑まどう。それはそうだろう。指を切り落とされれば。ましてや、拳ごと切り落とされれば、剣は握れない。攻こう撃げきができないのだ。

「次の攻撃ができないようにするのに、体格は必要ない。やり方は色々あるんだよ」

　ウィリアムはしっかりとした声こわ音ねで告げる。オリビアは細かく瞳ひとみを揺ゆらしながら、躊躇ためらいがちに頷いた。心のどこかでは、そんなことを今いま更さら聞いてどうするのだ、と冷笑していた。最も早はや、そんな策を使う場所はない。

「いいかい、オリビア」

　ウィリアムはそんなオリビアの顔を覗き込むように近づく。

「相手の頭を狙おうとしたら不利だ。君が思うように体格差が出てくる。背が高い方が有利だからね。だけど本来、剣術は剣の長さが重要なんだよ」

　ウィリアムは目元をやわらげ、娘を見た。

「体格で判断したら確かに『大おお柄がら』な人間は有利だろうね。だけど君が扱あつかうのは剣だ。そして、相手も剣を持っている。そしたらその剣の長さと間合いが、君の戦う舞ぶ台たいの広さだ」

　緩やかに笑みを湛たたえたまま、ウィリアムはオリビアの拳を力強く握った。

「少し長めの剣を用意しよう。重くなると扱いづらいから、細身で……。その分、折れたり、曲がりやすくなるから注意して扱うといい」

　ウィリアムの言葉を、オリビアは黙だまって聞いていた。うつむき、父親が握る自分の拳を見る。なんだか、皮ひ膜まくを通して見ているようで現実感がない。父親が言うような剣を用意してもらったところで、自分はそれで、誰を守るのだ。

「それから、実戦は試合じゃない。剣しか使っちゃいけない、という制約はないんだよ」

　声が近い。

　そろりと視線を上げると、ウィリアムと目が合う。「オリビア」。ウィリアムは静かに娘の名を呼んだ。

「勝つためなら、何をしてもいい。大切なものを守りぬくことができるのなら、容よう赦しやするな」

　オリビアは顎あごを引いた。その仕草は「頷いた」のか、それともただ、「動かした」だけなのか。ウィリアムはそこを見み極きわめようとしているようだった。

「……殿でん下かの護衛を、外れたいんだね？」

　確認するように問われ、オリビアは父親譲ゆずりの瞳を真っ直すぐに向けた。

「はい」

　明確に返事をし、奥歯を強く嚙かみしめる。嗚咽が漏もれそうだ。

「殿下の隣となりから君は離れるんだ。それでいいんだね？」

　再度問われ、オリビアは強く拳を握った。顎を張る。そうしないと叫さけび出しそうだ。

　だって、コンラッドはそう言ったではないか。

　身体が小さすぎる、無理だ。

　そして父も、同意していたではないか。

「私が側そばにいても、アルを守れない」

　震ふるえる声でオリビアは答えた。もう、涙を見せるつもりはない。これ以上、自分のわがままを通してアルフレッドの身を危険にさらしたくはなかった。

　それに、アルフレッドを守れないどころか、足手まといになることは避さけたい。このままではいずれ、彼の足を引っ張る。

「その旨むねを、閣下に伝えるよ」

　オリビアの拳から手を離はなし、ウィリアムは優しく髪を撫なでた。

「……まぁ、今はゆっくりお休み」

　オリビアはそこでようやく頷いた。いや、弛し緩かんしたのかもしれない。結果的に、その仕草が「頷いた」ように見えたのかもしれない。
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　オリビアの意識は、傷から出る熱のせいで、気け怠だるい眠ねむりに搦からめ捕とられていった。
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　固く握った拳で扉とびらを三度ノックする。「どうぞ」と落ち着いた声が返ってきて、オリビアはすぅと息を吸い込んだ。

「失礼いたします」

　ドアノブを摑つかみ、押し開く。

　鼻先を掠かすめたのは、ラベンダーの香かおりだった。アレクシアが好んで身に纏まとうその匂においは、瞬しゆん時じにオリビアの脳のう裏りに『過去』を呼び覚ます。

　それはまだ自分が幼い頃ころの記き憶おくだ。アレクシアに抱だきしめられたことや、膝ひざの上で読んでくれた外国の絵本。彼女が好んで作ってくれたアップルパイの甘さ。それらは同時に、アルフレッドの屈くつ託たくがない笑顔の記憶も連れてきたが、オリビアは小さく首を横に振ふって、真っ直ぐに前を向く。いつの間にか、過か剰じような緊きん張ちようは身体から抜ぬけていた。

「今日から護衛騎き士しとして配属されました。宜よろしくお願いいたします」

　オリビアは右足を引き、膝を曲げて頭を下げた。視線を床ゆかに向けていると、くすり、と軽い笑い声が頭の上に降ってくる。

「そんなにかしこまらないで、オリビア。なんだか、くすぐったいわ」

　耳に心ここ地ちよい声に姿勢を戻もどすと、猫ねこ脚あしの椅い子すに座っていたアレクシアが口元を手で隠かくして笑っていた。この国では珍めずらしく、目鼻立ちのはっきりとした女性だ。彼女の場合、表情をよく動かすから、会話をしているときにこそ、その相そう貌ぼうが際きわ立だつ。

「私こそ。よろしくね」

　彼女の黒曜石のような瞳は柔和な色を宿しており、オリビアは安あん堵どして「はい」と頷うなずく。

　古いにしえより、女性の髪かみは、長く、真っ直ぐであることが尊いとされるが、彼女の髪は緩ゆるく波を打っている。だが、それがアレクシアの象ぞう牙げ色いろの肌はだにとてもよく似合っていた。

　アレクシアの背後にいる侍じ女じよらしき女性も、オリビアに対して会え釈しやくをしてみせる。こちらも好意的な笑みを浮うかべていて、オリビアはほっとした。




『オリビア・スターラインは、アレクシア様付きの護衛騎士に異動』

　二日ぶりに出仕した領主館で、オリビアはそう告げられた。

　命じたのは、『有ゆう翼よく馬ば騎士団』隊長に任命されたコンラッドだ。

　父の言う通り、本当に騎士団が結成されたのだ、とオリビアは隊長の徽き章しようをつけたコンラッドをぼんやりと見つめた。これで、アルフレッドは安全だ。

　そう、自分がいなくても。

　オリビアは素す直なおに「はい」と返事をし、その足で、アレクシアの自室に向かったのだが。

　胸中は複雑だった。

　自分で異動を願い出ておきながら、実際にもうアルフレッドの護衛騎士ではないのだ、と思うと、ふさがったはずの右みぎ肩かたの傷が痛む。おまけに、気の毒そうな、憐あわれむような同どう僚りようの目も、オリビアの心を苛さいなんだ。

　一方で、安堵しているのも確かだった。

　もう『アルを守れないかもしれない』という不安と、『アルの足手まといになりたくない』という焦しよう燥そう感かんからは解放される。新たな配属先も、見知らぬ部署ではない。旧知の仲であるアレクシアのところだ。無む茶ちやな扱いはされないだろう。

　そう思い至り、領主の妻が使用する部屋に向かいながら、オリビアは自己嫌けん悪おに陥おちいる。

　結局、自分は父親に泣きついて、安全な場所に逃にげ込んだだけではないのか、と。

　アルフレッドの身に危機が迫せまろうとしている。しかもそれは、どうやら王位継けい承しように関することだ、と知りながら逃げ出した自分に嫌いや気けがさす。




「ユリウスが貴女あなたに命じたのは、私の護衛、なの？」

　アレクシアが不思議そうに首を傾かしげた。オリビアは目を瞬またたかせ、おずおずと頷く。だからこそ、ジャケットにトラウザーズ、それから佩はい刀とうをしてやって来たのだ。

「奥様に、護衛騎士を、ですか」

　ふふ、とアレクシアの背後にいる侍女が笑い声を立てた。「まぁ、失礼ね」。アレクシアが侍女を睨にらんでみせるが、明らかに冗じよう談だんとわかるような口ぶりだった。

「そりゃあ、私も年と共に腕うでも落ちるでしょうから」

　アレクシアは笑え顔がおでそう言うと、するりと立ち上がった。

　相変わらず、すっきりとした体形の持ち主だ。紫し檀たん色いろのドレスが、瘦そう軀くに良く似合っている。オリビアは、彼女が武術を使うところを見たことはないが、ウィリアムは「二度と彼女とは戦いたくない」と顔をしかめていた。

　ユリウス在位時は、その命を何度か救ったこともある、という。それも頷けるほど、彼女の立ち居い振ふる舞まいには無む駄だがない。アレクシアを指して、『異国の香りを放つ大輪の華はな』と称しようすることがあるが、確かにこの国の美的基準とは違ちがう、凜りんとした美しさを持つ女性だ。

「ユリウスからの『愛の贈おくり物』だと思って受け取っておきましょう」

　アレクシアは侍女と目を見合わせて笑った。

「そういえば、傷の具合はどう？　オリビア」

　アレクシアは柳りゆう眉びを寄せ、オリビアに近づいた。窺うかがうように彼女が見やるのは、オリビアの右肩だ。もう傷はふさがったので、綿めん紗しやを押し当てただけになっている。

「全く問題はありません。ご迷めい惑わくをおかけして……」

　寝ね込こんだのは一日だけだったが、自分の異動の件で領主夫妻には迷惑をかけたことだろう。慌あわてて頭を下げようとしたら、「違うの。うちの馬ば鹿か息子むすこが」と眦まなじりを決してアレクシアは語気を強くした。

「あの、あんぽんたんが、夜遊びなんかに誘さそうからオリビアを怪け我がさせて……。ごめんね、オリビア。代わりに私が𠮟しかっておいたから」

　そう言われて慌てて首を横に振った。

「いえ、私がもっと強ければ良かったんです。そうすれば、アルの手を煩わずらわせることもなかったのに」

　オリビアは下した唇くちびるを嚙む。

「お𠮟りを受けるのは私です。アルを守り切れなかったばかりか、気絶した私を屋や敷しきまで運んでくれて……」

　アレクシアに対して「申し訳ありません」と頭を下げた後、ぐい、と口こう端たんを上げて笑ってみせる。

「ですが、今日からはコンラッド殿どのを中心とした護衛騎士達がアルをしっかりと守ってくれるでしょう。ご安心ください」

　そう言ったオリビアを、アレクシアはしばらく凝ぎよう視しする。黒曜石のような瞳ひとみに見つめられ、心の中で自分に命じる。『笑え』と。背を伸のばせ、顎あごを引け。動どう揺ようするな、と。

「アルの隣となりじゃなくてもいいのね？」

　アレクシアが静かに尋たずねる。

『殿でん下かの隣から君は離れるんだ。それでいいんだね？』

　二日前のウィリアムの声が耳に蘇よみがえる。アルフレッドの鼻にかかる笑い声が鼓こ膜まくを撫でた気がした。なつかしさに心が揺ゆらぎそうになる。オリビアはそんな自分に、堪こらえろ、と𠮟しつ責せきした。『笑え』と命じる。

「はい。今後、どうぞ宜しくお願いします」

　笑顔を鎧よろいのように纏まとい、オリビアは応じた。「そう」。アレクシアは頷く。オリビアは強こわばらせていた肩から力を抜いた。よし、と自分に声をかけた。これでいい、と。

「今日の予定を貴女、聞いてる？」

　アレクシアはオリビアに近づき、小さく首を傾げた。「いえ」。オリビアは戸と惑まどって首を横に振る。コンラッドからは異動の件だけ告げられていた。屋敷でも、今朝はウィリアムの方が先に出仕しているから、領主館の動きについては何も伝えられていない。

「今日は小さな舞ぶ踏とう会を開くのよ。本当に、身内だけのね」

　アレクシアが肩を竦すくめる。嫌いやになっちゃう、というその表情にオリビアは噴ふき出した。多分、彼女も踊おどる場面があるのだろう。

「領主館で外国からのお客様を今、お迎むかえしているから。その方をもてなすための、本当に小規模なものなのよ」

　オリビアの笑みを嬉うれしそうに眺ながめ、アレクシアは続ける。

「出席者も、そのお客様夫妻と、私達と、それから……」

　アレクシアは長い指を折りながら名前を告げる。確かに、この規模なら『舞踏会』と言うより、接待と言うべきだろうか。

「そうそう。アルとシンシア嬢じようも来る予定なの」

　何気なく出されたその言葉は、オリビアの胸を勢いよく押し、心臓を止めた。「そう、ですか」。なんとか呟つぶやいてみせる。そうしないと。声を出さないと。肺に空気が入ってこない。

　自分が逃げ出した場所を、直視できない。

「オリビア。貴女も私の側そばにいてくれるかしら。それとも、夜も遅おそくなるから無理かしらね」

　そっと声をかけられ、オリビアは力強く頷いた。

「もちろん、アレクシア様の護衛騎士として側に控ひかえさせていただきます。屋敷には私からその旨むねを伝えておきますからご心配には及およびません」

「まぁ、ありがとう」

　満面の笑みでアレクシアは言うと、がっしりとオリビアの両手を握にぎった。握あく手しゆなのだろうか、と戸惑いながら彼女を見上げる。女性とはいえ、この国では考えられないほどの高身長だ。確かに彼女につり合うのは、ユリウスかウィリアムぐらいしかいない。

「ところでね、オリビア」

「……はい」

「私がユリウスに伝えていたのは、『新しい侍じ女じよを融ゆう通ずうしてください』ってことだったの」

「……は？」

　目を丸くしたオリビアに、アレクシアは笑みを深める。

「私の侍女を長く務めてくれていたアンが、今、安定期に入ったの」

　言われて、椅い子すの側に立つ侍女を見やると、なるほど、お腹なかが少し張り出しているように見える。

「そろそろ宿下がりさせてあげたいし、できたら夜の会合や舞踏会なんかも遠えん慮りよさせたいのよ。この気持ち、わかる？」

　アレクシアが首を傾げてオリビアを見る。オリビアは慌てて首を縦に振ふった。それはそうだ。今からお腹も目立つほど大きくなるのだ。ずっと立っているのも辛つらいだろうし、無理をして早産になったら目もあてられない。

「だからね、オリビア」

「はい」

「私が欲しいのは、侍女なの」

　アレクシアはオリビアに言う。

「護衛騎き士し役は一いつ旦たん保留で、貴女は今日、私の『侍女』として舞踏会に参加して頂ちよう戴だい」

「侍女ですか!?」

　素すっ頓とん狂きような声が口から漏もれる。生まれてからずっと領主館に出入りしていたが、それは護衛騎士として、だ。もちろんオリビアだって貴族の娘むすめなのだから『領主の妻であるアレクシア付きの侍女』でも身分的には問題ない。だが、『問題ない』と『できる』は、両立しない。

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。私の側でドレス着て立ってたら良いいんだから」

　にこにこ笑ってそう言われるが、オリビアは首を横に振る。がちゃり、と腰こしの佩刀が鳴った。

「まず、ドレスを持っていません。普ふ段だん着ぎ程度であれば屋敷にはありますが、舞踏会に出席できるような格が高いものは……」

「大丈夫。私が貴女ぐらいの年に着ていたものがあるから。アン、あれは地味かしら」

　アレクシアは振り返って侍女に尋ね、侍女が「装身具でいかようにもなります」と答えている。オリビアは焦あせって、手を引き抜ぬこうとした。いや、どう考えても無理がある。剣けんの振るい方や、馬の乗り方なら知っているが、舞踏会での挨あい拶さつや行ぎよう儀ぎ作法など全く知らない。だいたい、オリビア自身、社交界デビューをしていない。

「アレクシア様、私やっぱり無理……っ」

　必死にふりほどこうとするのに、何故なぜだか手が動かない。なんだこれ、と目を剝むいてアレクシアの手を見る。ただ、自分の手首を柔やわらかく握っているだけなのに、小指一本動かせない。

「無理じゃないわよ、オリビア」

　アレクシアは、ふふ、と笑う。オリビアは本能的に怖おぞ気けを感じて彼女から離はなれようとするのに、全く手が離れない。

「さぁ、私と一いつ緒しよに舞踏会に参りましょう」

　オリビアは怯おびえながらも頷うなずく。

　あの父が……。『ユリウスの死し刑けい執しつ行こう人にん』と言われたルクトニア最強の騎士が、『二度と彼女とは戦いたくない』と言った理由の一いつ端たんを、今、垣かい間ま見みた気がした。
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「オリビア嬢」

　呼びかけられて振り返ると、コンラッドが立っていた。

　今、目の前にいる彼は、朝に『異動』を命じたときの服装とは大分違ちがう。栗くり色いろの髪かみは綺き麗れいに撫でつけられ、軍服のハイカラーはきっちりと上まで留めて、飾しよく緒しよがついている。舞踏会に合わせたのだろう。長靴ブーツも、乗馬用のものではない。

「随ずい分ぶんと見違えたよ」

　微笑ほほえまれ、オリビアは顔をしかめてスカート部分を握る。その手にはめられているのは、乗馬用手て袋ぶくろではない。絹の白手袋だ。

「アレクシア様から、今晩は『侍女』として同行して欲しい、と言われましたので」

　できるだけ平へい淡たんな声で伝えたが、言い方は随分とぶっきらぼうになってしまった。

「いや、良く似合っていると思うよ」

　右足に体重をかけて顎をつまみ、自分を眺めるコンラッドをオリビアは睨にらみ付けた。

「お世辞は結構です。似合ってないのは自分が一番よくわかっていますから」

　今度は完全に吐はき捨てるような口調になった。

　コンラッドから視線を逸そらすと、改めて自分の姿を見下ろす形になる。

　藍あい色いろのドレスだ。ハイウエストで切り返しがついていて、スカートの上にオーガンジーの生き地じを縫ぬい付けてある。そのせいでクリノリンを入れなくともふわりとボリュームがあるように見えた。色味自体は落ち着いた色合いだが、胸むな元もとには立体感のある刺し繡しゆうが施ほどこしてあるお陰かげで、『質素』には見えない。むしろ、貴金属をたくさん身につけるよりも『品』があった。

『これは、舞踏会の花になるな』

　先ほど、ユリウスが褒ほめてくれたが、穴があったら入りたい、とはこんな気持ちなのか、と恥はじ入った。無理に褒めてくれなくて良いのに、と真っ赤になって俯うつむく。

『胸やお尻しりがなくっても、このドレスなら上手うまく隠かくせるなぁ』

　暢のん気きにウィリアムはそう言い、『私が若い頃ころ着ていたモノですが、なにか』と、アレクシアに睨まれていた。

　だが、父親の言う通りで。

　オリビアの頭に浮うかぶのは、先日見た、シンシアの姿だ。鴇とき色いろのドレス姿は、同性の自分でも魅み入いるほど、美しかった。

　───同じ年頃だとは思えないな……。

　思わずため息を吐きたくなったものの、仕事だと割り切って、アレクシアとこの会場にやって来たのだが、気づけば壁かべ際ぎわの目立たないところで気配を消している自分がいる。

「なるほど、侍女役か」

　コンラッドは幾いく度どか頷き、オリビアを見やる。

「奥様の側に護衛騎士として仕えるなら、そういう役回りも出てくるな。やはり女性がいい」

　真面目まじめな顔でそう言われ、ぐっと奥歯を嚙かむ。適材適所だ、とでも言いたいのだろうか。やはり、アルフレッドの護衛騎士は無理だ、と。

「そちらは、アルの護衛ですか」

　オリビアは、剣の代わりに持たされた扇せん子すを握りしめ、低い声をコンラッドにぶつける。

「ああ。まだ、会場入りされてないが」

　コンラッドはぐるり、と室内を見回す。その視線の動きにつられるように、オリビアも首を巡めぐらせた。

　領主館の、大広間だ。

　舞ぶ踏とう会にも使用されるし、会食用にテーブルや椅子が並ぶときもある。

　今日は無む駄だなものはすべて撤てつ去きよされ、天てん井じようには豪ごう勢せいなシャンデリアが吊つられていた。南側の壁には楽団が並んでおり、北側には、領主夫妻と賓ひん客かくの席が設しつらえられている。優美な椅子に腰をかけて、ユリウスとアレクシアが、外国人らしい夫ふう婦ふと笑え顔がおで会話をしているのが見えた。

　執しつ事じはすべて動員されているのだろう。銀ぎん盆ぼんを持った黒服の男達が、参加者の間を縫うように移動している。小規模、と言いつつ、それでも結構な人数だ。

「奥様の側そばにいなくていいのか？」

　ふと、コンラッドが声をかけてくる。オリビアは小さく頷いた。

「会場内にいてくれたら、それでいい、と」

　本来は側近くで控ひかえるのだろうが、そもそも『侍女』として役に立つとは思えない。「用があれば手招きするわね」というアレクシアの言葉に甘え、彼女の姿が見える位置で待機することにした。

「コンラッド殿どのこそ、アルの側にいなくていいんですか」

　じろり、と睨み上げる。自分がアルの護衛騎士だった頃は、いつもその隣となりにいたのに。

「別の騎士がついている。俺は、会場警備全ぜん般ぱんを」

　嫌いやみ混じりに言ったのだが、予想外の言葉が返ってきてオリビアは目を瞬またたかせた。

「随分、厳重なんですね」

　アレクシアからは、「身内だけの小さな舞踏会」と言われていた。まさか、会場警備の役を担になう騎士がいるとは。

「閣下にはウィリアム卿きようがいらっしゃるから問題ないだろうが……。殿でん下かには我々しかいないからな。万ばん全ぜんの態勢でお守りしたい」

　ちらり、とコンラッドが北側に視線を走らせる。談だん笑しようする来賓と領主夫妻の背後には、教会騎士の証あかしである紺こん色いろの軍服を着たウィリアムの長身が見えた。他ほかに護衛の騎士がいないというのに、のほほん、とした顔つきで立っている。

「俺は王都から来たんだが」

　あの父が本当に『ユリウスの死刑執行人』などという恐おそろしい二つ名を持つ男なんだろうか。誰だれかと間違われているんじゃないだろうか、と眉まゆ根ねを寄せていたら、コンラッドが話しかけてきた。オリビアは頷く。

「シャムロック騎士団は、王都に常じよう駐ちゆうされてますもんね」

　オリビアの言葉に、コンラッドは「よく知っているな」とおどけたように片かた眼めだけ見開いた。

「ルクトニアの噂うわさは王都にも届いていた。前王が領主に封ほうじられて以来、目覚ましい発展を遂とげている、と。さすが閣下だと皆みながその治世に感心していた。それに殿下のこともね」

「アルのことも？」

　オリビアは目を瞬かせる。コンラッドはゆっくりと口こう端たんを弓なりに上げた。

「品行方正、頭脳明めい晰せき、容姿は閣下譲ゆずりで見み目め麗うるわしく、心根は天使のようだ、と」

　聞いた途と端たん、オリビアは顔をしかめる。あれだ。猫ねこかぶりなアルフレッドの方の評判だ。うんざりしかけたオリビアだが、ふとコンラッドの視線を感じて顔を引き締しめる。

　なぜだか、コンラッドが探さぐるような眼をしていたからだ。

　───なんだろう……？

　思わず見返したが、彼はすい、と視線を泳がせて「それに引きかえ」と大げさにため息を吐いてみせた。

「今の王子達は、すこぶる評判が悪い。彼らが次期国王になることに不安を覚える家臣や貴族がいることは確かだ」

　コンラッドは腕うでを組む。筋肉質で太い腕に、軍服ははち切れそうだ。

「そう、なんですね」

　オリビアは相あい槌づちを打つ。その噂なら聞いたことがあった。




　現国王は、ユリウスの従兄弟いとこに当たるエドワードだ。

　彼自身は、ユリウスの施し策さくを忠実に実行し、福ふく祉しや外交に力を入れている。家臣団はユリウスから引き継ついだ貴族達が多いが、エドワードにも敬意を示し、忠誠を誓ちかっている。また、エドワード王は辺境領主達とも友好的な関係を築いていた。ユリウスは「発想」や「行動力」、「見た目の華はな」はあるのだが、こと「協調性」、「外交力」を問われると、非常に弱い部分を持っている王だった。エドワードは逆に、「先せん駆く性」や「独創性」には乏とぼしいが、社交的で陽性な性格を持っている。そのため、国民や重臣達には好意的に迎むかえられた王でもあった。

　だが、その子達、となると事情が違う。

　オリビアも、幼い頃に一度しか会ったことはなかったが、随分と陰いん湿しつな王子達だった印象がある。小さい頃はアルフレッドも、些さ細さいなことでいじめられていたと記き憶おくしていた。




「次期国王に不安を覚える貴族や有力商人達が、『アルフレッド殿下を次期国王として迎えてはどうだろう』と陛下に進言なさったらしい」

「進言!?　陛下にですか！」

　調子っぱずれな声が出て、オリビアは慌あわてて左手で口を覆おおう。『噂している』、ではなく、すでに『進言』したとは。

「ですが、ユリウス様も、アルも。王位継けい承しよう権を放ほう棄きしているでしょう？」

　周囲を見回し、オリビアは小声でコンラッドに言う。誰も気にしている様子はないが、それでも用心した方が良いい。

「そんなもの、どうとでもなるさ」

　コンラッドもオリビアに顔を近づけ、口をへの字に曲げてみせる。

「陛下は『彼らに王位継承権はない』と明言なさり、そしてその場で王子達を呼ばれて、苦言を呈ていされたらしい。次期国王としてふさわしい振ふる舞まいをしろ、と」

「……まさか、進言した貴族や有力商人達の前で……？」

　おそるおそる尋たずねると、コンラッドは無言で肩かたを竦すくめる。そうだ、ということなのだろう。

「で。その後、王子達は少なくとも『次期国王らしい』振る舞いや言動をなさっているのだが……」

「何かありましたか？」

「進言をした貴族の一人が、殺された」

　オリビアは硬こう直ちよくする。王子達の仕し業わざだろうか。そう問いたいが、コンラッドに目で制された。

「もし俺が『王子の立場』だったら、だが」

　腕を組んだまま、ふう、と重い息を吐はく。

「『次期国王』として、誰もが認める存在であるよう、当然、研けん鑽さんを積む。だが、一方で、ふと予防策を張ろうと思うかもしれない」

　彼は、榛はしばみ色いろの瞳ひとみをオリビアに向けた。

「放棄したとはいえ、王位継承権を持つやつらがいるから、ややこしくなるんだ。そんなやつらはみんな、消してしまえば良い。そうすれば」

　厚い唇くちびるを弓なりにかたどる。

「次期国王候補は、自分達しかいなくなる。もめごとは、起こらない」

　コンラッドの言葉が、冷気を帯びて首筋にまとわりついた気がした。

「アルやユリウス様の存在を、消す、ってことですか……」

　思わず語ご尾びが震ふるえる。コンラッドは頷うなずかない。だが、首を横に振ることもなかった。

　───あの、『夜の街ナイト』……。

　オリビアは扇子を握にぎりしめる。あの、男達。自分には目もくれず、アルフレッドだけを見ていた。

『そのお方』。女装していたにもかかわらず、彼らはアルフレッドを、そう呼んだ。

　王位継承にまつわることで、ユリウスやアルフレッドの命を奪うばおうとしている。

　そんな輩やからがいる、ということだろう。オリビアは震えそうになる肩に力を込め、コンラッドを見上げる。

「……アル達の命を狙ねらう者に、心当たりはあるんですか？　誰に依い頼らいするか、とか」

『魔ま術じゆつ師しと猟りよう犬けん』のことが頭から離はなれない。ウィリアムは、『衛兵が追っている』と言っていた。だから、自分が口を差し挟はさむことは控ひかえようと自重していた。自分はもう、アルフレッドの護衛から外れたのだ、そう思っていた。

　だが、もし、コンラッド達が『魔術師と猟犬』の存在に気づいていないとすれば……。

　アルフレッドが危険だ。

　その思いは焦あせりを生み、オリビアの背中を冷やした。言うべきだろうか。『魔術師と猟犬』のことを。いや、そもそも、アルフレッドは『魔術師と猟犬』のことをすでに報告しているのだろうか。わからない。コンラッドだけが知らされていない、という場合もあり得る。

「……どうなんです」

　オリビアの言葉を受けてもなお、コンラッドは無言を貫つらぬこうとしたが、彼女が視線を外さなかったからだろう。諦あきらめたように眉まゆを下げた。

「心当たりがあるか、と言われたら、ある」

「誰です」

　勢い込んで、オリビアは尋ねる。思わずつま先立ちになってコンラッドの顔を覗のぞき込んだほどだ。

「亡なくなった貴族の死因なんだが……。これが、さっぱりわからないんだ」

　コンラッドはそんな彼女に躊躇ためらいながら、首を横に振った。

「……どういうことですか？」

　オリビアは眉根を寄せて声を潜ひそめた。

「溺でき死しでも、絞こう殺さつでも、刺し殺さつでもない。でも、死んだ」

「ご病気だったんじゃ？」

　だったら、それしか考えられない。だが、コンラッドはうなりながら、首の後ろを搔かいた。

「至って健康さ。しかも陛下に進言するほど剛ごう胆たんだ。それが、衆人の前で死んだ」

「……毒？」

　オリビアが首をひねり、ううむ、とコンラッドが呻うめく。

「正直、そうなんだろう、と言われているが、どの毒殺の症しよう状じようも出てこない。教会の検死係も頭を悩なやませているところでね。腕のほら、ここに虫むし刺さされのような跡あとがあっただけで……」

　コンラッドは腕をほどき、軍服の上から肘ひじの内側を指してみせる。

「教会が異い端たんと認めた技わざを使うやつらの仕業じゃないか、とシャムロックでは噂になっていた」

　再び首の後ろを搔きながら、コンラッドはうなる。

　彼が所属していたシャムロック騎士団は、教会所属の騎士団だ。異端の集会が開かれたと聞けば、現場に突とつ入にゆうすることもある。そのつてで、情報が流れてくるのだろう。

「異端の技って……。じゃあ、呪のろいとかで死んだんですか？」

　胡う散さん臭くさそうにオリビアが言う。コンラッドは苦く笑しようして、そんな彼女の額を指で弾はじいた。

「何も、『呪じゆ術じゆつ』だけが異端じゃない。いろいろあるんだよ、お嬢じようちゃん」

　子ども扱あつかいされたようで、オリビアは気分が悪い。むっ、と睨にらみ付けたときだ。

　───異端の……、技……。

　召しよう喚かんしたような炎ほのお。オリビアはノアが見せた『奇き術じゆつ』を思い出す。

　───まるで魔ま術じゆつのようだったけど……。

　あれが、異端の技なのだろうか。ふと、オリビアはコンラッドを見た。尋ねてみよう。そう思い、口を開いたのだが。

「今まで、ずっと、殿でん下かの側そばにいたんだろ？」

　腰こしを曲げ、ぐいと顔を近づけられた。オリビアはその近さに怯ひるみつつ、「まぁ」と頷く。

「寂さびしくないのか？」

　呼気が触ふれる距きよ離りで問われる。

　どきり、と心が揺ゆれた。ちくり、と右肩が痛んだ。傷はふさがり、可動域に支障はないのに。

　寂しくないか、と問われたら心の動どう揺ようが痛みを呼んだ。

　いつも側にいた。本当にいつも、側にいたのだ。

「……人が大分増えてきたな」

　いつまでもオリビアが無言だったせいだろう。コンラッドは腰を伸のばし、話を変えた。

　オリビアは安あん堵どしつつ、「はい」と頷く。コンラッドから視線をそらしたくて、会場に目を向けた。

　つい数分前とは違ちがい、室内には参加者が増えてきた。さっきまで目立っていた執しつ事じの姿が気にならないほどになっている。

　横目で眺ながめたコンラッドは、険しい表情で会場全体を俯ふ瞰かんしているようだ。

　───この様子だと、『魔術師と猟犬』のことは、あとで話したほうがいいのかな……。

　今は、警備の任務に専念したいだろう。オリビアが躊躇いがちにそう思ったとき、にわかに背後が騒さわがしくなる。オリビアはコンラッドを見やった。コンラッドは会場の出入り口を一いち瞥べつし、表情を引き締しめる。

「どうやら、殿下が到とう着ちやくされたようだ」

　言われて、オリビアはおそるおそる振り返った。

　オリビアの位置からは人が多すぎて見えない。ただ、皆みなが自分達に背を向け、扉に相対しているのはわかった。一様に服装を正し、姿勢を伸ばす。

　不意に誰だれかが大声を張った。多分、到着者の名を呼んだのだ。

　音楽が止やむ。楽士達が立ち上がり、弦げん楽がつ器きを下ろして目を伏ふせた。

　───アルだ……。

　オリビアは知らずにスカート地の上から重ねたオーガンジーを握りしめる。

　力強く、心臓が押されたように血流を押し出した。

　アルフレッドが、やって来たのだ。

　扉付近にいた参加者達が身を引いたせいで、アルフレッドの姿がオリビアの立つ位置からも見える。

　途と端たんに室内の参加者が、一いつ斉せいに頭こうべを垂れた。

　女性は右足を引いて腰を落とし、男性は握った右手を左胸に当てて目線を下げる。

　その先にアルフレッドが立っていた。

　今日は紺こん色いろのジャケットに白いベストを着ている。それに合わせ、佩はい刀とうしているのは儀ぎ礼れい用のものだ。よく見れば、いつもは嫌いやがるタイまで着けている。オリビアは目を見開いた。綺き麗れいな水色のタイだ。珍めずらしい。

　そしてその理由にすぐ、行き着いた。

　右みぎ隣どなりに、シンシアがいたのだ。

　アルフレッドの右みぎ腕うでを取り、慎つつましく立っている。アルフレッドが何か話しかけているのだろう。静かな笑えみを口の端はしに滲にじませ、ゆったりと頷いているのが見えた。

　───ああ、シンシア嬢と……。

　シンシアのドレスは水色だ。アルフレッドのタイはそれに合わせているようだ。今日は舞ぶ踏とう会だ。二人はここで、踊おどるのだろう。だから苦手なタイを締め、いつもとは違う服装で、シンシアをエスコートしてやって来たのだ。

　ずきり、と右みぎ肩かたが痛んだ。動かしたわけでも、傷が開いたわけでもないのに、鈍にぶく重い感覚が急激に広がった。

「彼女が婚こん約やく者？」

　コンラッドの声にオリビアは首をねじって彼を見た。「え？」。小さく問うと、コンラッドは斜ななめに彼女を見下ろした。

「まだ人間関係がよくわからないんだ。あの侯こう爵しやく令嬢は、殿下の正式な婚約者になり得るのか？」

　問われたところでオリビアにも知りようがない。忙せわしなく瞳ひとみを揺らしていると、「許嫁いいなずけ、ってわけではないのか」と呟つぶやかれた。

「オリビア嬢はそれでいいのか？」

　次いで、そんな言葉を投げつけられた。

「あの侯爵令嬢とやらが殿下の隣にいて、あんた、それでいいのか？」

　コンラッドの言葉が耳に入り、鼓こ膜まくを震ふるわせた瞬しゆん間かん、心の中で怒いかりが沸わき立った。

「アルの隣を奪うばったのは、貴殿ではないですか」

　思わずきつい声を飛ばすと、コンラッドが噴ふき出す。

「俺は奪ったんじゃない」

　コンラッドは長い人差し指で、オリビアの鼻をさした。

「あんたが、譲ゆずったんだ」

　放たれた言葉は、明確な質量と重さを持って、オリビアの心を砕くだく。思わず、ぐらりと視界が歪ゆがむほどの目め眩まいを感じたが、榛はしばみ色いろの瞳は自分から離はなれない。真っ直すぐ見つめたまま、追つい撃げきしてくる。

「護衛から外れて、殿下の隣もあの女に居座られて」

　コンラッドの口こう端たんが薄うすく上がる。オリビアは目が離せない。見たくもない。聞きたくもないのに、彼の声が耳から流れ込んでくる。

「あんたの居場所、どんどんなくなるぜ。どうする？」

　オリビアの言葉を待っているようだが、オリビアはわずかに唇くちびるを開いただけで、言葉を発せられない。心が噴ふき上げる感情が喉のどを塞ふさぎ、声が出ない。その感情が、怒りなのか、憎にくしみなのか。それとも、痛つう烈れつな悲しみなのか。自分では判断ができなかった。

「ま。俺はどうでもいいけどね」

　コンラッドは途端に興味をなくした様子で呟くと、すい、と背筋を伸ばす。引き締めた目元に、オリビアは、ぎこちなく彼の視線を追った。

　アルフレッドがシンシアを連れてこちらに歩いてきているようだ。二人が通り過ぎるたびに、参加者達が今一度深く頭を下げる。アルフレッドは丁てい寧ねいに返礼をし、いつものあの猫ねこかぶりの表情でオリビアの側に近づいてきた。

「やあ、オリビア」

　自分のすぐ側で立ち止まったアルフレッドは、気さくに話しかけてきた。「こんばんは」。そう返そうとしたのだが、隣のコンラッドが頭を下げるので、慌あわてて自分もそれに倣ならった。伏せたオリビアの首元に、戸と惑まどったようなアルフレッドの呼気が舞まい降りて触ふれる。

　今までアルフレッドに対してこんな態度を取ったことはない。

「……どうぞ」

　落ち着いたアルフレッドの声に、コンラッドが顔を上げる。オリビアもゆっくりと目線を上げた。かちり、と。アルフレッドと目が合った瞬間、硬こう質しつな音が鳴った気がした。すぐにアルフレッドが形の良い唇を開く。

「オ……」

「怪け我がの具合はいかがですか？」

　名前を呼ぼうとしたアルフレッドの口を塞いだのは、シンシアだ。アルフレッドは気まずく唇を嚙かみ、オリビアは視線を彷徨さまよわせた末にシンシアを見て頷うなずいた。

「ありがとうございます。ええ、もう。はい」

　語ご尾びになるほど曖あい昧まいな言葉を連ね、オリビアはシンシアに答えた。その隣で、アルフレッドが息を吐はく。安堵したらしい。

「殿下をかばっての傷とお伺うかがいしましたわ」

　シンシアは、ほんの少しだけ首を横に傾かしげる。小鳥のような仕草だ。「ええ、まぁ」と曖昧にオリビアが頷いた。

「夜遊びをするな、とは申しませんが、せめて供をつけていただかねば」

　コンラッドがそっとアルフレッドを諫いさめた。アルフレッドは例の猫かぶりな様子で殊しゆ勝しようにうなだれてみせ、オリビアに対して、「申し訳なかった」と声をかける。オリビアは慌てて首を横に振ふった。

「私こそ……。アルを守り切れなくてごめん」

　語尾になるほど、弱々しくなる。そんな自分が更さらに情けない。ふと、コンラッドが気になり、彼の様子を横目で盗ぬすみ見る。目が合った。なんだか馬ば鹿かにしているように苦く笑しようされ、一人で勝手に落ち込む。

　───そりゃそうよね……。

　自分は、コンラッドの言うところの、『供』にすらならなかったのだから。

「お話し中、申し訳ないのだけど」

　澄すんだ声が頰ほおを撫なで、オリビアは顔を上げた。

　視線の先に、アレクシアが羽はね飾かざりのついた扇せん子すを手に持ち、人好きのする笑みを浮うかべて立っている。コンラッドが素す早ばやく礼をし、シンシアもひざを折って頭を下げる。

「いいのよ、かしこまらないで。私の方こそ、割り込んでしまって申し訳ないわ」

　アレクシアは丁寧に詫わびると、アルフレッドに顔を向けた。

「お客様に紹しよう介かいしますから、いらっしゃい」

　アルフレッドは頷き、ふと自分の腕を取るシンシアを一いち瞥べつした。

「彼女も、ですか」

　どこか戸惑い気味に尋たずねる。アレクシアは一瞬口ごもるような表情を作った。「そうね」。呟き、ふとオリビアに視線を向ける。

「ほんの短い挨あい拶さつだし……。オリビア、その間、シンシア嬢じようのお相手を」

　アレクシアの指示に諾、と返事をしようとしたが、「おや」とコンラッドが口を差し挟はさむ。

「殿でん下かの婚約者殿どのなのでしょう？　エスコートなさって、一いつ緒しよに伺っては？」

　アルフレッドだけを見み据すえ、緩ゆるやかな笑みを湛たたえる。

「大事な大事な姫ひめ君ぎみなのでしょう？　一人置いておくのは可哀かわいそうというものです」

　コンラッドは笑顔を崩くずさずにアルフレッドにそう言った。

「……ご助言ありがとう、コンラッド。こういうことには、なにぶん疎うといもので」

　アルフレッドは綺麗な表情で笑みを作ってみせる。だが、湖こ氷ひよう色いろの瞳は、凍いてつくような光を放っていた。コンラッドの方はというと、その視線を真正面から受け、「いえいえ」と嘯うそぶいている。

「そう……ね。シンシア嬢については、私から、お客様に紹介するわ。そうしましょう」

　アレクシアが取り繕つくろうように言うと、「オリビア」と名前を呼んだ。

「お客様への紹介が終わったら舞ぶ踏とう会が始まるの。貴女あなたも誘さそわれたら、誰だれかと踊おどるといいわ」

　オリビアは目を丸くして首を横に振った。

「いえ、私はアレクシア様の侍じ女じよです。そのような……」

「私の侍女である前に、ウィリアム卿きようの娘むすめでしょう」

　アレクシアは陽気に笑う。

「今、この瞬間から貴女の職務は終しゆう了りようです。貴族の娘の一人として、この舞踏会に参加しなさい」

　アレクシアはそう命じると、片目をつむってみせた。

「貴女、社交界にもまだ顔を出してないから……。手ぐすね引いている殿との方がたもいるわよ。誘われたら、『はい』って答えて、踊りなさいね」

「……いや、その……」

　オリビアは顔を真っ赤にして伏ふせる。誘ってくれる人などいるはずがない。だいたい、見知った顔は、ほぼ同どう僚りようの騎き士しなのだ。剣けんでねじ伏せてきた男達も多いというのに、今いま更さらどの顔で『踊りませんか』『はい』などと会話するのだ。

「安心しなよ、オリビア」

　くすり、と笑うアルフレッドの声に、オリビアは顔を上げた。途と端たんにぶつかったのは、底意地の悪い瞳ひとみだ。

「壁かべの花になりかけたら、ぼくが声をかけてあげるから」

「……あげるから」

　上から目線に、思わず歯ぎしりしかけたが、「いやあ、大だい丈じよう夫ぶですよ」とコンラッドが笑った。

「壁の花にはなりません。彼女はわたしと踊りますからね」

「は!?」

　思わず大声を上げて尋ね返したが、コンラッドは、「な？」と親密そうに顔を近づけてくる。絶句するオリビアに意味ありげに笑いかけ、それからコンラッドはアルフレッドを見た。

「殿下はどうぞ、シンシア嬢と存分に。一曲でも二曲でも」

　アルフレッドは最も早はや笑えみを浮かべていない。珍めずらしく無表情で、きつくコンラッドを睨にらみ付けたまま、端たん整せいな唇を引き結んでいる。

「奥様」

　ふと、小さな声がアレクシアにかけられる。ぴん、と張ったような緊きん張ちよう感かんがその一言で緩む。

「はい」

　アレクシアが応じ、声の主を見た。執しつ事じだ。丁てい重ちように腰こしを折ってアレクシアの側そばに控ひかえ、白しろ手て袋ぶくろを嵌はめた手で北側の壁を指す。

「閣下とお客様がお待ちでございます」

　弾はじかれたように誰もが北側を見る。ユリウスがむっつりとした顔でこちらを眺ながめており、客人夫妻も困こん惑わくしたように顔を見合わせていた。その背後で、ウィリアムが声を発さずに口だけ動かし、『怒おこってるよ』と言っている。

「今すぐ参ります。ほら、アル」

　アレクシアはドレスの裾すそを翻ひるがえし、足早にユリウスの下もとに向かう。アルフレッドがその後を追った。

　シンシアをエスコートして。
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　───庭のバラ、今の時季は綺き麗れいなんじゃないかな……。

　人で埋うまった室内を、オリビアは縫ぬうように歩く。

　小さな舞踏会、というのは最早噓うそだと、オリビアは思った。数えきれないほどの参加者がホールに集まっている。

　オリビアの見知った貴族もいれば、向こうだけが親しげに声をかけてくる婦人達も多い。「懐なつかしいわね」、「いつ見ても元気そうね」。そう言う彼らにお決まりの笑みを返し、丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをしてみせる。

　そうやっている間に、コンラッドはいつの間にか自分の側から離はなれてしまった。ちらりと様子を眺めると、団員らしい騎士達と何事か話し合っている。警備のことなのだろう。真剣な目や表情を見ると、自分自身の今の境きよう遇ぐうに落ち込む。

　本来なら、自分もそこにいたのに、と。

　自ら願い出てアルフレッドの護衛騎士を降りてみれば、なんのことはない。領主館に自分の居場所はなかった。

　ただの「オリビア・スターライン」という十五歳の少女に戻もどれば、誰も自分を目に留めない。じっと壁かべ際ぎわに立っているだけで、存在さえ消え失うせそうだ。

　俯うつむいて、目立たぬように、人の波を歩く。

「殿下の隣となりにいる少女が……？」「だろうな。このような場にエスコートするのだから」

　参加者の声が聞きたくもないのに耳に入ってくる。

　そのたびに、ずきずきと右みぎ肩かたの傷が痛んだ。

　───婚こん約やく者、か……。アル、結婚するんだ、あの侯こう爵しやく令れい嬢じようと。

　不思議と、シンシアの顔や姿より、アルフレッドの顔が次々と頭に浮かぶ。

　勝負に負けて悔くやしがる顔や、爆ばく笑しようしている顔。大きく口を開けてアップルパイにかじりつく顔や、だらしなく寝ねている顔。

『オリビア！』

　自分を呼ぶあの声。実は、二人だけのときは訛なまりを隠かくさずに話すから、抑よく揚ようが少し違ちがう。アルフレッドは、アレクシアの外国語訛りを受け、子し音いんに少し特とく徴ちようがある。本人が気にして隠しているせいか、他人の前で呼ぶオリビアの名前と、二人だけのときに呼ぶ名前は、違う発音なのだ。

　───もう、そんな風に名前を呼ばれないのかな……。

　そもそも、二人っきりになることなど、今後ないのだ。

　そう思い至り、オリビアはぎゅっ、と衣い装しようを摑つかんだ。

　勢いよく足を振り出すと、絹の裾が素す足あしに触ふれ、柔やわらかなその感かん触しよくになんだか心が安定しない。いつもは軍ぐん靴かだ。布など触れようがない。慣れぬ感覚と、ざわめく室内に酔よいそうだ。舞踏会と言いつつ、ダンスはまだ始まらない。




　オリビアは逃にげ出すようにテラスに近づき、観音扉とびらの取っ手に指をかける。

　外は冷えているのだろうか。

　金色の取っ手はやけに冷たく、指先を通じて心臓にまで針のような痛みを残した。思わず手を離したが、突とつ如じよ背後で巻き起こる大笑いに肩を押されるように、扉を開く。

　ふわり、と。夜風がオリビアを包んだ。

　澄すんだ、どこか透とう明めい感かんのある香かおりが鼻先を掠かすめる。オリビアは庭園に顔を向けた。かがり火がところどころ焚たかれた庭は、今、一面バラが花盛りとなっていた。夜よ闇やみに沈しずみ、残念ながら白いバラしか見ることはできないが、それでもこの香りが薄うす紅べに色いろのバラが漂ただよわせる匂においだということは知っている。

　庭には、人ひと影かげがなかった。

　オリビアはそのことに安あん堵どする。

　この大広間から見える庭園も、オリビアは小さい頃ころからよくアルフレッドと走り回っていた。

　特にバラが見頃となるこの時季は、家令から「根が傷いたむから入ってはいけない」と言われていたが、追いかけっこの延長で突入し、大目玉を何度も食くらった。

　そのときのことを思い出し、ふふ、と知らずに笑みこぼれる。懐かしい。

　───外に出て、正解だったかも。

　昼ならまだしも、夜では流石さすがに誰もバラを観みに庭には来ないのだろう。

　オリビアは深く胸の奥まで庭の香りを吸い込んだ。室内とは違う、豊かな空気を肺に満たす。

　夜が深まり、温度が下がったのだろう。冷えた風がオリビアの身体からだから熱を奪うばうが、却かえって頭が冴さえた。

　大理石のテラスに足を踏ふみ出すと、かつりと無機質な音が鳴る。ちらりと足あし下もとを見た。

　赤いストラップが二本ついたヒールだ。アレクシアが若い頃に履はいていたのだという。留め具につけたブリリアントカットの玻は璃りが目に入る。

　───アルならきっと、惜おしげもなく金こん剛ごう石せきを使いそう。

　ふとそう思い、笑みを深めた。いや、それとも意外に装そう飾しよく品なんてつけないかもしれない。おれが一番輝かがやいているからな。そんなことを平然と言いそうだ。

　───アルならきっと……。




『見ろ。オリビア。おれは女装でも世界一だ』『オリビアー。ヒールで走るときのコツを教えてやるよ』『馬ばぁ鹿か、オリビア。お前には、これだ、これ。似合わねぇよ、そんな服。こっちにしろ』

　オリビア、オリビア、オリビア、オリビア。

　自分の名前を、不思議な調子で呼ぶアルフレッド。

『はぁ？　女装で世界一になって嬉うれしいの？』『そんなコツ、知らなくていい。無む駄だ知識』『私が好きな服を、私が気に入って着てるのに、何が悪いのっ』

　彼の言葉に、いちいち言い返す自分。

　無視していればいいのに、言われたことに反応し、まぜっかえし、笑い合う。

　そして気づく。

　今、ようやく気づく。

　楽しかった。面おも白しろかった。嬉しかった。

　そして。

　大好きだったのだ。

　意識さえしないほど、大好きだった。

　気づけば目で追い、離れたくないと願うほど強く。

　大好きだったのだ。




　そんな、自分の心の基き盤ばんを作る感情の一いつ端たんに触れ、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしたとき。

　こつん、と。踵かかとの鳴る音に振ふり返る。

　観音扉は開いていない。誰だれかが庭に来たわけではないようだ。

　こつん、と。踵がまた、大理石を蹴ける。

　オリビアは「音」を探して首を巡めぐらせた。耳に着けた真しん珠じゆのイヤリングがふたつ、オリビアの動きに合わせて、かちり、と鳴る。結ゆわずに下ろした黒くろ髪かみが、ふわりと揺ゆれ、夜闇にまぎれて溶とける。

　その、刹せつ那な。

　ぐい、と腕うでを摑まれる。

　息を吞のむ。顔を見た。

　瞳ひとみが、捉とらえる。

　アルフレッドを。

「オリビア」

　テノールの声が頰ほおを撫なで、首筋を掠めて消える。湖こ氷ひよう色いろの瞳が自分だけを見つめ、摑まれた腕に力が込もった。オリビアは、間近にいるアルフレッドを見る。

「どうして……」

　どうして、ここにいるのだ。ホールにいるのではないのか。舞ぶ踏とう会に。シンシアと舞踏会にいるのではないのか。

「なんでここにいるの」

　声が震ふるえた。みっともなくて、ぎゅっと下した唇くちびるを嚙かむ。視線の先では、硬かたい表情のアルフレッドが自分の右手首を摑んで立っていた。

「絶対、お前、庭に出てくると思って」

　感情の窺うかがいしれない声がオリビアの睫まつげを揺らした。強い眼まな差ざしはオリビアに向けられたままだ。真っ直すぐ。ただただ、自分の姿を映していた。

「今のこの時季なら、絶対バラを観に、お前は庭に出てくると思って、待ってた」

　強く手首を握にぎられ、オリビアは「痛い」と怯おびえた声を漏もらす。そこで初めて、アルフレッドは表情を緩ゆるめた。「悪い」。呟つぶやくように言い、強こわばった指から力を抜ぬいたが、手を放す気はないらしい。オリビアの右手首を摑んだまま、わずかに瞳を伏ふせた。

「シンシア嬢じようは……？」

　オリビアは素す早ばやく周囲に視線を走らせる。こんなところ、彼女に見せられない。誤解されたらどうするのだ。咄とつ嗟さにそう思い、腕を引き抜こうとしたが。

　数日前に彼女から投げつけられた不ぶ躾しつけな視線を思い出して、腕から力を抜く。彼女ならきっと何も思いはしないだろう。「また仕事の話だ」。そう思うかもしれない。

「シンシアなら、化け粧しようでも直してるんじゃないか。知らねぇ」

　興味なさそうにアルフレッドは答え、ぐい、とオリビアの腕を引いた。

「ちょっと、何よ」

　オリビアはよろめく。今日は軍靴ではない。高さはそれほどないが、ピンヒールだ。腕を引いて歩かれれば姿勢が安定せず、前のめりになりながらアルフレッドについて行かざるを得ない。踏ん張れないのだ。

「やめて、ってっ」

　苛いら立だったように声を荒あららげると、ようやくアルフレッドが歩みを止めた。

　テラスの脇わき。すでに、バラ園に足を踏み入れたようなところだ。

　観音扉とびらから漏れ出る室内の灯あかりも届かず、かがり火の熱も感じない。

　夜の闇と冷気と。星空から降るような静せい寂じやくに包まれた場所で、オリビアはアルフレッドに手首を摑つかまれたまま、立っていた。

「悪かった」

　ぶっきらぼうに声を投げつけられ、戸と惑まどう。謝罪ならさっき受けた。自分も彼に謝ったはずだ。それなのに、アルフレッドは頼たよりなげに、肩を落としている。

「お前が怪け我がしたあの晩……。あの後、どうなったか、お前聞いたか？」

　上うわ目め遣づかいに自分を見やるアルフレッドに、オリビアは、おずおずと頷うなずいた。

「衛兵がすぐに向かったけど、何の情報も得られなかった、って。男達も見つからなかったとは聞いたけど……」

　オリビアの言葉に、アルフレッドは深い息を吐はいた。

「手がかりが全くない。お前の血以外、痕こん跡せきはなかったそうだ。なんとなく、行きずりの酔すい客きやくがおれ達に絡からんだんじゃないか、と衛兵は思っている」

「言ってないの!?　『魔ま術じゆつ師しと猟りよう犬けん』のことを！」

　目を見開く。コンラッドだけが知らないのだろうかと思っていたが、この様子ではアルフレッドは誰にも報告していない。

「今からでも言ってよ！」

　オリビアは口早に言葉を飛ばし、アルフレッドを睨んだ。もうひとつのいやな予感が胸に沸わき上がる。

「まさかと思うけど、アル。一人で危ないことしてないでしょうね……っ」

　切せつ羽ぱ詰つまってきつい声が口から飛び出す。この男、もしかして、一人で追おうとしているのではないか。彼の性格では十分考えられることだ。

「危ないことだけはしないでよ！　もう、私……」

　私はいないんだよ、という言葉は寸前で飲み込んだ。自分がいたからといってなんだというのだ。苦い記き憶おくが右みぎ肩かたの傷を疼うずかせる。

「してない。『夜の街ナイト』には一人で行ってないし、反省もした」

　アルフレッドは柳りゆう眉びを寄せ、下唇を嚙む。その様子に、オリビアは息を吐いた。よかった。『おれ一人でも追う』とか言いだすのかと思った、と肩から力を抜く。

「……本当に、悪かったと思ってる」

　掠かすれたアルフレッドの声に、オリビアは目を瞬またたかせた。視線の先で、彼はうなだれたままだ。

「お前に怪我をさせて悪かった。おれの判断が間ま違ちがっていた。もっと慎しん重ちようにノア達を探さぐれば良かった」

　一息にそこまで言うと、アルフレッドは伏せていた瞳を上げる。湖こ氷ひよう色いろの瞳が、オリビアを見つめ、揺らぐ。

「おれが、悪かった」

　語ご尾びに風の音が混じる。かがり火の中で木が爆はぜた。オリビアは息を吞む。

「……アル」

　思わず名前を呼んだ。謝って欲しい訳ではないのだ。この件に関しては、完全に自分が悪い。アルフレッドを守れなかった自分が悪いのだ。無力で、非力で、無策な自分が、ウィリアムのように振る舞まえると思った傲ごう慢まんさが生んだ必然なのだ。

「謝らないでよ」

　声が震えた。謝られると、余計に自分が情けなくなる。

「だから、今度はもっと下準備をして、お前のことにも気を付ける」

　その言葉に、俯うつむいていたオリビアはぎょっとして顔を上げた。

「情報も集めて、衛兵からも話を聞いて……」

「何言ってんの！」

　思わず怒ど鳴なった。目の前には、きょとんとしたような顔のアルフレッドが立っている。相変わらず、自分の手を握ったまま。

「何って……。二人で追おうぜ。『魔術師と猟犬』を。このままにはしとけねぇよ」

「冗じよう談だんじゃない！」

　オリビアは瞬しゆん間かん的てきに燃え上がった怒いかりのまま、大声をぶつけた。

「まだ懲こりてないの!?　そんな危ないことはやめて！」

　もう、理解ができないとオリビアは怒鳴り散らしたかった。『二人で追おう』。よくもそんな発想になるものだ。

　あの日。あの晩。あの路地裏で。

　自分はアルフレッドを守れなかった。彼の身を危険にさらした。

　力が足りなかった。判断ができなかった。守り切れなかった。

　だから。

　だから、オリビアは降りたのだ。彼を守る、という職務から。

　それなのにこの男は、と憤いきどおりのために眩暈めまいを起こしかけながら、アルフレッドを睨みつける。

「私はアルを守れない……っ」

　食いしばった歯の間から呻うめくようにオリビアは告げる。だが。

「お前に守られる気はない！　自分のことは自分で守れるっ」

　焦じれたようなアルフレッドの言葉は、予想以上の衝しよう撃げきでオリビアの心を砕くだいた。




　今までも。そして、これからも。

　自分はアルフレッドを守る気でいた。

　アルフレッドの隣となりで、彼を取り巻くいろんな障害から庇かばう気でいた。

　強がりで、大人の前では良い格好ばかりしているアルフレッドだが、基本的に繊せん細さいで優やさしい性しよう根ねなのだということを自分は知っている。

　まだ小さい頃ころは王都の王子達にからかわれては悔くやしげに俯き、容姿の件で侮あなどられては負けるものかと涙なみだを堪こらえて武芸に励はげみ、社交的に振ふる舞まうことに疲つかれてはヒースの茂しげみで丸まっていることを。

　だからこそ、オリビアはアルフレッドを守ってやろうと思ったのだ。

　アルフレッドの立場からは言えないことを大声で言い、アルフレッドがやりたいけれど諦あきらめたことを、「やってみたい」と宣言して共にやり、『強くなりたい』と願うアルフレッドと剣けんを交えてきた。それなのに。

『守られる気はない』『自分の身は自分で守る』

　そうきっぱり言われてしまえば。




「……そうね」

　乾かわいた笑い声が漏もれた。あはは、と自分でも驚おどろくほど陽気な声が喉のどからあふれ出る。

「アルは自分でなんでもできるんでしょう。もう、私が隣にいる必要はないわね」

　そうだ。彼の言うとおりだ。

　自分にはできなかった。自分には何もなかった。気づけなかった。

　アルフレッドを守るための力も、判断力も、この両手にはなかった。

　何より、隣にいて彼を守り続けるという、覚かく悟ごそのものがなかったのだ。

「違……」

　狼狽うろたえたようにアルフレッドが言葉を放つが、オリビアはすっぱりと断たち切った。

「シンシア嬢じようを妻に迎むかえて、コンラッド殿どのが作る騎き士し団の側そばにいればいい」

「なんでシンシアが出てくるんだよっ」

　頑がん是ぜない子どものようにアルフレッドが怒鳴る。だがオリビアは怯ひるまない。笑えみを口元に湛たたえたまま、アルフレッドを見上げた。

「シンシア嬢も、アルも、きっとコンラッド殿が守ってくださる」

　オリビアは翡ひ翠すい色いろの瞳ひとみを幼おさな馴な染じみに向ける。

　たった二日会わなかっただけなのに、こんなに彼は背が大きかっただろうか。テノールの声はこんなに耳に心ここ地ちよかっただろうか。金の長い髪かみは、こんなに美しかったろうか。

「だから、私の居場所はもう、ここにはない」

「『夜の街ナイト』はどうするんだ」

　湖氷色の瞳がオリビアの心を捉とらえる。

「あそこにいる住民はお前を待ってる。お前は『夜の街ナイト』にも居場所がない、っていうのか」

　語ご気き荒あらく言われ、怯んだ。心に浮うかぶのは、字を教えた子ども達や、ざっくばらんに話しかけてくる街がい娼しよう達の顔だ。

「お前がいるから、おれは『夜の街ナイト』に行けたんだ」

　俯くオリビアの顔を覗き込み、アルフレッドは言いつのる。宥なだめるように声をかけてくる。

「お前と一いつ緒しよだから、おれはあそこで頑張れたんだ。戦えたんだ」

「だけど、私はアルを守れない……っ」

　喉から絞しぼり出したのは、情けないほど震ふるえた声だった。

　自分はアルフレッドを守れない。実力がない。怖こわい。いや、それ以上に。

　足手まといになりたくない。

　使えないヤツだと思われたくない。

「……『夜の街ナイト』に行きたいなら、コンラッド殿に頼たのんでみて……」

　自分で自分に嫌いや気けが差した。口に出した言葉に、嫌けん悪お感かんしか浮かばない。そんなことを言う人間だと思わなかったと、アルフレッドも見限れば良いい。そうすれば……。

「なんで、さっきからコンラッドが出てくんだ」

　硬い声が夜風を斬きった。

　それまで、彼にしては珍めずらしく穏おだやかで、慰なぐさめるような声こわ音ねを使っていたのに。

　オリビアは、顔を上げる。数秒前まで困こん惑わくや戸と惑まどいを映していたアルフレッドの湖こ氷ひよう色いろの瞳は、オリビアが口にした名前に即そく座ざに反応したようだ。瞳どう孔こうが収しゆう斂れんし、遠方のかがり火の光さえ内包して荒ぶる。

「だいたい、お前、さっきのなんだよ、ダンス踊おどる、って……っ」

「知らないわよ！　あんただって、何よ！　婚こん約やくの話なんて初めて聞いたっ」

　オリビアは怒鳴り返す。自分を睨にらみ付けるアルフレッドの瞳を逆に見返した。

「私はもう、アルの隣にはいられない。護衛騎士からも外れたの！」

「そんなのは、おれが許さない」

　唸うなるようにアルフレッドが言う。ぎゅっと手首を摑つかまれるが、オリビアは退ひかない。涙を堪えるために目め頭がしらに力を入れ、泣かないためにひりつく喉で喋しやべり続ける。

「だって、私。きっともう強くなれない。アルを守れるほど、強くなれない」

「おれは自分のことは自分で守る、って言ってんだろうが」

「じゃあ、もうアルの隣にはいられない」

　首を横に振ふる。真しん珠じゆのイヤリングが揺ゆれた。かちり、と鳴る。拍ひよう子しに。その振しん動どうに。そのかすかな音に。目から涙が零れた。

「私はアルを守るために隣にいたの。アルが私を必要としていないなら、私はもういられない」

　彫ちよう像ぞうのように立ち尽つくすアルフレッドに、オリビアは言う。嗚お咽えつを堪え、声を震わせながら。

「コンラッド殿がアルを守ってくれる。シンシア嬢がアルを支えてくれる」

　潤うるんだままの瞳で、アルフレッドを見上げた。

「私は私の居場所を、自分で探す」

「それはおれの隣だ」

　苛いら立だったようにアルフレッドが言うが、オリビアは首を横に振った。違ちがう。自分にはその資格がない。力が足りない。立場さえない。気づいてみれば、自分には何もなかったのだ。

　アルフレッドの隣に立つための、何かが。

「私は、アルの隣には」

　いられない。

　そう言おうとしたオリビアは、だが突とつ如じよ手を引かれる。「あ」と声が漏れた。よろめき、足を前に出す。前ぜん傾けい姿勢のまま、なんとか身体からだを止める。上半身を立て直そうとして顔を上げた。

　そのオリビアを、不意に甘い香かおりが包んだ。

　バラじゃない。桃ももに似た香り。アルフレッドの香こう水すい。

「あ……」

　自分は何を言おうとしたのだろう。『アル』だろうか。『危ない』だろうか。ただ、その先を紡つむげない。

　オリビアの唇くちびるは、アルフレッドの唇に塞ふさがれた。

　オリビアは、息もできず、ただただ中ちゆう途と半はん端ぱな姿勢のまま動きを止めた。

　ぎゅっと、押し当てられた柔やわらかなアルフレッドの唇。

　鼻び腔こうを掠かすめる甘い香水。無造作に握にぎられた右手首。

　ふっ、と。

　アルフレッドの呼気が漏れる。唇が離はなれた。

「その先を言うことは、おれが赦ゆるさない」

　睫まつげが触ふれ合うほどの距きよ離りでアルフレッドがオリビアを見み据すえる。オリビアは動けない。強く射い竦すくめられて動けない。目がそらせない。

「お前の居場所は、おれの隣だ」

　低く震える空気。アルフレッドの声。それがオリビアの頰ほおを撫なで、髪を滑すべる。
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「あ……」

　自分は何を言おうとしたのだろう。

　わからないままオリビアは声を漏らした。アルフレッドがオリビアを見ている。先を促うながしている。何を言おうとしているのか、と。お前は、何をおれに伝えようとしているのか、と。オリビアの唇を見つめている。




「オリビア嬢？」

　だが、二人の間に突如響ひびき渡わたったのは、伸のびのある声だ。訝いぶかしそうなその声にオリビアは、「ここです」と悲鳴のような声を上げた。

　どん、と空いた左手でアルフレッドの胸を突つく。右手を力いっぱい振ふった。アルフレッドが手を放す。オリビアは安あん堵どの息を漏らして彼に背を向けた。

「オリビア嬢？」

　かちゃり、と観音扉とびらの開ききる音がした。オリビアはその音に向かって駆かけ出す。

「明日の晩。『夜の街ナイト』で待っている」

　静かにアルフレッドの声が追いかけてきたが。

「今からダンスが始まるらしいぞ。約束通り、一緒にどうだ」

　からかうように笑うコンラッドに向かって、オリビアは走った。




「姿が見えないからどこに行ったのかと思ったら……。おお、バラが見事だ」

　室内から漏れる光を纏まとうコンラッドの姿が、涙なみだで滲む。オリビアはぎゅっと目をつむったまま、彼に抱だきついた。肩かたが細かく震える。背中に回した腕うでで、コンラッドの上着をきつく摑んだ。痛い。さっきまで握られていた右手首が痛い。そこだけ、ぬくもりが引かない。

「え……？　オリビア嬢じよう、どう……？」

　戸惑うコンラッドの胸にオリビアは顔を押し付ける。「すみません」。呟つぶやくようにそう答えた。背後で、かすかに足音がする。アルフレッドだろう。コンラッドの動きが一いつ瞬しゆん止まる。

　───アルといたことを、気づかれた……？

　そっと顔を上げる。コンラッドは闇やみに向けていた榛はしばみ色いろの瞳ひとみをオリビアに向けた。

「会場に、居場所がなかったのか？」

　鷹おう揚ように笑うと、ぼすぼすとオリビアの頭を撫でる。

　この様子ではアルフレッドに気づいていないのだろう。吐と息いきを零こぼし、肩を小刻みに震わせたまま、オリビアは身を竦める。

「誘さそうのが遅おそくなって悪かったな。警備のことがあったから……。さぁ、中に入ろう」

　コンラッドの優やさしい声が頭の上に降ってくる。オリビアは抱きついたまま、小さく頷うなずいた。自分の背中を、コンラッドが優しく撫でる。

「居場所がないなら、これから、俺の隣となりにいればいい」

　コンラッドの声に、再びオリビアは顔を上げ、彼の視線をなぞった。

　コンラッドが見ているのは、自分ではない。闇に沈しずむバラ園だ。

　誰だれもいるように見えないが、と耳を澄すましたオリビアは、彼の視線の先で、かすかに遠ざかる足音を聞いた気がした。
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「アリー。ねぇ、合ってる？」

「え？」

　アルフレッドは目を瞬またたかせ、声の主を見た。顔を上げた瞬間、青石の耳みみ飾かざりが揺れる。知らずに握りしめていたチュニックから指を離すと、しびれたような痛みを残した。

　リリーと皆みなから呼ばれている四歳の女児が、尻しりを付けて地面に座り、そんな自分を見上げている。手に持った棒きれで地面にアルフレッドが書き付けたいくつかの算式に、答えを書いたようだ。

「ああ。ごめん」

　アルフレッドは慌あわてて身を屈かがめ、簡単なその計算式を見る。途と端たんに耳を掠めたのは、大げさなため息だ。ちらりと視線を移動させると、胡座あぐらをかいたリリーが膝ひざに頰ほお杖づえをつき、つまらなそうにアルフレッドを見上げていた。

「オリバーがよかった」

　ぶっきらぼうにそう言われ、言葉に詰つまる。胸の前でショールをかき合わせ、素す直なおに「ごめんなさい」と謝った。

「ちゃんと見るから」

　アルフレッドはぎこちない笑えみを浮うかべ、リリーの手から棒きれをつまみ上げた。合っている解答に上から順番に印をつけていく。

『夜の街ナイト』の子どもに、文字や簡単な計算を教えよう、と言ったのは自分だったのか、オリビアだったのか。今となっては判然としない。当初は、地面が露ろ出しゆつしている場所で、たった三人の子どもに教えることから始まったのだが、いつの間にか数十人の子ども達であふれかえる事態になっていた。

「全部正解」

　アルフレッドはにこりと微笑ほほえむ。リリーは、破顔してアルフレッドを見上げた。

　あれほど対応に苦く慮りよしていたのが噓うそのようだ、とその笑顔を見て思う。いまや、アルフレッドのところに来る子どもはリリー一人だ。オリビアが。いや、オリバーが『夜の街ナイト』に来なくなった途端、子どもの足は遠のいた。

　原因ははっきりしている。

「オリバーも褒ほめてくれるかな」

　満面の笑みでリリーが尋たずねてくる。アルフレッドは強こわ張ばった笑みのまま頷いた。口紅を塗ぬった唇で辛かろうじて「そうね」と応じる。そうだ。オリビアが来なくなったから、子ども達は姿を消したのだ。




『すごいな。良くできた。ご褒ほう美びだ』

　そんなオリビアの声が聞こえた気がして、アルフレッドは反射的に振ふり返る。

　男装姿のオリビアが、腰こしの革かわベルトにつけた袋ふくろから飴あめ玉だまを取り出し、しゃがみ込んだ。子ども達に金銭を与あたえても、親が奪うばってしまうことに気づいてから、オリビアは常に「飴」を持ち歩いている。飴なら大人に奪われない。子どもの口に入って、笑顔を生む。

　オリビアは子どもに手を伸ばし、くしゃくしゃとその頭を撫でてやる。褒められた子どもは、嬉うれしくて飴玉より先にオリビアに抱だきつく。子どもが不潔だろうが病気だろうが関係ない。オリビアはいつも笑いながら、自分に飛び込んでくる子どもを抱きしめていた。




「……どうしたの？」

　訝しげなリリーの声に、アルフレッドはまばたきをした。

　途端に。残像が夜闇に溶とける。そこにはただ、薄うす暗ぐらい街路が広がるばかりだ。

　オリビアの姿など、どこにもない。

「なんでも」

　アルフレッドは乾かわいた笑い声を漏もらし、リリーに向き直った。ぐるり、と。踵かかとを起点にして身体からだを回す。途端に体勢を崩くずしかけて慌てて足を踏ふん張った。なんだかバランスが悪い。

　───まるで、片かた翼よくをもがれたようだ……。

　思わず肩をさすりながら、アルフレッドは心の中で独りごちる。

　オリビアがここに来ることはもうないだろう。

『明日の晩。「夜の街ナイト」で待っている』

　舞踏会の日そう言ったのに、彼女は来なかった。昨日も。その前も。

　領主館でも顔を合わせることはない。オリビアはアレクシアの護衛騎き士しとなり、別べつ棟むねにあるアレクシアの部屋に常に詰めている。

　ひょっとしたら、今日は『夜の街ナイト』に来ているかもしれない。

　ただ、会いたい、と。そんな淡あわい期待を抱いだいて、アルフレッドは時間を見つけては領主館を、夜に忍しのび出るが。

　彼女に出会うことは、なかった。

　相変わらず、『魔ま術じゆつ師しと猟りよう犬けん』の噂うわさを聞いたが、数日前のような執しゆう着ちやくは湧わかなかった。

　二人で追うことがアルフレッドには重要だった。オリビアと二人なら、やれる。なんだって解決できる。ずっとそう思っていた。

　だが、今。彼女は『夜の街ナイト』にいない。

　アルフレッドは、『魔術師と猟犬』に対する興味さえ失うせて、ただ一人『夜の街ナイト』を彷徨さまよう。

　ひったくりや酔すい漢かん同士のけんかをいくつか見たが、以前のように自分でどうにかしようという気力はなく、自警団を呼んでやり過ごした。

　また狙ねらわれるかもしれないという危機感は常にあったし、オリビアがいない、という状じよう況きようを理解してもいた。

　だからこそ、当初は自衛の策をいくつか弄ろうしていた。

　オリビアは『コンラッドに相談しろ』と言ったが、冗じよう談だんじゃない、と顔を顰しかめる。自分の身ぐらい、自分で守れる。アルフレッドは、オリビア以外を自分の隣となりに置くつもりはなかった。

　ただ、念のため、危険な地区には近づかないし、絶対に一人にはならなかった。人目につくところで、誰かの視線を意識して行動するようにしていた。

　それは、自分のため、というよりオリビアのためだった。

　自分が傷つくことで、オリビアをこれ以上追い詰めたくはない。自分が危険に近づくことで、オリビアを不安にさせたくない。

　だけど、と深い息を吐はいた。

　もう、オリビアは『夜の街ナイト』に来ない。

　自分の隣で笑いかけることもないだろう。

　ぼんやりとだが、アルフレッドは気づき始めた。オリビアが隣にいない。声も聞こえない。

　そんな日々が、だんだんとアルフレッドの日常になりつつあるのだ、と。

　日中、オリビアの代わりに自分の側そばにいるのはコンラッドであり、シンシアだ。

　彼らの言葉を聞くたび、声に触ふれるたび、背中から翼つばさがもがれるような痛みを感じる。オリビアが近くにいない。そのことだけを実感させられる。

　コンラッドやシンシアの発する『音声』は、確実に自分の背に生えた翼を壊え死しさせた。宙に舞まい散る羽根と、朽くち果てた翼が地面に落ちる音を聞きながら、アルフレッドはただ、領主館で、偽いつわりの笑みを浮かべ続けている。

「オリバー、来ないの？」

　首を傾かしげてリリーが尋ねた。アルフレッドは曖あい昧まいに頷うなずく。

『もうずっと来ないかも』。その言葉は理性で押し込む。喉のどの奥に飲み込んだ。今晩は確か、アレクシアの供をして海港に出向いているはずだ。

「けんかでもしたの？」

　気づけばリリーが立ち上がり、下からアルフレッドの顔を覗き込んでいた。

「……けんか……」

　アルフレッドは呟つぶやく。

　あれは、けんかだったのだろうか。双そう方ほう共に強ごう情じように持論を展開したことについては理解している。オリビアが『護衛騎士をやめる』と言い出し、自分の側から離はなれようとするから腹が立ったのは確かだ。それが原因で言い争ったような気はしているが。

「悪いのは、あっちだから」

　むっと口の両りよう端たんを下げた。

　そうだ。自分は悪くない。確かに、怪け我がをさせたのは自分だ。オリビアに危険な橋を渡わたらせた。そのことについては重々反省している。ついでに言うなら、実はウィリアムからも、この一件について、翌日、一発殴なぐられている。

『これは、嫁よめ入いり前の娘むすめを夜に連れ出された父親からの一発です』

　にっこり笑ってそう言われ、言葉もない。執しつ務む室での出来事だった。ユリウスはそんな様子を一いち瞥べつし、『まぁ、お前が悪いな』と一言告げただけで、アルフレッドは更さらに落ち込んだ。

「……だから、ちゃんと、謝ったし」

　腕うでを組み、胸を張ってリリーを見下ろす。そうだ。自分はちゃんと謝ったのだ。『悪かった』、『自分の身は自分で守るから』。だから、帰ってこい、と自分は言ったつもりだ。おれの隣に戻もどってこい。そう言ったのだ。

「それなのに、あいつが……」

　思わず地声になりそうになり、アルフレッドは咳せき払ばらいをして誤ご魔ま化かした。

　───それなのに、あいつがまだしつこく『隣にいられない』とか言い出すから。

　腹が立って、口を塞ふさいでやったのだ。これ以上、何も言わないように。

　───だって、あいつは、おれの側にずっといるんだと思ってたのに……。

　けんかなら、やり直せる。そう思って。

「謝ったのに……」

　アルフレッドは沈しずんだ声を漏らす。知らずに肩かたが落ちていた。

　それなのに、オリビアは振り返りもせず、あの男に抱だきついた。おまけに、ダンスまで踊おどりやがった。

　コンラッドについては、あのバラ園では、自分がいることを知っていて、わざとあんな台詞せりふまで吐いた。知っててあの男は、「居場所がないなら自分の隣にいろ」とか言いやがったのだ。彼のあの、「してやったり」感溢あふれる顔を、アルフレッドは一生忘れない。

『夜の街ナイト』もそうだ。約束していた日どころか、七日経たった今日に至るまで姿も見せない。

「……絶対、アリーが悪いと思う」

　吹ふき上がる怒いかりを必死で抑おさえ込んでいたら、リリーが断言する。アルフレッドは目を瞬またたかせた。「なんでよ」。思わず聞き直すと、大げさにため息まで吐かれてしまった。

「アリーは謝ったと思ってるんだろうけど、オリバーは思ってないと思うよ」

「どうして」

　意固地になって言うと、「ほら、それよ」と指し摘てきされてまた戸と惑まどう。意味がわからない。

「どういう……」

　どういうこと。そう問おうとしたときだ。

「アリー！」

　切せつ迫ぱくした声に、反射的に振ふり返った。薄うす闇やみに目を凝こらす。「ローラだ」。リリーの呟きに頷いた。視界の先で、スカートを摑つかんで必死に石いし畳だたみの街路を走る彼女の姿が見える。

「どうしたの、ローラ」

　また、誰だれかに追われてでもいるのだろうか。心配したアルフレッドに、息せき切って彼女は取りすがった。

「エラが！　帰ってこないの！」

「エラが……？」

　自分の両腕にしがみつくローラを支え、アルフレッドは戸惑った視線を彼女に向ける。

「どこに行ったの？」

　真っ先に考えたのは、あのヒモ男のことだ。やつがまた帰ってきたのだろうか。

「『魔ま術じゆつ師しと猟りよう犬けん』のところ」

　ずっと走って来たからだろう。ローラはそこまで言い、激しく咳せき込んだ。リリーが小さな手を伸のばし、その背中を撫なでてやる。

「『魔術師と猟犬』……？」

　予想外の言葉にアルフレッドはオウム返しに問う。ローラはがくがくと首を縦に振った後、顔を上げた。

「声がかかって……。誰か娼しよう婦ふを寄よ越こしてくれ、って。この街を離れるから、パーティーをするつもりだ、って」

　ローラの言葉は断だん片ぺん的だったが、繫つなぎ合わせると、「『夜の街ナイト』を出て、次の興行先に向かう。その打ち上げを行うので、酌しやくをしてくれる娼婦を誰か、宿舎に寄越してくれ」そんな依い頼らいが街娼の元もと締じめのところに入ったらしい。だが。

「そんな仕事、誰も引き受けないでしょう……？」

　アルフレッドが眉まゆ根ねを寄せる。危険すぎる。来てくれ、と言われても街娼達は尻しり込ごみするに違ちがいない。彼女らは基本、『自宅』あるいは、決められた『部屋』で商売する。

　危ないからだ。

　初めて訪おとずれる家に何が隠かくしてあるかわからない。一人だ、と言われて部屋に行き、複数の男が潜ひそんでいたり、ノーマルな性せい癖へきだ、と言っていて自宅に拷ごう問もん部屋が用意されていたりしたら目も当てられない。

　だから街娼達は絶対に、『客の自宅』には行かない。街娼達の元締めも、そのことはわかっているはずだ。

「……多分、お金だと思う。ものすごいお金を、元締め、もらって……」

　ローラが下した唇くちびるを嚙かんだ。アルフレッドは小さく舌打ちする。だとしたら、元締めは最初からエラを選んだのだ。

　断れないと知っていて。この『夜の街ナイト』以外で生活することができないと知っていて。危険だとわかっていても、受け入れるしかない状じよう況きようであることをわかっていて。

「もし、教会の鐘かねが鳴っても戻らなかったら、アリーに知らせて、ってエラ、私に……」

　ローラは涙なみだぐみながらアルフレッドに伝える。アルフレッドは頷いた。エラも危険は十分知っていて予防線を張っていたのだろう。だったら。

　助けに行く。

　そう言いかけた口を塞いだのは、オリビアの声だった。

『危ないことだけはしないでよ！』

　必死な目で訴うつたえられたオリビアの言葉。彼女は繰くり返し言った。もう、守れないのだ、と。守る力がないのだ、と。

　そんなことはない。ただ、隣にいてくれればいいのに。いつものように、自分に笑いかけ、共に肩を並べてくれるだけで。

　それだけで、自分は強くなれるのに。誰よりも。

　二人なら、なんだってできるのに。

「……アリー……」

　言葉をこらえたアルフレッドに、ローラが戸惑ったように声をかける。アルフレッドは強く拳こぶしを握にぎりしめた。

　危険だ、とは思う。自分を引き寄せるための罠わなのような気もする。だが。

　エラを、『夜の街ナイト』にしかいられなくしたのは、他ほかならぬアルフレッドだった。

　情夫から引き離すためとはいえ、この『夜の街ナイト』でしか商売できないような状況にしたのは、自分自身の判断だ。結果的にそれが今、裏目に出ている。

「……行く。どこ？　あいつらの宿舎は」

　アルフレッドはきっぱりと告げた。自分自身で始末をつけねば。ローラは頷うなずいて口を開いたが、「待って」と幼い声が上がる。リリーだ。

「オリバーを連れて行った方が良いいよ！　オリバー、どこにいるの？　アリー知らないの？」

　不安げな声でそう言われた。慌あわてたようにローラも続く。

「そうね。それがいい。オリバーは？」

　アルフレッドは口を引き結ぶ。中央に寄った眉根に、ローラもリリーも口を閉じた。アルフレッドが何か言ったわけではない。彼らも何かを聞いたわけではない。

　だけど、察した。アルフレッドは何かを決意したのだ、と。

「教会の鐘はさっき鳴ったわよね」

　確かく認にんするように尋たずねた。ローラは慌てて頷く。夜九時の鐘だ。修道士達はこの鐘を鳴らした後、今日一日を振り返って主に祈いのりを捧ささげる。そして、眠ねむるのだ。次に鐘が鳴るのは朝の五時。

「場所を、教えて。エラを助けに行く」

　アルフレッドの強い眼まな差ざしに見つめられ、ローラは戸惑いながらも『魔術師と猟犬』が借り切っている宿舎の場所を告げた。
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「それでね、オリビア」

　呼びかけられ、オリビアは目を瞬かせた。

　馬車の窓から流れ行く夜景を眺ながめていたオリビアは、慌てて「はい」と返事をする。

「この後の予定のことだけど」

　アレクシアが苦く笑しようしながら話しかけるから、オリビアは恥はじ入った。自分は彼女の護衛騎き士しとして同行しているというのに、完全に上の空だったのだから。

「はい」

　深く首しゆ肯こうし、斜ななめ向かいに座るアレクシアを見る。

　数十分前に、他国との貿易交こう渉しようを終えたばかりとは思えないほど、彼女はまだ元気だ。ユリウスの意向と他国の思おも惑わくが違ったらしい。予定よりも数時間押しての協議だったが、彼女は理性を失わず、ただ淡たん々たんとユリウスの指示した内容を粘ねばり強く訴えた。

『どうでしたか』

　会場から出てきた彼女に、思わず声をかけたのだが、他国の交渉人が憔しよう悴すいしているにもかかわらず、アレクシアは疲つかれも見せなかった。にこりと微笑ほほえみ、『まだまだ、これからよ』と言ってみせる。その肝きもの太さに、オリビアは舌を巻く。

「ユリウスが、何か面おも白しろい催もよおし物を企き画かくしているんですって」

　真面目まじめな顔でそう言われ、オリビアは肩かたすかしを食らったように、「はぁ」と呟つぶやいた。

「まぁ、あの人の考えることだから、あんまり期待はしていないんだけどね」

　アレクシアは肩を竦すくめる。

「貴女あなたも一いつ緒しよにどう？　見物してみない？」

　澄すんだ笑えみを浮うかべた彼女に、返答を躊躇ためらう。

　領主館での催し物となると、ひょっとしたらアルフレッドが同席する可能性がある。

　馬車の窓から見える灯あかりは、『夜の街ナイト』の街灯だ。アレクシアが外出することを彼も知っているから、今日はコンラッドを供に、『夜の街ナイト』に出かけている可能性もある。

　だが、もし予想が外れ、館内にいる彼と顔を合わせたら、考えただけでも最悪の状況だ。

「……すみません。母が心配するので、今日は帰宅します」

　オリビアは俯うつむいて答えた。母を言い訳に使う自分に嫌けん悪お感かんを覚えるし、アルフレッドから逃にげ回る自分に対しても情けなさを覚えていた。

「そう。それは残念だわ」

　アレクシアは気を悪くするでもなく、そう応じてくれる。

　オリビアは、彼女の視線から逃のがれるように、顔を窓に向けた。鏡面化した窓に映るのは、自分の顔だ。

　情けなく眉を下げ、自信なげに瞳ひとみを揺らし、項うな垂だれた姿がそこに映っている。

　───……逃げることはないのよ。

　その顔に向かって、𠮟しかりつけてみる。アルフレッドとは幼おさな馴な染じみだ。そう思い込め。気づいた感情については、押しつぶして隠せ。知らん顔をしろ。

　今までのように過ごすのだ。

　兄きよう妹だいのように、ケンカしたり、笑い合ったり、共に泣いたり。

　兄と慕したったときもあった。手のかかる弟のように思ったこともあった。油断ならない双ふた子ごのように感じたこともある。

　そのままで、過ごせば良い。理性はそう言う。指導する。決めつける。

　だが、違うのだ。身をよじってオリビアは叫さけびたい。

「兄妹」だと思えていたならよかった。弟だとかわいく思っていればよかった。双子のようだと、無む邪じや気きに笑い合えていればよかった。

　だが、自覚したのだ。

　自分の心の根底に流れるこの思いが、「きょうだい愛」ではないと。

　アルフレッドに抱いだいているこの感情は「恋こい心ごころ」だと。

　そう、気づいた今。

　───顔を、合わせられない……。

　思わずまた、俯く。

　だいたい、逃げ出したのは自分なのだ。今から思い返せば、アルフレッドは何度か助け船を出してくれていた。『隣となりにいろ』とか、『離はなれるな』とか。

　だが。

　逃げ出したのは自分だ。

　彼を守る力もない。彼を支える術すべもない。彼の隣に並び立つほどの自信があるわけではないオリビアは。

　結局、逃げ出したのだ。

　───……だ　け　ど　……。

　気づけば眉まゆ根ねが寄っていた。

　それを差し引いても、あの、アルフレッドの言動は許されるものではない。

　自分の所業を「悪かった」のたった一言で済ませ、それ以降は意見を押し通そうとした。おまけに、コンラッドを引き合いに出し、「あの態度はなんだ」となじり始めたのだ。

　こちらから言えば、シンシアの件が片付いていないのに、その言いぐさはないだろう。

　しかも突然、キスしてきた。多分、「キス」などと思っていない。本人は、「うるさいから黙だまらせてやった」ぐらいに思っていることだろう。

　───乙おと女めの唇くちびるをなんだと思ってんのよ……っ！

　思わず乗馬用手て袋ぶくろを嵌はめた拳をきつく握りしめる。

　本来、彼女は護衛騎士なので、馬車を守るため騎乗で付き添そったのだが、『話し相手になって』と言われて、帰りはアレクシアの馬車に同乗している。オリビアが乗ってきた愛馬は、同どう僚りようが引いてくれていた。

「もうすぐ、教会の鐘かねが鳴るわね」

　話しかけられ、オリビアは慌てて顔を窓からアレクシアに向けた。彼女の黒い瞳が柔にゆう和わに細まる。オリビアは曖あい昧まいに頷き、「そうですね」と呟いた。アレクシアはしばらく無言でそんなオリビアを見つめていたが、「あのね」と切り出した。

「アンの代わりの侍じ女じよを、ってユリウスにお願いしたら、『オリビアはどうだ』って言われて」

　アレクシアはくすり、とオリビアを見つめて笑った。

「冗じよう談だんなのかと思ったら、貴女が本当にやって来るし。まぁ、護衛騎士として、だけど」

　オリビアは居い心ごこ地ち悪く首を竦めた。

「アルの護衛騎士を降りたい、って言ったらしいけど……。どうしたの？」

　いきなり切り出され、オリビアは俯いた。言葉を発することもなく、黙る。『護衛騎士を降りた経けい緯い』については、ユリウスから聞かされていないのだろう。オリビアも言うつもりはなかった。静かな街かい道どうでは、馬の呼吸音と、車輪の音しか聞こえない。

「オリビア」

　するり、と柔やわらかな感かん触しよくが頰ほおに触ふれ、オリビアは驚おどろいて目を瞬またたかせる。アレクシアが、オリビアの両頰を包むようにして、顔を上げさせた。

「私も、ユリウスも。もちろん、貴女の両親も。みんな、貴女のことが大好きよ」

　落ち着いた光を宿す瞳が、オリビアを真っ直すぐに見ている。ふわり、と陽ひだまりのようにアレクシアが微笑んだ。

「貴女が幸せになるように祈ってる。だからね、オリビア」

　アレクシアは顔を近づけ、こつり、と額を合わせた。

「何か心配事があるのなら、私に話してみる？」

　アレクシアの言葉が呼気に乗り、オリビアの睫まつげを揺らす。肌はだに触れて雪のように蕩とろけた。

「どうしたらいいのか、わからないんです」

　気づけば、震ふるえる声でそう言っていた。

　喉のどの奥が嗚お咽えつで震える。こらえていたのに、涙なみだが頰を伝った。

　オリビアは座席から腰こしを浮かせ、アレクシアに抱き着く。抱き着くというより、しがみついた。ぎゅっとアレクシアの胸に顔を押し付ける。吸い込んだのは、懐なつかしいアレクシアの香かおり。まだ、オリビアが幼かった頃、領主館で顔を合わせてはアルフレッドと一緒に抱だきしめてくれたアレクシア。

　彼女の香りが、そのときの記き憶おくを一気に呼び戻もどす。

　一緒に走り回っていたアルフレッド。勝負ごとに負けては、「次は勝つからな」と口をとがらせて怒おこるアルフレッド。いたずらを仕し掛かけて、家令に見つかり、二人で逃げ出したこともある。

　いつも自分の隣には、アルフレッドがいた。

　笑っているときも、怒っているときも、悩なやんでいるときも。隣で共に笑い、共に怒いかり、共に悩んでくれた。それが、普ふ通つうだと思っていた。それが、続くのだと思っていた。だが。

　アルフレッドの隣を離れた今、まるで片かた翼よくを失ったように頼たよりなく、そして、飛び立てない。

　こんな状態で自分は、次の『居場所』を見つけ出せるのだろうか。

　そう思った途と端たん、固く閉じた瞳から一気に涙があふれ出す。こらえていた嗚咽が口から漏もれた。ふわりとぬくもりを感じたと思ったら、アレクシアがオリビアの背中に腕うでを回して抱きしめてくれている。

「どうしたの？」

　尋たずねられ、オリビアは泣きながら話した。話し続けた。

　実は内ない緒しよで『夜の街ナイト』に行っていたこと。そこでいろんな大人や、子どもに出会ったこと。二人で、失敗しながらもなんとか『誰だれもが幸せになれる方法』を模も索さくしていたこと。だけど、自分の力のなさを実感したこと。アルフレッドの足手まといにはなりたくない、と痛感したこと。だから、自分から身を引いたこと。

　それなのに。

　それなのに、シンシアとアルフレッドが共に並ぶことに、心が痛いこと。アルフレッドを守れるコンラッドが、心底うらやましいこと。

　オリビアは泣きながらアレクシアに伝えた。彼女に抱き着き、背中を撫なでられ、時々、相あい槌づちを打たれながら、オリビアは滔とう々とうと語った。自分のことを。アルフレッドのことを。

「ねぇ、オリビア」

　どれぐらいの時間が経たったのだろう。長いように思ったが、意外にそうでもなかったのかもしれない。まだ、教会の鐘は鳴っていなかった。

　オリビアは呼びかけられて、顔を上げる。涙に濡ぬれてにじんだ視界で、アレクシアの笑えみは鮮あざやかだった。

「なぜユリウスが退位したのか知っている？」

　尋ねられ、オリビアはおずおずと「多少……」と応じる。詳くわしいわけではないが、世間が噂うわさする程度ならオリビアも知っていた。

　ユリウスとアレクシアが恋こい仲なかになったときには、ユリウスはすでに王として君臨していた。そのため、「正せい妃ひ」として、他国の血を引く女性を迎むかえることに、反対意見が多数あったのだという。そこでユリウスはあっさり退位し、海港都市ルクトニア領主に封ほうじられ、アレクシアと正式に結けつ婚こんしたのだ。

「初めてユリウスと会ったとき、なんてわがままで横暴で、口が悪く、自分勝手で、とんでもない男だと思ったのよね」

　アレクシアは朗ほがらかに笑って言うが、その内容に目を丸くする。自分の前では、そして、他人の前では、多少気むずかしいところはあるが、品行方正で聡そう明めいで、気品高く美しい『前国王ユリウス』が。

「……あんまり、アルと変わらない……」

　思わずつぶやくと、アレクシアはさらに笑う。

「そりゃそうよ。親子だもの」

　そう言われて、オリビアは噴き出した。途端に、目の端はしから涙の残ざん滓しが零こぼれ落ち、アレクシアは微笑ほほえみながら、指先でそれをぬぐってくれる。

「出会った当初は彼の家庭教師として雇やとわれたのだけど。彼に恋して、彼も私に恋して……」

　アレクシアは小さく息を吐はく。

「だけど、亡命貴族の娘むすめである私が彼の側そばにいることはできない、って思ってた。ずっと」

　だから、と彼女はオリビアを見て口角を上げた。

「逃にげ出したの。隠かくれて、潜ひそんで。家族にも連れん絡らくをとらずに……。決して彼に見つからないようにしていたの」

「どうして……？」

　ユリウスがアレクシアに絶大な信しん頼らいや愛情を寄せているのはオリビアも知っている。ユリウスを信じて、側にいればいいのに。オリビアの思いに気付いたのか、アレクシアは「うーん」とうなって肩かたを竦めた。

「足手まといになりたくなかったの。どうせ、この容姿じゃ国王の『正妃』にはなれないから。だけど、ユリウスはきっと強ごう引いんにどうにかしようとするだろうから……」

　アレクシアは微笑む。「逃げ出したの」と。

「でも」

　オリビアはすがるように先を促うながした。

「でも、アレクシア様は、ユリウス様のお側に今もいらっしゃるでしょう？」

「だって、追いかけてくるんだもん」

　アレクシアが陽気に笑った。

「ウィリアムに国中を走らせたり、私が頼っていた大司祭様を拷ごう問もんにかけようとしたりして、必死であの男、私を追いかけてくるのよ」

　アレクシアはそう言うと、可笑おかしそうにやっぱり笑う。

「おまけに、『お前は俺のものだから』とか勝手に所有権を主張し始めて、あっさり退位するし、さっさと結婚の手続きを進めちゃうし……。もうね、諦あきらめたの」

　アレクシアはオリビアの瞳ひとみを見つめた。

「あの人の隣となりにいよう、って」

「……となり……？」

　オリビアは呟く。アレクシアは力強く頷いた。

「いろいろ悩んだけど。とりあえず、彼の隣にいるって決めよう、って。それで、彼の足手まといにならないようにするにはどうしたらいいだろう、って考えたとき、私の手にあったのは、『語学』と『格技』だった」

　アレクシアの言葉のひとつひとつが、オリビアの心を打つ。

　隣にいたい。隣にいよう。そのために、どうしたらいいのだろう。

「幸いなことに、ルクトニアは海港都市だったから、語学の面ではユリウスの力になれているし、彼が為なそうと思っていることの一助にはなっていると思うの」

　だからね、とアレクシアはオリビアに問いかけた。

「貴女あなたは、誰の隣にいたいの？」

「……私は……」

　脳のう裏りにひらめくのはアルフレッドの姿だ。胸に深く広がるのは、桃ももに似た甘い香り。

「その人の隣に立つために、貴女には何がある？　切り札は何？」

　身じろぎした拍ひよう子しに、がちゃり、と佩はい刀とうが鳴った。ウィリアムが新しくあつらえてくれた、細身の長ちよう剣けん。

　瞳をよぎるのは、『夜の街ナイト』の住人達。彼と共に悩み、彼と共に喜び、彼と共に笑ったあの場所。彼を支え、自分も支えられた、あの場所。

「オリビア。貴女の手持ちの札カードをすべて賭かけて、勝負なさい」

　アレクシアは、オリビアの両肩をしっかりと支え、顔を覗のぞき込んだ。

「彼の隣に、貴女が立つのはふさわしくない。そう言うすべての輩やからを黙だまらせてやりなさい」

　黒曜石のような瞳が、力強く煌きらめく。オリビアは、ユリウスが彼女を大切にする理由を知ったような気がした。

　守ってやるだけじゃない。時には助けられ、支えられ、力強くそれでも「私は貴方あなたの側を離はなれない」。そんな意志を感じるから、ユリウスは困難を乗り越こえ、戦えるのだ。

　アレクシアが、側にいるから。

「ありがとうございました、アレクシア様」

　オリビアはぐい、と丸めた拳こぶしで目を拭ぬぐった。晴れた視界の先でアレクシアが艶あでやかに笑っている。

「これからどうする？」

　悪戯いたずらっぽく尋ねられ、オリビアは顎あごを上げた。
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「私が……。私自身が、隣にいたいと思う人のところへ行きます」

　オリビアの凜りんとした声にアレクシアは頷うなずいた。「わかったわ」。言うなり、馬車の扉とびらを開いた。一気に風が吹ふき込み、ぎょっとしたオリビアは背もたれに上半身を預け、座面に爪つめを立てる。

　だが、アレクシアは逆だ。大きく開いた扉から上半身を乗り出し、馭ぎよ者しやを見た。

「止めて！」

「奥様っ！」

　悲鳴のような声を上げたのは、オリビアの同どう僚りようでもある護衛騎き士しだ。蹄ひづめの音を立てて馬を寄せてくる。

「危のうございます！　御おん身みを中に！」

　だが、アレクシアは乱れる髪かみを片手で押さえ、笑った。

「オリビアの馬を用意して！　彼女が出立するから！」

「出立!?」

　目を剝むいて護衛騎士が尋たずねる。アレクシアはくすりと笑うと、オリビアを見た。

「自分の居場所を勝ち取りに、ね」

　そう言われ、オリビアは腰こしを浮うかした。父が用意した長剣の柄つかを握にぎり、力強くアレクシアを見返す。中腰になりながら、まだ勢いづいている馬車の扉に指をかけた。

「行って参ります！」

　オリビアの言葉に、アレクシアは深く頷いた。
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「なぁ」

　アルフレッドは床ゆかに脚あしを投げ出したまま、扉に向かって声をかける。しばらく待つが、返事はない。アルフレッドは小さく舌打ちをし、膝ひざを曲げた。スカートから脚がむき出しになるが気にも留めない。この部屋には自分しかいないのだから。

「なぁ！　なぁ！　なぁ！　なぁ！　なぁっ！」

　しつこく連呼し、かつ、長靴ブーツの踵かかとで無む闇やみ矢や鱈たらに床を蹴けった。開け放った木窓から差し込む月明かりしかない部屋には、アルフレッドの怒ど声せいと無ぶ遠えん慮りよに床を蹴る音が響ひびく。

「うるせぇ！」

　扉の向こうで自分を見張っているらしい『魔ま術じゆつ師しと猟りよう犬けん』が反応する。どん、と揺ゆれるほど扉が殴なぐられた。一発では収まらない怒いかりに押されたのか、二度、三度と扉は揺れる。

「なんで、おれがアルフレッド・オブ・ルクトニアだって、わかったわけ？」

　アルフレッドは足あし踏ぶみを止やめ、素す早ばやく尋ねる。手は後ろ手に縛しばられたままだが、いざるようにして扉に近づいた。自分を怒ど鳴なりつけた声はひとつだったが、扉の向こうにいる人間が一人とは限らない。アルフレッドは最大限耳に神経を集中させ、返答を待つ。

　だが、返事はない。鼓こ膜まくが捉とらえたのはうんざりしたようなため息と小さな足音。これでは、一人なのか複数なのかわからない。

「なぁ！　なぁ！　なぁ！　なぁ！　なぁっ！」

　再びアルフレッドは喚わめいた。今度は両足で床を踏み鳴らす。「うるせぇ！」。即そく座ざに反応があった。おまけに、その声とは別の「誰だれだよ。品行方正の大人しい殿でん下かだ、って言ったヤツ」という声も聞こえる。まったくだ、とばかりに鼻が鳴らされた。二人だろうか。いやまだ早計だ。少なくとも、一人ではない。それはわかった。

「なんでおれが領主の息子むすこだってわかったわけー？」

　アルフレッドが間延びした声を上げた。ついでに、ガンガンと数度また床を鳴らす。

　捕つかまってから何度もこのやりとりを繰くり返していた。そろそろ飽あきてきているだろうし、嫌いや気けがさしているに違ちがいない。これだけ騒さわがしくしても、猿さるぐつわもされず、何より暴力さえふるわれない。ノアから指示が出ているのだろう。であれば、この状じよう況きようを活いかして情報を集められるだけ集める方が得だ。幸い、エラはアルフレッドと引き替かえに無傷で解放されている。あとは自分だけ逃にげれば良いい。身軽だ。

「あいつ、何発か殴れば黙るんじゃねぇか？」

　不ふ穏おんな声が聞こえ、ドアノブが回転する。しめた、入ってくる。アルフレッドは素早く膝を曲げ、いつでも立ち上がれる姿勢を取る。入ってきたときを狙ねらって体当たりを喰くらわし、逃げ出そう。そう思った矢先、「おいっ」。別の声がそれを制する。

「『魔術師』達が言っただろう。絶対に手を出すな、って」

「だけどさっきからもう、ずっとうるせえんだよっ。いい加減疲つかれたよ、俺はっ」

「余計なことはするなっ」

「どうせノア様や『魔術師』達は、領主を始末しに行ってんだ。まだ時間がかかるさ。わかりゃしねぇ。外から見えないところを数発殴れば大人しくなるだろうさ」

「領主を始末!?」

　思わずアルフレッドは立ち上がろうとした。だが、後ろ手に縛られている上に、立ち上がる際にスカートの裾すそを踏んだらしい。簡単に均きん衡こうを崩くずし、無様に尻しりから床に落ちた。どん、と床が鳴り、「うるせぇ！」とまた怒鳴られ、扉を蹴られた。

「おれが目的じゃないのか!?　なんで領主のところに行くんだっ」

　更さらに大声で喚く。だが、今度は返事がない。扉を隔へだて、互たがいに押し黙る。アルフレッドは必死に頭を巡めぐらせた。




『これはこれは。再びお目にかかれましたね』

　エラを迎むかえに来たとき、ノアはそう言って、恭うやうやしくアルフレッドに頭を下げてみせた。その隣となりにいる仮面を着けた男が、無造作にエラを捕とらえている。喋しやべらないように、見えないように。頭からすっぽりと布をかぶせられていたエラは荒あら縄なわで腕うでを縛られ、ただただ怯おびえ、嗚お咽えつを漏もらしていた。

『彼女を迎えに来たの。派は遣けん時間は終しゆう了りようよ。延長はなし』

　アルフレッドが冷れい淡たんに告げると、『そうでしたか』とにっこり笑う。

『では、交こう替たいです。彼女は帰り、殿下は我々と共に残っていただく』

　アルフレッドはノアが口にした『殿下』という言葉に身体からだを硬こう直ちよくさせる。腕を組み、ノア達を睥へい睨げいしていたが、明らかに動どう揺ようした。それをノアは見み逃のがさない。くすりと微笑ほほえむと、大きく手を横に開いてアルフレッドに話しかけてくる。

『聡そう明めいで麗うるわしく、「夜の街ナイト」の誰からも慕したわれている、我らの殿下』

　その語ご尾びにエラの泣き声が被かぶさった。すでに恐きよう慌こう状態になりつつある。アルフレッドは彼女を一いち瞥べつし、下した唇くちびるを嚙かむ。多分もう、限界だ。

『我々は何も殿下に危害を加えようとは思っていません。ただ、側そばにいてくだされば良いのです』

『何が目的だ。金か？』

　アルフレッドが言葉をぶつける。ノアはくすりと笑った。

『まぁ、それも魅み力りよく的てきではありますが……。今一番、心をくすぐるのは、殿下の存在ですよ』

　ノアは小首を傾かしげるようにしてアルフレッドを見やる。

『殿下は、非常に興味深い。誘ゆう拐かいの末に殺そうと思ったが、実に惜おしい。我らの薫くん陶とうを受けさえすれば、「新しい世界」の王にふさわしい人物だ』

　くつくつと笑うと、無言のままのアルフレッドに話しかける。

『殿下が我々の指示に従うのなら、彼女を無事解放しましょう。なぁに。怖こわい思いをしたかもしれませんが、我々が与あたえる、「ほんの少し心の軽くなるお薬」を飲めばいいのです。そうすれば、彼女はここでの一いつ切さいを忘れる。そして、無傷だ』

『……断れば？』

　アルフレッドの言葉に、ノアは邪じや気きのない笑え顔がおを見せた。

『我々は、人体解かい剖ぼうにも大変興味があるのですよ』

　灰緑色の瞳ひとみを細め、ノアはアルフレッドに告げる。

『生者でも、問題ありません。裂さけば死者です』

　そう言ってエラの腕を荒っぽく摑つかむ。一ひと際きわ大きくエラが悲鳴を上げた。『止めろ！』。アルフレッドは地声で怒鳴る。スカート部分を摑み、たくしあげる。どん、と長靴ブーツの踵で足踏みをした。

『逃げも隠かくれもしない。アルフレッド・オブ・ルクトニアは、お前達と共にいよう。その代わり、彼女を解放しろ』

『仰おおせのままに』

　ノアは満面の笑みで深々と頭を下げ、背後の男達も一様に彼に倣ならった。




　こうして、アルフレッドは彼らに拘こう束そくされ、この二階の一室に閉じ込められたのだが。

　───……おれ自身が目的じゃないのか……？

　てっきり、金目的だと思っていた。なんらかの理由で自分の素す性じようを知った『魔術師と猟犬』達が、自分を誘拐し、身の代しろ金きんを要求するのだ、と。そういう誘拐集団なのだと思っていた。まさか、ユリウスの命まで奪うばうつもりだとは想像もしていなかった。

「……なぁ」

　アルフレッドは慎しん重ちように声をかける。さっき聞こえた声は三人だった。じっくりと応答を待つ。扉とびら越ごしに返事はない。音もしない。だが、アルフレッドは柔やわらかな声こわ音ねで話しかけ続ける。

「なんでおれが、領主の息子だって気づいたんだ？」

　先ほどのようなぞんざいな言こと葉ば遣づかいではなかった。親しみを込め、柔らかな口調で。そして発音に気を付けた。人が警けい戒かい心しんを解く声音というのは存在する。アルフレッドは経験的にそれを知っていた。扉の向こうでは明らかにこちらを意識している気配がある。

「自じ慢まんじゃないけど今まで女装がバレたことなかったんだよな。なんでわかったんだろう。それが不思議でさ」

　アルフレッドは陽気に、気さくに尋たずねる。「結構美人だろ」、「酔よっ払ぱらいなんて皆みなおれに声をかけたぜ」と軽口を叩たたくと、扉の向こうから笑い声が上がる。

「確かに。ノア様に指し摘てきされるまで俺達もあんたのことを『レディ』だと思っていたからな」

「手を出さなくて良かったよ」

　男達の軽口に、アルフレッドが「お互いにな」と返す。同時にどっと笑い声が聞こえた。

「子し音いんらしいぞ」

　軽口を叩く雰ふん囲い気きで扉の向こうから言葉が投げられた。「おい」。流石さすがに𠮟しつ責せきの声が続くが、「いいじゃねぇか」と三人目が制した。

「構うもんか。どうせ、こいつは一生俺達の側にいるんだ。問題ない」

　呟つぶやくようにアルフレッドが「子音？」と尋ねる。

「全然俺は気づかねぇがな。あんた、子音に訛なまりがあるのか？」

　扉越しに聞こえる言葉に、アルフレッドは曖あい昧まいに応じた。

　正確には、「訛りがあった」だが、訂てい正せいするつもりはない。扉の向こうからは、「そういえば誰それの訛りがひどい」「アイツの場合は、別言語だ」という会話と笑い声が聞こえる。アルフレッドはその言葉を聞きながら、ひとつの結論に思い至った。

　自分の子音訛りを知っているのは、王都の王子達しかいない、と。

　───あいつらめ……。

　ぎり、と奥歯を食いしばった。自分やユリウスを狙うとしたら、王位継けい承しよう権の問題か。すでに放ほう棄きしているというのにしつこく命まで奪おうとするのは自分達の無能をさらけ出すことだというのに、なぜそれに気づかないのだろう。




『お前、言葉が変だな』

　そう言ってからかわれたのは、まだ年が二ふた桁けたにならない頃ころだった。

　ユリウスに付いて王都に行くたび、王子達から嫌いやがらせを受けた。最初こそ「何か自分に落ち度があったのだろうか」と悩なやんだのだが、年を重ねるにつれ、単なる嫉しつ妬とだと気づく。

『さすがユリウス様のご子息』、『やはり前王のご子息は違ちがう』。そんな言葉が癪しやくに障さわったのだろう。事あるごとにアルフレッドにつっかかり、嫌みを言い意地悪をした。

　子音の訛りについて指摘されたときも、同じ理由だったのだろう。

　母であるアレクシアが外国人だということも影えい響きようしたのか、自分では意識しなかったがアルフレッドの子音にはわずかな相違があった。ルクトニア領にいれば誰だれも不思議には思わない。周囲に外国人が溢あふれているからだ。だが、王都では違ったらしい。

　王子達はそこを執しつ拗ように攻こう撃げきし、嗤わらい、冷やかした。アルフレッドはだからこそ、細心の注意を払い、いつも発音には気を付けていた。口を開くときは緊きん張ちようしたものだ。『ユリウスの子としてふさわしい振ふる舞まいを』。『母上に恥はじをかかせてはならない』。そんな見えない圧力を感じながら日々生活をしていた気がする。

　あの日の朗読会でもそうだった。

　王都で開かい催さいされた私的な朗読会だ。参加者は王とその子達、それからユリウスとアルフレッド。オリビアが何故その場にいたのか、理由はよく覚えていない。それぐらい昔のことだった。多分、ウィリアムがユリウスの側に控ひかえていたからその関係でいたのかもしれない。初めて見た王都や王城にはしゃぐオリビアを今でも思い出せる。

　オリビアはその朗読会に、愛らしい橙だいだい色いろのドレスで参加していた。いつもと違い、よそ行きのつん、と澄すました顔が愛らしかった。その姿を見て、なんだか和なごんで心が緩ゆるんだ。

　だからだろうか。

　その朗読会で、アルフレッドが詩の朗読を披ひ露ろうしたときだ。

　とある子音の発音で、王子達が一様に噴き出した。一いつ瞬しゆん口を止めて周囲を見回す。失敗した、とすぐにその雰囲気に気づいて冷や汗あせが流れた。子音だ。訛りがあるあの子音。気を付けなければ。そう思って続けるのだが、王子達の失笑は次し第だいに爆ばく笑しように変わる。恥はずかしさのあまり下唇を嚙んで俯うつむいたときだ。

『何が可笑おかしいの！』

　怒ど声せいを上げて王子達につっかかったのは、オリビアだった。ドレスの裾すそを蹴け散ちらして躍おどり出ると、両りよう腰ごしに手をついて王子達を睨にらみ付ける。

『人を笑うなんて、あなた達卑ひ怯きようで無礼だわ。アルに謝って！』

　今まで人に、ましてや自分より身分も年も下の人間にそんなことを言われたこともなかったのだろう。王子達は一様に呆あつ気けにとられた顔でオリビアを見ていた。

『アルの何が変なのか知らないけど、あんた達がお馬ば鹿かで失礼だってことはわかったわ』

　オリビアは燃えるような目で王子達にそう言い放つと、『今すぐ謝れ』と命じた。その勢いと高圧的な態度に、その場にいた誰もが凍こおり付いたようにしばらく動けなかったのだが、ユリウスが小さく笑い出す声で、止まっていた全すべての時間が動き出した。

『こらこら、オリビア。ダメじゃないか』

　慌あわててウィリアムがオリビアの下もとに駆かけつけ、抱だき上げる。『放して、お父様』と暴れる娘むすめを小こ脇わきに抱かかえ、ウィリアムはぺこりと王子達に頭を下げた。

『すみません。娘は正直者なもので……。ついつい本音が』

　そう言った側そばからオリビアが『そこの馬鹿共、謝れぇぇぇ』と叫さけぶ。怒いかりに顔を深しん紅くにした王子達が椅い子すを蹴けっていきり立つが、ユリウスと現王であるエドワードは大声で笑った。

『すまん、すまん。うちの領には正直者しかおらぬものでな』

　ユリウスが肘ひじ掛かけに頰ほお杖づえをついて王子達を一いち瞥べつする。エドワードはそれに応じて首しゆ肯こうすると、深く椅子に腰こしを掛けた。足を組んで息子むすこ達を眺ながめる。

『文句があるならあの親子と剣けんで勝負するがいい。ただし、相手は「ユリウスの死し刑けい執しつ行こう人にん」だ。気を付けろよ』

　流石に王子達は顔色を失って立ち尽つくした。世間知らずではあっても、その異名も勇名も知っている。戸と惑まどう自分達の前で、ユリウスとエドワードは暢のん気きに、『お前の息子達は強いのか』『いや、知らん。だが、戦わせてみたらわかるだろう』と会話をしている。どうやら真剣に戦わされるらしいと気づいてすくみ上がったとき、敵かなうはずもない相手は、暴れまくる娘の対応に苦く慮りよしていた。

『ちょっと、じっとしなさいっ。もうっ。閣下。申し訳ないですが、失礼します』

　ウィリアムは娘を抱えたまま何度もユリウスに頭を下げた。ユリウスは無言で手を振る。ほっとしたようにウィリアムはオリビアと退室するが、彼女の口を閉じさせるつもりはなかったようだ。部屋を出る最後の瞬間まで、オリビアは『謝れ、馬鹿ぁぁぁっ』と叫んでいた。

『ウィリアムが出て行ってしまったから、対戦はないな』

　ユリウスはため息交じりにそう呟くと、アルフレッドに視線を向けた。

『詩の続きを読みなさい』

　はい、と返事をするアルフレッドに頷うなずき、今度は視線を王子達に転じた。蕩とろけるような、匂におい立つほど甘い笑えみを口の端はしに浮うかべ、ユリウスは王子達に言う。

『次やったら、殺す』

　王子達は大人しく椅子に座ると、朗読会が終しゆう了りようするまで口を開くことはなかった。




　───あれ以来だな……。

　アルフレッドは知らずに笑みこぼれた。

　オリビアの前でだけは、発音のことを忘れた。「どう見られたいか」とか「どう思われたいか」ということを意識せず、ただただ「ありのままの自分」でいられた。オリビアの前では俗ぞく語ごは使うし、発音なんてでたらめだ。思ったことを全部口にして、楽しければ笑い、悔くやしければ泣いて怒おこった。その風ふ情ぜいはとてもではないが、『前王ユリウスの息子』には見えないだろう。『殿でん下か』だとは思えないだろう。

　だが、オリビアは自分の側にいた。離れなかった。隣となりにいてくれた。

　───だから、あのときも発音なんて気にしなかったな……。

　口に乗せた笑みは次第に苦さを帯びる。アルフレッドは今度こそ慎しん重ちように立ち上がりながら、小さく息を漏もらした。そうだ。ノアに初めて会ったあの晩。自分はオリビアの前だということもあって、発音に気を配らなかった。

　───今度から、もっと慎重にならないと……。

　扉越しに男達の会話を聞きながら、アルフレッドはゆっくりと窓に近づく。みしり、と床ゆかが鳴ったが男達は気にも留めていない。この部屋から出られないと思っているのだろう。月明かりに引かれるようにアルフレッドは木窓に近づいた。

　───二階、か。

　腰を折り、下を覗のぞく。地面との距きよ離りはかなりある。直接飛び降りればただでは済まないだろう。

　つまらなそうに鼻を鳴らし、アルフレッドは瞳ひとみを彷徨さまよわせる。どこか、経由できるような木や庇ひさしはないだろうか。そう思った彼の目が捉とらえたのは、東側に見える屋根だ。満月のお陰かげで夜だというのに光量がある。張り出すように見えるその屋根は、茅かや葺ぶきだった。倉庫なのか馬小屋なのか。ここからでは確かく認にんできないが、一度あの屋根に飛び降り、そこから地面に下りるというのはどうだろう。アルフレッドは目測で距離を予測し、ひとつ息を吐はいた。「よし」。気合いを入れるように呟つぶやく。

　───となれば、あとはこの縄なわを解ほどきたい……。

　いくらなんでも後ろ手に縛られたまま飛び降りるのは無む茶ちやだ。部屋を見回すが、何も見当たらない。本当に監かん禁きん目的の場所なのか、家具すらない。

　───オリビアがいたら剣を持ってるのに……。

　思わずそう考えて首を横に振る。いないのだ、もう。今後一いつ切さい彼女は自分の隣にいない。それを、彼女自身が、自分で決めたのだ。

　───これからは、小刀ぐらいは持ち歩こう。

　そう思って深く息を吐いた。

　剣は苦手だ。この前はオリビアに勝ったが、それは体格の問題だと思っている。多分、性別に差がなければ今でも自分は彼女に勝てないだろう。アルフレッドは剣よりも格技が得意だ。アレクシアの母国の技わざでもある、関節を攻撃し、投げ、締しめる技の方が身体からだを動かしやすい。その格技は、基本『武器は使わない』。使うとしたら、相手から奪うばう。最初から持っていたら相手に警けい戒かいされる。徒と手しゆ空くう拳けんであれば相手は油断する。その隙すきをついて攻撃するのだ。だからアルフレッドは武器を携けい帯たいしていない。

　───さて、どうしようか。

　定石通り動くなら、扉とびらの向こうの男達から武器を奪い、ここを脱だつするしかない。早く領主館に戻もどり、父親にこの事態を報告せねば。

　なんと言って彼らをこの部屋に引き込もうか。急病でも装よそおうか。彼らはどうやら自分を「このままの状態」で監禁せよ、と命じられているようだ。ならば、『異変』を起こしてやれば良いい。アルフレッドが、すう、と息を胸に吸い込んだときだ。

　最初に鼓こ膜まくが捉とらえたのは、軽い足音と金属音だった。

　軽かろやかな足取りは階段を駆け上がるそれだ。耳につく高音域の金属音は、拍はく車しやの鳴る音だと気づく。

　次に聞こえたのは、男の悲鳴だ。短く、だが獣けものじみた音声。アルフレッドは素す早ばやく扉と向き合う。

　何かが、起こっている。

　───なんだ……？

　仲間割れか。咄とつ嗟さに思った。途と端たんに重い打だ突とつ音とうめき声が扉から漏れ聞こえる。ばたばた響ひびく足音は最初に聞いた足音とは違ちがう。無様に蹈鞴たたらを踏ふみ、遠ざかろうとしたが、再度打突音が聞こえた後、ぴたりと止やんだ。

　───何が……、起こっている……？

　アルフレッドは空気ごと息を吞のみ込んだ。脚あしを肩かた幅はばに広げ、つま先に重心を乗せる。

　目の前でゆっくりとノブが回転した。

　入ってくる。

　何かはわからないが、今、目の前にそれは来る。

　改めて自分を見下ろした。チュニック姿で軍ぐん靴か。武器になりそうなものは何ひとつ持っていない。攻こう撃げきするなら足技しかない。膝ひざを曲げ、体勢を低く取った。一いち撃げきだ。最初の一撃で勝負が決まる。

「ねぇ」

　少しだけ開いた扉の向こうから聞こえてきた声に、アルフレッドは身体を硬こう直ちよくさせた。

　低く攻撃の姿勢を取ったまま、啞あ然ぜんと扉を見つめる。

　扉は、アルフレッドの前でゆっくりと開いていった。

　廊ろう下かには油灯が置いてあったのか、室内より明るいらしい。月光よりも目ま映ばゆい光が一気に室内に差し込み、思わず目を細めた。瞳どう孔こうが収縮する。光反応になれようと、声の主を確認しようと神経を尖とがらせた。

　視界に映り込むのは、深い藍あい色いろのジャケットと茅かや色いろのトラウザーズ。そして金色の拍車をつけた乗馬用長靴ブーツ。黒くろ髪かみ。緑の瞳。白い頰ほお。愛らしい桃もも色いろの唇くちびる。

「……オリビア」

　アルフレッドは茫ぼう然ぜんと呟いた。

「自分の身は、自分で守るんじゃなかったの？」

　ぱん、と音を立ててジャケットの裾すそを払はらうと、彼女は腰こしベルトに両手をついた。つんと顎あごを上げてアルフレッドを見る。その翡ひ翠すい色いろの瞳は勝ち気な色を纏まとわせ、口角には愉ゆ快かいそうな笑みを湛たたえていた。

「うるせえよ」

　アルフレッドは思わず噴ふき出した。オリビアだ。オリビアだ。オリビアだ。

　───おれの、オリビアだ。

　叫さけび出したい声を必死に飲み込んだ。オリビアだ、オリビアだと何度も心の中で繰くり返す。

「まーったく。私がいないと、すぐにこんなことになっちゃうんだから。目も離はなせないわよ」

　オリビアは悪戯いたずらっぽく笑うと、芝しば居いがかった仕草で肩を竦すくめてみせる。大おお股またにガツガツと拍車を鳴らしてアルフレッドに近づき、腰ベルトから短たん剣けんを抜ぬき払った。「何が、自分の身は自分で守るよ」。ぶつぶつと文句を言いながら、アルフレッドの後ろに回る。

「縄を切るからじっとしてて。動いちゃダメよ」

　アルフレッドは頷く。懐なつかしい声に心が沸わき立った。悦よろこびや嬉うれしさが炭酸の泡あわのように胸の底からふつふつと弾はじけて広がる。

「よ、い……、しょっと。ほら、もうこれで」

　縄を断たつ音をもどかしげに聞いた後、不意に両手が軽くなる。アルフレッドは自由になった腕うでをそのままに振ふり返った。オリビアは丁度剣をおさめたところだったらしい。

　一いつ瞬しゆん、目が合った。彼女の緑色の瞳が自分を捉える。不思議そうに、だが、陽気に彼女の瞳が煌きらめく。アルフレッドは無言でオリビアを抱だきしめた。

　腕の中でオリビアが身体を硬直させる。嫌いやなのだろうか、と不安になったが、知るもんかとすぐに開き直る。アルフレッドは更さらにオリビアの身体を強く抱いた。

「ローラが心配してたわよ」

　オリビアの声が聞こえる。緩やかに彼女の腕が自分の背中に回り、優やさしく撫なでた。もう、彼女の身体から強こわ張ばりは消えていた。

「エラを助けに一人で行っちゃった、って。ローラが泣いて大変だったんだから」

　なるほど。なんらかの理由でオリビアは『夜の街ナイト』に男装で来たらしい。そこでローラに出会い、自分が『魔ま術じゆつ師しと猟りよう犬けん』の所に行き、戻ってこないことを知ったのだろう。「うるせぇ」。オリビアを抱きしめたままアルフレッドは言う。背中にはオリビアの掌てのひらを感じる。撫でられるたびに思う。翼つばさが戻った、と。彼女のぬくもりが背に渡わたり、緩ゆるやかに身体中に伝でん播ぱして伸のびやかな羽が広がる。

「『片かた翼よく』じゃ、調子出ねぇんだよ」

　アルフレッドは呟いた。顔をオリビアの首に埋うずめているからだろう。声は潰つぶれ上手うまくオリビアに聞こえなかったらしい。「ん？」。オリビアが問い返す。

　アルフレッドはゆるりと彼女から顔を離し、間近で瞳ひとみを見つめた。

「ずっとおれの側そばにいろ」

　しっかりと、歯切れ良く。だが、訛なまりはそのままにオリビアに告げた。

「おれの側から離れるなんて赦ゆるさない。お前はおれのものだ」

　翡翠よりも貴とうとく、新緑の葉よりも目映い瞳を見つめる。つるり、と光こう沢たくを帯びた彼女の瞳には自分の真剣な顔が映っていた。「まるでユリウス様みたい」。不意にオリビアが破顔する。

「ま、いいか。私もアルの側にいないと心配だしね」

　顎を上げ、斜ななめに自分を見上げてオリビアはふふん、と勝ち誇ほこったように笑った。アルフレッドはその表情を見て噴き出す。声を立てて笑った後、意地悪な表情で見下ろした。

「んだよ、それ。他ほかの言い方はねぇのかよ。可愛かわいげねぇな。嬉しい、とか言えよ」

　すぐさま、ふん、と嗤わらわれた上に、挑いどむような視線を向けられる。

「アルこそ、もっとはっきり言ったら？」

　切り返され、アルフレッドはぐい、と唇を引き締めた。緩く彼女を腕に抱いたまま顔を近づける。わずかにオリビアが身じろぎをする気配があり、回した腕に力を込めた。呼気が触ふれる距きよ離りで伝える。

「好きだ。誰だれよりも」

　オリビアの睫まつげがかすかに揺ゆれた。唇が開く。「私も」。その返事が吐と息いきとなり、アルフレッドの唇を撫でる。同時に、押し付けた。柔やわらかく温かな彼女の体温が伝わる。腰に回した腕を更に引き寄せ、力強く抱こうとしたときだ。

「……ちょ、待った！」

　どん、と両手で突つき放されてアルフレッドはむせた。おもいっきり彼女の掌しよう底ていを鳩尾みぞおちに喰くらう。「お、お前……」。涙なみだ目めになりながらもゲホゲホと咳せき込むアルフレッドは、オリビアに「ごめん、ごめん」とぞんざいに謝られた。

「それより、早くここを出よう！　まだあいつらの仲間がいるかもしれないし」

　オリビアは腰の佩はい刀とうに手をかけ、いつでも鯉こい口ぐちを切れる状態で室内を見回す。

「コンラッド殿どのがおっしゃってたの。王都には、異い端たんの技を使う暗殺集団がいる、って」

　アルフレッドは動きを止め、真正面からオリビアを見た。オリビアは小さくうなずく。

「たぶん、『魔術師と猟犬』だと思う。あくまで推測だけど、この一件、王都の王子達が……」

「王位継けい承しよう権にまつわることか？」

　オリビアの語ご尾びを食い気味にアルフレッドが尋たずねる。オリビアは慎しん重ちように首を縦に振った。小さく舌打ちし、それから不意に思い出す。

「そうだ……。父上」

　口から言葉が漏もれた。ノア達は領主館に向かったと聞いた。ユリウスを「始末」するために。

「ユリウス様がどうかしたの？」

　驚おどろいたようにオリビアが目を見開く。同時に、荒あら々あらしく足音が近づくのを聞いた。

「道中説明する。お前、ここまでどうやって来た？」

　口早に尋ねる。「馬」。言うと同時にオリビアは抜ばつ刀とうした。

「裏手に繫つないでる。そこから見えない？」

　中段に構えた彼女はちらりと木窓を見る。アルフレッドは頷うなずき、窓まど枠わくに取り付いた。視線を巡めぐらせ、オリビアの愛馬を探す。いた。茅かや葺ぶき屋根の側だ。円えん筒とうの耳を震ふるわせ何かを感じ取ったのか、馬は顔を上げてアルフレッドを見上げ、ぶふー、と鼻を鳴らした。

　───馬を飛ばせば……。

　まだ十分間に合う。そう思って振り返ったときだ。

「こいつ……っ」「殺やれっ。『生かせ』と言われたのは殿でん下かだけだっ」

　ふたつの罵ば声せいが聞こえた。やはり、仲間がいたらしい。

　視界に入ってきたのは、湾わん刀とうを振り上げてオリビアに一歩踏ふみ込む男の姿だった。「オリビアっ」。慌てて名を呼ぶ。脳のう裏りに差し込まれたのは、『夜の街ナイト』で短剣を肩かたに突き立てられたオリビアの姿だ。思わず彼女に手を伸ばす。

　だが、アルフレッドの目の前でオリビアは軽かろやかに数歩下がった。湾刀が振り下ろされる。彼女は完全に間合いを見切っていた。湾刀の先が空を切った瞬間、オリビアは自分の剣を上から叩たたきつけ、打ち落とす。軌き道どうを変える。慄おののいたように男の目が見開かれる。

　その眉み間けんにオリビアは剣の切っ先を押し付けた。男が動きを止める。その瞬間を逃のがさない。オリビアは右足で、男の胴どうを蹴けりつけた。くの字に身体からだを曲げ、男が呻うめいた隙すきに、今度は峰みねを首に叩きつける。衝しよう撃げきと動脈の圧あつ迫ぱくでよろめく男の顔めがけて、オリビアは回し蹴げりを叩き込んだ。鈍にぶい音と共に、男は気絶する。

　もう一人の男はただ、呆あつ気けにとられたようにオリビアを見ていた。なんだこいつ。そんな表情で立ち尽つくしているが、彼女は動きを止めない。一歩踏み込み、峰で男の手首を叩く。鈍い音と共に骨が折れたのだろう。絶対に曲がらない方向を向いた手首を握にぎり、男は悲鳴を上げた。敵かなわないと見切りをつけたのか、背を向ける。

「誰か！　誰かっ!!」

　廊ろう下かを駆かけ出すその声に、まだ仲間がいることを知った。

「どうする？　玄げん関かんは危ないよね」

　剣を鞘さやに戻もどしながら、オリビアがアルフレッドを振り返る。

「……お前、容よう赦しやねぇな」

　苦笑いを浮うかべると、オリビアは晴れやかに笑ってみせた。

「私、絶対にアルを守るって決めたの。どんな手段を使っても、ね」

　そう言うオリビアの手を、アルフレッドは強ごう引いんに引き寄せる。目を丸くする彼女を、軽々と横よこ抱だきに抱かかえ上げた。「ちょ、ちょちょちょちょちょちょ」。慌あわてふためき、足をばたつかせるオリビアを「じっとしろっ」と怒ど鳴なりつけ、足音荒あらく窓まで近づいた。

「どうするの……っ」

　オリビアがアルフレッドの首にしがみつく。怯おびえた目で窓とアルフレッドの顔を交こう互ごに見た。アルフレッドはオリビアを抱え直し、にやりと笑ってみせる。

「玄関は危ないんだろ？　じゃあ、ここから出ようぜ」

　言うなり、がつりと窓枠に足をかけた。ばさりとスカートの裾すそが乱れ軍ぐん靴かの編み上げが露あらわになる。「ひぃ」とオリビアが更に顔を寄せてきた。なんだかそれが面おも白しろく、アルフレッドは笑い声を立てる。

「笑い事じゃないでしょ！」

「黙だまってしがみついてろっ」

　アルフレッドはオリビアを抱えたまま、夜空に飛んだ。
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「扉とびらを開けてっ」

　オリビアは、駆けながら、『木もく蓮れんの間』と名付けられた部屋の前に立つ衛兵に怒鳴った。衛兵達は警けい戒かいしたように長ちよう槍そうを構えたが、相手がオリビアだと気づいて腕うでに込めた力を緩める。

「どうした、オリビア」

　衛兵の一人が首を傾かしげる。オリビアとは顔見知りの騎き士しだ。ウィリアムの麾き下かにいたのではなかったか。

「ここに『魔ま術じゆつ師しと猟りよう犬けん』が来てるでしょう!?　扉を開けて！」

　荒い息を吐はきながら訴うつたえた。彼らの背後にある樫かし製の扉はぴたり、と閉じられ、音や声は聞こえてこない。領主館の馬回しから二階まで、一気に駆け上がったせいか、流石さすがに息が切れた。

　衛兵達は顔を見合わせる。

「……まぁ。『魔術師と猟犬』とかいう奇き術じゆつ師しは今、ここにいるけど」

　顔見知りの衛兵が、立てた親指で締しめ切った扉を指す。もう一人の衛兵も頷いた。

「数日前だったかな。ユリウス閣下の御お心こころをお慰なぐさめしたい、って、自分達を売り込んできたんだよ」

「まさか、それでユリウス様に拝はい謁えつさせたの!?」

　オリビアが素すっ頓とん狂きような声を上げると、衛兵達は揃そろって、「しぃ」と彼女に顔を近づける。

「もちろん、直には会わせなかったよ。執しつ事じが取り次いで……。なぁ」

　促うながされ、もう一人の衛兵が何度も首しゆ肯こうする。

「閣下は、奥様が喜ぶかもしれないから、って今日、お時間を取られたんだよな」

　言われて、オリビアは思い出す。そうだ。アレクシアは言っていたじゃないか。ユリウスが催もよおし物を企き画かくしているのだ、と。

　───『魔術師と猟犬』の奇術のことだったんだ……。

　焦じれたように扉を見つめるオリビアの目の前で、衛兵達はまだ会話を続ける。

「奥様のため、って言ってたけど……。閣下、新しい物好きだからなぁ」

「自分が一番見たかったんだよ」

　そう言って愉ゆ快かいそうに笑う。

「王都で有名な奇術師が技わざの披ひ露ろうに来ただけだ。ちゃんと、貴族の紹しよう介かい状も持っていて、身元は確かだよ」

　今にも、ばたばたと足あし踏ぶみをしそうなオリビアに、衛兵は長槍にもたれかかりながら、そう言った。

「彼らから、扉を開けてはいけない、と言われているが、そのことはもちろん、閣下も奥様もご存じだ」

「紹介状なんてどうにだってなるでしょう!?　とにかく、今すぐユリウス様に会わせて！　ご報告したいことがあるのっ」

　オリビアはとうとう地じ団だん駄だを踏む。がちゃがちゃと彼女の拍はく車しやが鳴り、衛兵達は再度口元に、立てた人差し指を押し当てて「しぃ」と促す。

「静かにしろよ。少なくとも、半時は扉を開けるな、って言われてるんだ。奇術のタネがばれるから、と」

「この『木蓮の間』。一番、窓が少なかったな」

　背後から聞こえてくるテノールの声に、オリビアは振ふり返る。アルフレッドが眉まゆ根ねを寄せ、顎あごを摘つまんで思案している素そ振ぶりを見せた。

「音楽鑑かん賞しようとかに普ふ段だん使うよね。音おん響きようのこともあって確かに窓は少なかったかも」

　早口でオリビアは答え、焦れたようにくるりとまた衛兵に向き合う。

「ねぇ、ねぇ!!　ユリウス様に伝えたいことがあるから、ここを開けてっ」

　そう訴えるが、彼らは、ぽかん、とオリビアの背後を見ている。

「……どうしたの」

　不思議そうに尋たずねると、衛兵達はオリビアに顔を寄せた。

「……オリビア、そいつ、女、だよな？」「声が、低いんだけど……」

　口々にそう言い、再び警戒を露わに槍を構える。オリビアはその様子を見て慌てた。そうだ。アルフレッドは女装姿なのだ。

「ち、違ちがうのっ。これはねっ！」

　手と首を器用に反対方向に振りながらオリビアが声を発したときだ。どん、と足踏みされて床ゆかが揺ゆれた。

「扉を開けよ」

　綺き麗れいに髪かみを結ゆい上げ、化け粧しようを施ほどこしたチュニック姿のアルフレッドが、湖こ氷ひよう色いろの瞳ひとみで衛兵達を睥へい睨げいした。

「ルクトニア領次期領主のアルフレッドが父に対して申し上げたいことがある。すぐに、取り次げ」

　高圧的で鋭えい利りなその声を、彼らは呆ぼう然ぜんと聞いた。

　長槍を取り落とすんじゃないかというほど、弛し緩かんした顔でアルフレッドを見つめていたが、再びどん、と足を鳴らされ、震ふるえ上がって直立する。

「扉を開けよっ！」

　目を剝むいて怒鳴りつけられ、衛兵達はドアノブに取りすがった。

「アルフレッド様、ご入場！」「オリビア嬢じよう、ご入場！」

　扉が開ききるのももどかしく、部屋に飛び込んだ二人の背後から、衛兵達の素っ頓狂な声が追いかけてくる。

　オリビアは拍車を鳴らし、室内に駆け込んだ。

　室内は、薄うす暗ぐらい。そして、踵かかとを打ち鳴らすような打だ突とつ音がリズミカルに響ひびいている。

　廊下からの光を背負う形で、オリビアは室内を見た。

　一番に目に入ったのは、いくつもの炎ほのおの球だった。

　男が一人。ステップを踏ふみながら、火球をジャグリングしている。その隣となりには青白く光る輪を宙に飛ばし、舞ぶ踏とうする男が見えた。

　一見して。それはまさに、『奇術』の最中だ。踊おどり、舞まい、炎を飛ばし、妖よう火かを振りまく。

　だが、その向こうで。

　短たん剣けんを振りかざし、今まさにユリウスに襲おそい掛かかろうと、ノアが躍おどり出た。

「ユリウス様っ！」

　悲鳴を上げて駆かけようとしたオリビアは、何かに躓つまずき、体勢を崩くずす。思わず視線を下げた先に、床に倒たおれ伏ふす数人の侍じ従じゆうと騎士の姿が見えた。一人や二人ではない。ざっと十人程度は倒れている。

　───何が、どうなって……。

　愕がく然ぜんとして立ちすくむ彼女の鼓こ膜まくを、金属音がひっかく。弾はじかれたようにオリビアは顔を上げた。

　椅い子すに座るユリウスの前には、父の姿があった。視界の隅すみを何かが光りながらよぎったと思えば、短剣のようだ。ノアの、短剣による一いち撃げきを父が長剣で弾き飛ばしたらしい。ノアが舞踏でもするような足さばきで距きよ離りをとる。追うつもりはないらしい。ウィリアムは興味深そうな瞳のまま、ユリウスの側そばから離はなれない。

「灯あかりを灯ともせ！　窓を開けろ！」

　背後でアルフレッドが怒ど声せいを上げる。返事をしたのは扉の前にいた衛兵達だろう。ばたばたと足音荒あらく室内に飛び込み、窓に取りすがる。

「窓……が、関係しているの……？　このひと達、助かるの？」

　自分の横に並ぶアルフレッドに、オリビアは心配げに声をかけた。床に倒れたままの騎き士しや侍従はぴくりとも動かない。アルフレッドは眉根を寄せたまま首を横に振った。「わからん」。ぶっきらぼうに言ったものの、言葉を続ける。

「密室を作りたかったんだろ、こいつら。で、結果的にこうなってるんだから……。『開放すればいい』んじゃないのか？」

　窓を開け切った衛兵達が、室内に光を灯していく。オリビアは改めて室内を眺ながめた。

　広い場所ではない。領主館の中では割りと手て狭ぜまな部屋ではないだろうか。オリビアの記き憶おくの中では、この部屋を使用する目的と言えば、領主夫妻が私的に音楽を楽しんだり、アルフレッドとユリウスが連れん弾だんしたりすることという印象がある。

　そこに、今はユリウス夫妻とウィリアム。そしてコンラッドがいた。

　領主夫妻は壇だんの上に設けられた椅子に座り、ウィリアムは彼らの斜ななめ前にいる。その一段下がった場所では、コンラッドが青白い顔で片かた膝ひざ立だちになっていた。コンラッドだけではない。よく見れば、アレクシアも顔色をなくしているが、それでもユリウスの腕うでをしっかりと握にぎって、状じよう況きようを把は握あくしようとしている。

　その壇の対面に位置する場所には、大きな黒布で覆おおった大おお掛がかりな装置が見えた。今は何か弾はじける水音のようなものが聞こえる。

　───奇き術じゆつのタネ、ってこれ……？

　薄うす気き味み悪わるく眺めていたオリビアだったが、鼓膜を震わせる低音の笑い声に、目を瞬またたかせた。

「これは、殿でん下か。それに可愛かわいい騎士殿どの」

　バリトンの声に顔を向けると、ノアと目が合った。室内照明を帯び、彼の片かた眼鏡めがねが鋭利な光を放つ。オリビアが睨にらみつけると、庇かばうように三人の男達がノアに近寄った。皆みな、一様に顔の上半分を隠かくす仮面をつけており、真っ黒な装しよう束ぞくと腰こしまでの短たん外がい套とうを身に着けていた。

「お待ちいただくよう申し上げたのに」

「悪いが、せっかちなんだ。それに」

　ノアの言葉を、アルフレッドは嗤わらい飛ばす。湖氷色の瞳をノアに向け、片方の口こう端たんだけ吊つり上げてみせた。

「お前達の言いなりになるのも癪しやくだ」

　なるほど、とノアは笑い、長い指で片眼鏡を軽く押し込んだ。

「これは躾しつけのし甲斐がいがある。まずは『マテ』から覚えていただきましょう」

「お前の雇やとい主の目的はそれか？　おれを躾しつけたいと？」

　アルフレッドは嘲ちよう笑しようする。ノアはその嗤いを、肩かたをすくめることでやり過ごした。

「ぼくの雇い主の命令はあっさりとしたものでしたよ。『殺せ』。ただそれだけですな」

　ノアは立てた親指で自分の首を搔かき切る真似まねをした。舌を出しておどけてみせ、「まぁ、そういうことで」とノアは言葉を続けた。

「雇い主に言われた通り、ルクトニア領に奇術師として潜せん入にゆうしましてね。『夜の街ナイト』に」

　ノアは片眼鏡越ごしに微笑ほほえむ。

「ああいう貧民街は潜ひそむのに良いい。おまけに、領主館に近いものですから、標的の動向も探さぐりやすかったんですよ。噂うわさも流しやすい。『王都から有名な奇術師の一団が来た』と。ほら」

　ノアはユリウスを見やり、くすりと笑った。

「この閣下は新しい物好きだとお聞きしたのでね。絶対にお声がかかると確信しておりましたよ」

　言われて、ユリウスはつまらなそうに鼻を鳴らした。ノアはそんなユリウスを愉ゆ快かいそうに眺めたが、灰緑色の瞳をアルフレッドに転じる。

「そうやって『夜の街ナイト』で、我々はあなた方を眺めていたわけですが……」

　ノアは両腕を広げた。

「殿下。あなたはとても面おも白しろい」

　片眼鏡の奥で、瞳が鋭利に輝かがやく。

「『夜の街ナイト』での仕事ぶりは素す晴ばらしい。思考が柔じゆう軟なんで、先入観がない。応用も利きく。それに、これは重要だが」

　ノアは笑みを深めた。

「あなたは情が深い」

　嚙かんで含ふくめるように言う彼を、アルフレッドは斜めに睨みつけた。

「馬ば鹿かにしてんのか」

　吐はき捨てると、「まさか」とノアが声を上げる。

「心の動きなくして世界は変わらない。好こう奇き心しんや愛情。知ち識しき欲よくが時代を前進させるのです。歴史の環わを巡めぐらせる」

　立てた人差し指で宙に螺ら旋せんを描えがくが、瞳は真っ直すぐにアルフレッドに向けられていた。

「殿下はなぜ、『夜の街ナイト』の住人を救おうと思ったのです。心が動いたからでしょう。逸はやったからでしょう。情熱に突つき動かされたからではないですか？」

　その双そう眸ぼうを、アルフレッドはただじっと正面から受けている。

「心が硬かたい人間には、歴史は動かせない。それに、心が硬い人間というのは、排はい他た的てきだ」

　そして「ぼくの雇い主のようにね」と笑った。

「現状に固こ執しゆうし、過去を遡さかのぼり、新しいものを否定する輩やからは、我々を理解しようとしない」

　ノアは前まえ髪がみをかき上げ、その指の隙すき間まからコンラッドを一いち瞥べつする。

「自分達の知らぬ知識は『異い端たん』だなどと言って迫はく害がいし、記録を抹まつ消しようし、なかったものにしようとする」

　声をくぐもらせてノアは嗤った。

「それなのに、都合の良いときは呼び出して暗殺を指示する。どの口が言うのか。まぁ……」

　ノアはのびやかな笑い声を立てた。朗々とその声は部屋に響ひびく。

「我々とて金は必要ですから、いただくものさえいただければ、如何いか様ようにもしますがね」

　異端の技わざを使って、と陽気に告げた。

「ねぇ、殿下」

　ノアはアルフレッドを見つめ、小首を傾げた。

「この世界を作り替かえるのです。『化学』を『異端』などと言って理解しようとしない蒙もう昧まいな教会や、血統しか誇ほこれぬ馬鹿な奴やつらを蹴け散ちらし、我らで、新たな世界を」

　ノアは真っ直ぐにアルフレッドを見つめた。目をそらさず、断言する。

「殿下の理想とぼくの理想が混ざり合えば、『新しい国』が生まれる。どうです？」

　それからアルフレッドに手を差し伸のべた。

「殿下、その国の王になりませんか」

　厳おごそかにそう告げたが。

　アルフレッドは無言だ。しばらく、むっつりと口をへの字に曲げたままノアを眺めていたが、不意に息を吐いた。同時に声を発する。

「い　や　だ」

　その言い方に、思わずオリビアは噴ふき出しそうになった。

　なんという横おう柄へいでぞんざいで、尊大な態度か。視界の隅では、猫ねこかぶりの姿しか知らないコンラッドが啞あ然ぜんとしている。

「お前の言う国は、なんか歪いびつで美しくない。おれは、おれの道を進む」

　はっきりと言い切ったアルフレッドに、ノアは大げさにため息をついてみせた。「惜おしいことだ」と呟く。灰緑色の瞳ひとみを巡らせ、仮面をつけた三人の男達に命じる。

「仕方ない。殿下は生かして捕らえようと思ったが、かまわん。指示通り、捨てていこう」

　仮面の男達がうなずくのを見るや否いなや、オリビアは抜ばつ刀とうした。

　がたり、と椅い子すから立ち上がる音は、アレクシアのものだろうか。見て確かく認にんする暇ひまはなかった。仮面の男達は、長靴ブーツの中から棒状のものを引き出した。見た感じ木製ではない。鉄だ。長さはオリビアの手首から肘ひじほど。そう長くはない武器だ。頭の中で間合いを計算した途と端たん、男達は、手首を返して棒を振ふり切る。
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「……え？」

　思わず声が漏もれた。伸びたのだ。鉄棒が。どうやら伸しん縮しゆく自在の武器らしく、蛇じや腹ばらになった先せん端たんが、振り出されることによって倍に伸びたらしい。細身ではあるが、最も早はや、剣けんと同じ長さだ。男はその棒を片手で下段に構え、腰を低く落としている。見たこともない構えだ。改めてオリビアが目測を行っていると、くすり、と愉快そうな笑い声が耳元で聞こえた。

「お先」

　アルフレッドがオリビアを一瞥する。その瞳に、オリビアはむかっ腹を立てた。明らかに馬鹿にしている。

　───あいつっ！

　地じ団だん駄だを踏ふみそうになったオリビアの前で、アルフレッドは素す手でのまま男の前に踏み込んだ。オリビアが息を吞のむ。それぐらい、無防備に見えた。

　だが、アルフレッドはそんな彼女を一いつ顧こだにしない。力を抜ぬいた姿勢で立ち向かい、素す早ばやく間合いに入った。

　男が、棒を斜ななめに振り上げる。軌き道どうがある程度読めているのか、アルフレッドは紙かみ一ひと重えで避けた。同時に、振り上がった男の腕を右手で捕とらえる。男の腕が張る。強ごう引いんに振り下ろそうとするのに、腕うでが動かない。オリビアは、アレクシアに腕を取られたときのことを思い出す。それほど力を入れている様子ではないのに、本当に腕が抜けないのだ。関節を押さえられているからか、無理に動こうとしたら痛みを感じる。

　同じように、アルフレッドに腕を摑つかまれている男も、苦く悶もんの表情で上半身をよじっていた。その隙すきを、アルフレッドは逃のがさない。腕を摑んだままくるりと反転し、男を自分の背に乗せる。「ぎゃあ」と悲鳴を上げたのは、男の肘ひじ関かん節せつが可動域と違ちがう方向に曲がったからだろう。痛みから逃れるために動いた途端、男の身体からだは宙を飛ぶ。

　どん、と勢いよく床ゆかに叩たたきつけられた男は、それでもすぐに攻こう撃げきを防ぐように腹ばいになり、痛めた肘を抱かかえ込む。追撃をしようとしたアルフレッドだが、空気の動きに気付いて右を向いた。

　別の仮面の男が大きく鉄棒を振りかざして飛びかかってきている。

　オリビアは駆けた。

　咄とつ嗟さに身構えたアルフレッドの前に飛び出す。仮面の男が振り出す鉄棒を、自身の剣で上から叩きつける。甲かん高だかい金属音が響き、男の鉄棒は軌道を変えた。

「……オリビア」

　背後で小さく自分の名前を呼ぶ声がする。

「やっぱり、一人じゃ危なっかしいくせに」

　そちらを見やり、オリビアは挑ちよう発はつするように笑った。

　オリビアは、背後にアルフレッドを庇かばいながら低く剣を構える。

　男は舌打ちし、目標をアルフレッドからオリビアに変えたようだ。腰こしを低く落としてオリビアに向き合う。どうやら片手で操作する武器らしい。下から上に鉄棒を振りぬくので、オリビアは後退して間合いを取り直す。その動きに、ぴったり男はついてくる。振り上げた鉄棒を、今度は袈け裟さ懸がけに振り下ろす。避よける。再び、斜めに振り上げた。鉄棒が重いせいか、唸うなるような素す振ぶり音が鼓こ膜まくを撫なでる。

　───これが、基本攻撃……、かな……。

　そこで後退し続けた足を止める。がちゃり、と拍はく車しやが鳴った。男と目が合う。オリビアはつま先に重心をかけ、前のめりに飛び出した。遠とお間まだが、この距きよ離りなら飛び込める。

　オリビアは跳ちよう躍やくし、素早く男の頭頂部を狙ねらった。男は鉄棒を立て、がちり、と真っ向からオリビアの刃やいばを受ける。鍔つば迫ぜり合いになる。その瞬しゆん間かん、オリビアは右足を振り上げ、男の胴どうを蹴けりつけた。足首に重さを感じた瞬間「うりゃっ」と気合いを入れて振り切る。男は呻うめいて横に吹っ飛び、床に踞うずくまって嘔おう吐とした。オリビア自身も勢いあまって、身体が反転している。

「相変わらず、えげつねぇ」

　アルフレッドが苦く笑しようする。「うるさい」。オリビアが睨みを利きかせ、彼の隣となりに剣を構えて並んだ。あと、一人だ。

　二人の目の前で、残りの一人は膝ひざを曲げ、鉄棒を床に擦こするようにして移動した。オリビアはアルフレッドの位置を確認しながら、そっと間合いを詰つめる。

　だが。

　不意に動き出したのは、ノアだった。

　仮面をつけた男と背中合わせになった途端、男は後ろ手に、ノアに短剣を手て渡わたす。あの、ウィリアムに薙なぎ払はらわれた短剣だ。手にするや否や、ノアは駆かけ出した。

　壇までは数歩だ。異変を察知したコンラッドが佩はい刀とうに手を伸ばしたが、まだ本調子ではないのか、再び膝から頽くずおれる。同時に、アレクシアがユリウスの前に身を滑すべらせる。だが、ノアは止まらない。

「お父様！」

　オリビアは叫さけんだ。ノアはたぶん、アレクシアを袈裟懸けに倒たおすつもりだ。その返す刀で、ユリウスをひと薙ぎに払おうと思っているのだろう。室内に、オリビアの声が放たれた刹せつ那な。

　ウィリアムが、大きく一歩を踏み出す。

　ノアの足が、壇の寸前で止まる。背を反らせた。その顎あご先さきを、剣の切っ先がかすめる。ウィリアムの剣だ。

　ノアはその剣から、いや、間合いから逃れ出るように、床に片手をつき、素早く後転をした。距離を取り、短剣を構える。だが、攻撃に移ろうとした瞬間、旋せん回かいするかのようにウィリアムの剣がノアの身体を急きゆう襲しゆうする。

　オリビアは息を吞む。久しぶりに父親の剣を見た。

　近い。速い。まるで剣先が旋風のようだ。あっという間にノアの間合いに入り、詰め寄る。

　ノアが舌打ちした。距離が取れないことに焦あせっている。オリビアも舌を巻いた。さっきまでユリウスの前にいたくせに、たった数歩でノアの間合いに入るどころか、打ってかかっている。

　ノアが腰ベルトに手を回す。革かわベルトの間から何かを取り出そうとしているようだが、ウィリアムの斬ざん撃げきがその隙を与あたえない。それどころか、完全に押されている。いまや、不意を衝ついて攻撃をしかける、という行動は完全に失敗していた。

　ノアはウィリアムの剣を間かん一いつ髪ぱつで躱かわしながら、視線をユリウスに向ける。遠い。近づけない。

「ウィリアム、待て」

　椅子に頰ほお杖づえをつき、ユリウスが命じた。

　ぴたり、と。ノアの首元で切っ先が止まる。「危ない、危ない」。ウィリアムは、ノアの灰緑色の瞳を見つめて微笑ほほえんだ。

「殺しちゃうところだったよ」

　そっと、ささやくような。そんな柔やわらかな声こわ音ねなのに、ノアの額にどっと汗あせが噴ふき出る。

　ノアは、呼吸を整えながら、ウィリアムから目を逸そらした。視線の先でユリウスと目が合う。

「お前の雇やとい主は誰だれだ」

　ユリウスが尋たずねた。ノアは片かた頰ほおだけ吊つり上げ、彼を見る。

「閣下や殿でん下かを邪じや魔まだと思う方々ですよ」

「こんなに派手にしろと命じられたのか？」

　呆あきれたように言うのはアルフレッドだ。ノアは愉ゆ快かいそうに笑った。

「こっそり殺やるつもりが、いつの間にかこんなことになってしまいましたね、殿下」

「こっそり、ね」

　アルフレッドが苦笑を浮うかべて室内を見回した。

「お前達の腕を疑うよ」

「これでも、我々は王都では腕利きだったんですよ。ただ」

　ノアは肩かたを竦すくめた。「ルクトニアでは違ったようだ」と。

「しかし……一体何がどうなって、みんな、倒れてしまったんだ」

　アルフレッドはそんなノアを眺ながめ、不思議そうに首を傾かしげた。オリビアも同感だ。

　床に倒れていた侍じ従じゆうや騎き士し達は、衛兵達に介かい抱ほうされ、どうやら意識は取り戻もどしたらしい。壁かべにもたれたり、床に踞ったりしてはいるが、瀕ひん死しの様子ではなかった。

　───倒れた人もいるのに……。ノア達や、ユリウス様、お父様に被ひ害がいがないのはどうして……？

　同じ室内にいたのに、なぜ、こんなに差があるのか。

「石せつ灰かい石に薄うすい塩酸を加え、二酸化炭素を発生させたんです」

　ノアは、部屋の隅すみに設置していた装置を、立てた親指で示してみせた。

「一酸化炭素と違い、二酸化炭素は立っている場所が大きく左右しますし、個人差もある」

　ノアは、ふふ、と小さく笑い声を上げた。

「殿下。何も、大勢の人数で押しかけ、剣けんで刺さすだけが人の命を奪うばう方法ではありません。我々が吸っている、この空気」

　ノアは両腕を広げ、大きく深呼吸をしてみせた。

「この空気の調整を、ほんの少し崩くずしただけで、人は簡単に死にます」

「なかなかに興味深いな」

　今まで黙だまっていたユリウスは初めて感情を見せ、呟く。思わず身を乗り出したのだが、アレクシアに咳せき払ばらいをされて、仕方なく背もたれに上半身を預けた。

「閣下。興味がおありなら、また再びお会いしたときにでも、講義しましょう」

　愉快そうに笑った後、ノアはユリウスに恭うやうやしく一礼をしてみせた。

「しかし、お時間と相成りました。我々はまた、王都の闇やみに深く潜もぐると致いたします」

　ノアは上半身を起こすと共に、くるりと肘ひじから腕を回してみせる。拳こぶしを握にぎり込み、ぐるぐると何度か回す。

「これは」

　ノアが再び皆みなの前に掌てのひらを開いて示して見せたとき、指の間には、いくつもの白い球を挟はさんでいた。

「硝しよう酸さんカリウムに砂糖を混ぜたものです」

　ノアは皆の目の前で、その白い球を華か麗れいにジャグリングする。「これをね」。そう言い、にっこりと微笑んでみせた。

「加熱すると、どうなると思いますか？」

　片眼鏡の奥で、瞳ひとみが収しゆう斂れんする。途と端たんに室内に、蛇へびが威い嚇かくするような、空気が漏もれるような音が鳴り響ひびく。

　一気に、白はく煙えんが立ち上った。室内が白く染まる。

「アル!?」

　真っ白になる視界の中、思わずオリビアは名前を呼ぶ。彼の無事を確かく認にんせねば。そう思った矢先、ぐい、と右手を摑つかまれ、引き寄せられた。

「大だい丈じよう夫ぶだ」

　耳元をテノールの声が流れていく。安あん堵どしてオリビアがその手を握り返したとき、オリビアの頰は風の動きを感じた。

　───何かが、移動している……？

　抜ばつ刀とうしたまま、首を巡めぐらせる。

　ちらり、と。白煙の中できらめく鋭えい利りな光を、オリビアの瞳は捉とらえた。目を凝こらす。片眼鏡だ。オリビアが息を吞のむ。アルフレッドが力を込めて手を握ってきた。

「王都の闇で、また、お会いしましょう。新世界にふさわしい王よ」

　白煙が呼気に揺ゆらぐ。灰緑色の瞳がまるで恒こう星せいのようだ。

「あなたにぜひ、会っていただきたいお方もいますしね」

「それは……」

　誰なの。言いかけたオリビアだが、気配はすぐに消える。

　窓から吹ふき込む夜風のせいで、白煙が、徐じよ々じよに薄まってきた。

　壇を見やると、アレクシアとウィリアムがユリウスの側そばに待機しており、侍従達の側にはコンラッドが立っていた。

　ただ、ノアと、三人の男達の姿はどこにも見えない。

「……逃にげた？」

　窓を一いち瞥べつし、オリビアはアルフレッドを見上げる。アルフレッドは、つまらなそうに鼻を鳴らしただけで、答えはしなかった。




「さて、アル。オリビア」

　ユリウスが名前を呼ぶ。静かに、だが明確な発声でもって聞く者の心を震ふるわせた。二人は並んで顔を壇に向ける。途端に、ユリウスの青あお金こん剛ごう石せきの瞳で、射い貫ぬかれた。

「お前達はいったい何をしていたんだ。やつらとの関かかわりや、その服装を含ふくめて報告しろ」

　アルフレッドはチュニックのスカート部分を握りしめ、ユリウスを見る。

　一いつ旦たん口は開いたものの、躊躇ためらったように閉じた。「申せ」。ユリウスが再度短く命じ、アルフレッドは訥とつ々とつと語り始める。

　オリビアと『夜の街ナイト』にたびたび出かけていたこと。女装をして、身分を誤ご魔ま化かしていたこと。そこでいろんな困難を抱かかえた人間に会ったこと。

　困こん窮きゆうする子ども。限定された仕事しかできない大人。閉へい塞そくした空気。生まれと環かん境きようが左右する人生を見てきたこと。彼らをなんとかして助けたいとオリビアと奮ふん闘とうしたこと。

　そんな中、偶ぐう然ぜん出会った『魔ま術じゆつ師しと猟りよう犬けん』が、実はユリウスと自分の命を狙ねらう暗殺集団だと知ったこと。アルフレッドはゆっくりだが、熱を持った言葉でユリウスに告げた。

「で」

　ユリウスは首を傾げる。「お前は、どうしたかったのだ」と。

「『夜の街ナイト』の住人の……。力になりたいのです」

　ぐいと顎あごを上げ、アルフレッドはユリウスを見た。

　そうやって相対すると、外見上はとても良く似ていると思う。金色の髪かみ。碧あおい瞳。整った顔立ち。

『閣下のお若い頃ころにそっくりだ』

　そう言われるたび、アルフレッドは穏おだやかに微笑ほほえみ、「ありがとうございます」と頭を下げていた。だが、腹の中では、『当然だろ。似せているんだからな』と自じ嘲ちよう気味に嗤わらっていた。

　父のようにならなければ。ユリウスの息子むすことして相応ふさわしい行いをしなければ。

　アルフレッドは常に、その考えに縛しばられていたのだと思う。

　だがいま、気づいた。アルフレッドの中で自発的に芽生えた、『このルクトニアを変えたい』という思いは、ユリウスがその昔、この国を変えたいと願った思いと、とてもよく似ている。

　外見だけではない。『似せよう』とアルフレッドが努力したからでもない。

　根底のところで、実は本当によく似ているのだ。

「ルクトニアを、誰だれもが暮らしやすい領地に変えたい。子どもでも、大人でも、病やんでいても、力がなくても」

　アルフレッドはごくりと空気を飲み込む。ユリウスは何も言わない。ただ、真っ直すぐに自分を見つめている。アルフレッドは目を逸そらさず、精せい一いつ杯ぱい言葉を紡つむいだ。

「必死で生きた人間には、報むくいがあるように。頑がん張ばれば未来は変わるのだ、と子ども達が思えるように。愛する人と、安心して暮らせるように。そして、この世を去る瞬しゆん間かん、『世界はそれほど悪くなかった』。そんな風に思える場所にしたいのです。ですから、父上」

　ユリウスがゆっくりと「なんだ」と応じた。アルフレッドは背中を伸のばし、声を張った。

「おれに予算をください。『夜の街ナイト』で試ためしてみたい施し策さくがあります」

　明めい瞭りように言い放つ。

「子ども達には、教育の場を。大人には、再就職を支し援えんする機関を……。それぞれ作ってみたいのです」

　椅い子すに座るユリウスは相変わらずアルフレッドを見つめるだけだ。

「生まれた場所や親が選べなくても……。子ども達がこの世界を戦っていくために、『知識』をつけてあげたい。教育は武器になる。頭に入った『知識』は誰だれも奪えない。彼らを豊かにする」

　そして、とアルフレッドは言いつのる。

「大人になって……。仮令たとえ失敗してもやり直せる制度と、安全な貸付制度を。いつでも、巻き返せる。その思いがあれば、人は人生を放ほうり出さない。手放さない。きっと、立ち上がれる」

　だから、とアルフレッドはユリウスに言った。

「おれに、『力』をください」

　だが、ユリウスは無言だ。次し第だいにアルフレッドの額に汗あせが滲にじみ始めた。暑いわけではないのに、身体からだに熱が籠こもり、嫌いやな汗が噴ふき出す。

　───だめ、か……？

　アルフレッドは強く拳を握った。時機を見誤ったか。ユリウスの不興を買ったか。お前にはまだ早い、そう言われるだろうか。それとも、自分の治世を誹そしるのか、と𠮟しかられるだろうか。

　額に滲んだ汗が玉となり、頰ほおを伝って顎から落ちる。そのとき、手に何かが触ふれた。視線を向けると、細く長い指が彼の右手を握っている。顔を上げた。翡ひ翠すい色いろの瞳が自分を見つめる。オリビアだ。目が合うと、彼女は微笑んでその瞳をユリウスに向けた。

「ユリウス様。二人で、させてください。アルなら絶対やり遂とげます。あの『夜の街ナイト』を。そして、このルクトニアをとても良い領にしてくれると思います」

　オリビアは凜りんとした声でそう言うと、アルフレッドの手を握ったまま、ぺこりと頭を下げた。

「お願いします」

　呆ぼう然ぜんとオリビアのつむじを見ていたアルフレッドだが、ユリウスの視線を感じて慌あわてて自分もそれに倣ならった。「お願いします」。オリビアに続く。二人一いつ緒しよに頭を下げ、そして床ゆかを見つめていると、ユリウスが鼻を鳴らすのを聞いた。妙みような重さを肩かたに感じ、鈍にぶい痛みが胃を襲おそう。

「アル」

　名前を呼ばれ、アルフレッドはゆっくりと顔を上げた。

「『夜の街ナイト』ができた経けい緯いを知っているか？」

　おずおずとアルフレッドは首を横に振ふる。ユリウスは小さく頷うなずき、口を開いた。

「あそこはもともと、船員の宿しゆく泊はく施し設せつや色街があったんだ」

　言われてみれば、なるほど、とは思う。港にも、領主館にも近い。長ちよう距きよ離りの船旅を終えた船員達相手に商売をするにはもってこいの立地だろう。現に今も、そういう客層筋はある。

「それが今のような貧民街になったのは、『官かん吏り登用試験制度』と教会騎き士しの存在がある」

　ユリウスの言葉に、アルフレッドは不思議そうに目を瞬かせる。その視線の先で、ユリウスは深い息を吐はき、それから椅子の背もたれに上半身を預けた。

「このルクトニア領では、出自に関係なく、試験にさえ受かれば官吏として採用される。それに」

　ユリウスは青金剛石の瞳ひとみをすぐ側の幼おさな馴な染じみに転じた。

「これは、ルクトニアには限らないが、教会騎士は、信者であれば誰でもなれる。一定の修しゆ行ぎようを積み試験に合格すれば、教会は剣けんと資格を与あたえる。そうだな？」

　話を振られ、ウィリアムはにっこりと笑った。

「そうですね。教義を覚え、武術を学べば。……羊飼いの息子でも、ほら、このとおり」

　アルフレッドはおずおずと頷いた。それは知っている。ユリウスの乳ち兄きよう弟だいであったこの騎士は、本来であれば牧羊に従事する一生を送るはずだった。

　だが、ユリウスに出会い、教会騎士となり、剣技を磨みがいて武ぶ勲くんを立てた結果、「爵しやく位い」を得たのだ。

「このルクトニア領では、農家の生まれだろうが、羊飼いの三男だろうが、騎士や官吏になることができる。夢を見ることが可能だ」

　ユリウスは長い脚あしを組み、アルフレッドを見やった。

「ただし、その夢を叶かなえられるかどうかは、本人の努力や資質次第」

　アルフレッドより深い青の瞳は鋭利で、そして静かな光を宿していた。

「夢を見て『官吏登用試験制度』に何度も挑ちよう戦せんするが、受からぬ者はいる。ウィリアムにあこがれて教会騎士になったものの、思うような働きができず、困窮する者もいる。その結果、忸じく怩じたる思いを抱え、行き場がなくなった者達が集まるようになってきた。結果」

　ふう、とユリウスは小さく息を吐く。

「領主館付近の安宿に連れん泊ぱくし、その日暮らしを続ける人間が増えた。それが、『夜の街ナイト』が生まれたきっかけだ」

「……故郷に、戻もどればいいのに」

　ふと、オリビアが呟くように言う。緑色の瞳を父親に向け、彼女は首を傾かしげた。

「官吏になりたかったけど、試験に受からなかったのなら……。騎士になっても、武勲が立てられなかったのなら、故郷に戻って家業や家を継つげばいいのではないですか？」

　だが、その視線を受けて、ウィリアムとユリウスは苦い笑いを口の端はしに乗せる。

「立身出世を目指して故郷を出てきたらさ、容易には帰れないよ。それぐらいの啖たん呵かは家族に切って来たんだろうし、本人も覚かく悟ごを決めて来たんだろうしねぇ」

　ウィリアムの言葉を継ぐように、ユリウスも口の端を下げた。

「夢は見るが叶わず、その日暮らしを繰くり返す中で、出会った女性と所帯を持って、子どもができて……。だが、見知らぬ土地では定職につくのも難しく、生活は安定しない」

　ユリウスは立てた人差し指でぐるぐると円を描えがいてみせる。

「で。その生まれた子も、その日暮らしで生計を立て、出会った誰かと結けつ婚こんし、所帯を持って……。負の連れん鎖さだ」

「そこまでわかっておられたのなら、どうして」

　アルフレッドは寸前のところで「放置していたのですか」という語ご尾びを飲み込む。

「夢を見るのも、挑戦するのも、個人の問題だからだ」

　ユリウスはきっぱりとアルフレッドに言い放つ。

「官吏になりたければなるがいい。制度は作ろう。騎士になって爵位を得たければ挑戦するがいい。態勢は整えてやる。機会も場所も用意しよう。ウィリアムのように、あるいは『夢を勝ち取った』理想の誰かを目指せ。だがな」

　ユリウスは額に落ちかかる前まえ髪がみを指で払はらい、斜ななめに息子を見やった。

「成功する保証など誰も与えない。挑戦の結果を自分で負うのは当然だろう」

　ユリウスの声は、冷気と重さを持って室内に響ひびき渡わたる。オリビアなど首を竦すくめて肩を縮こませたが、ユリウスは続ける。

「得たものが苦かろうが甘かろうが、それは自分で受け止めるべきだ。消化すべきことだ」

　ユリウスは冷れい淡たんにも聞こえる声で室内を打つ。

「ですが」

　アルフレッドの声が、朗々と響く。

「誰だれもが、父上のように剛つよいわけではないのです。ウィリアム卿きようのように剛ごう胆たんなわけでも……」

　アルフレッドは眉まゆ根ねを寄せた。オリビアの手を強く握にぎったまま、真っ直すぐに父親を見る。

「たった一度の失敗に傷つき、立ち直れない人もいます。幾いく度どにも重なる不幸に心が折れる人間もいます。寂さびしさに惑まどう人間も……。制度だけ与えられても、活用できない人はたくさんいるのです」

　アルフレッドの言葉に、ユリウスは無言で先を促うながす。

「どんなに目の細かい網あみを張っても、漏もれてしまう人は出てきます。おれは、その人達の手を握ってやりたい。放したくない」

　必死に声を吐き出すアルフレッドを、ユリウスはしばらく黙だまったまま眺ながめた。

「……アルフレッド」

　ふ、と呼吸するようにユリウスは名前を呼んだ。

「はい」

　アルフレッドは返事をすると同時に、ごくりと唾を飲む。背を伸のばした。ユリウスに顔を向ける。目が合うと、ユリウスは艶やかに、そして幸せそうに微笑ほほえむ。

「二人でやってみるがいい。予算をつけよう」

　呆然と立ち尽つくすアルフレッドの隣となりで、「本当ですか!?」とオリビアがはしゃいだ声を上げた。ユリウスは苦笑いをし、そんな彼女に瞳を向ける。
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「アルフレッドの言い分も確かに一理ある。わたしの施し策さくも万ばん能のうではない。息子むすこがそのほつれを繕つくろってくれるのなら、それもよかろう」

　ユリウスはオリビアとアルフレッドを交こう互ごに見て、微笑ほほえんだ。「ただし」と付け加える。

「必ず、二人でやり遂げろ。いいな？」

　アルフレッドは弾はじかれたように、自分の隣に立つオリビアを見た。オリビアも自分を見ている。口角をぎゅっと上げ、翡翠色の瞳に喜色をたたえて大きく頷いた。アルフレッドはオリビアの手を力強く握る。二人同時にユリウスに顔を向けると、「はい」と返事をした。鷹おう揚ようにユリウスは頷いた。




「もうひとつ、父上に申し上げたいことがあります」

　オリビアは手を繫つないだまま、そう声をかける彼を見上げる。

　ユリウスは不思議そうに首を傾げた後、無言でアルフレッドに先を促した。まだ何かあるのか。そんな表情だ。

「『夜の街ナイト』のことや『魔ま術じゆつ師しと猟りよう犬けん』のこともありますし……。自分自身、まだまだ挑戦してみたいこと、この目で見て確かめてみたいことが山ほどあります。……ですから」

　アルフレッドはオリビアの手を握りしめたまま、ぐい、と顎あごを上げる。

「婚約や……。ましてや、結婚のことなど考えられません。どうか、シンシア嬢じようの件については、陛下によろしくお伝えの上、お断りをしていただけませんでしょうか」

　アルフレッドの瞳ひとみも、声も。ユリウスに向けられていたが、それは隣にいたオリビアの心に響き、ぱくり、と心臓を打った。拍ひよう子しにアルフレッドの手をきつく握る。応じるように強く握り返されたとき、ユリウスが、くすりと可笑おかし気に笑った。

「ま。婚約辞退の理由は、そういうことにしておこう」

　ユリウスは長い脚を組み替かえ、ちらりとアレクシアに視線を投げかけた。ユリウスと目が合うと、彼女も小さく、ふふと笑みこぼれる。

「私は、このような結果になると思っていましたよ」

　アレクシアの言葉に、ユリウスは小さく肩かたを竦めた。

「おそれながら、閣下にご提案がございます」

　不意にコンラッドの声が空気を打つ。その場にいる誰だれもが彼に顔を向けたが、コンラッドは動じるでもなく、榛はしばみ色いろの瞳をユリウスに向ける。

「オリビア嬢を、殿でん下かの護衛騎き士しに戻してはいかがでしょうか」

「……え」

　思わずオリビアは声を漏らす。予想もしない提案だった。まじまじとコンラッドを見やる。そもそも、身体からだが小さいから護衛騎士には不向きだと言ったのは、彼ではなかったか。

「確かに彼女は身体が小さく、適性としては低いでしょう」

　オリビアの視線や思いに気づいたのだろう。口をへの字に曲げ、見つめ返された。

「本来ならわたしは推おすようなことはしない。むしろ、排はい除じよしたい」

「だったらどうして」

　オリビアは戸と惑まどう。コンラッドはそんな彼女に苦笑いをしてみせた。

「あれだけ息の合った戦いを見せられたんだ。わたしは殿下の『盾たて』になれても、あんな風に一いつ緒しよに戦うことはできない」

　コンラッドは断言する。

「君が側そば近くに控ひかえている方が、絶対に殿下の力になる」

　言い切った後、コンラッドはアルフレッドに顔を向けた。湖こ氷ひよう色いろの瞳がいぶかし気に細まる。コンラッドは陽気に笑うと、がしがしと頭を搔かいてみせた。

「殿下にはいろいろ失礼なことを申し上げました。その……」

　ちらり、とオリビアに視線を向け、片目をつむってみせる。

「意味ありげなことを言ってみたり、彼女に手を出そうとしてみたり」

　オリビアはぎょっと目を見開き、アルフレッドは彼を睨にらみつける。

「殿下がどうも、猫ねこをかぶっているように見えましたのでね」

　くつくつと喉のどの奥で笑い声を籠こもらせ、コンラッドはアルフレッドを見やった。

「ウィリアム卿からお声こえ掛かけいただき、殿下に拝はい謁えつしたわけですが……。数日過ごしてみても、本心が全くわからない。我々はもちろん、忠誠を誓ちかった御お方かたを命がけでお守りするわけですが、その御ご仁じんの性格や考え方がわからないことには、守りようがないわけです」

　穏おだやかに微笑み、肩を竦める。

「何に怯おびえるのか、何を大事にするのか。何が好きなのか、何を守ろうとしているのか」

　指を折ってコンラッドは数えあげる。

「ところが、殿下はわたしに本心を見せようとしない。なんと分厚い猫皮か、と呆あきれましたよ」

　コンラッドの言葉にウィリアムが噴き出したが、アルフレッドはむっつりと押し黙ったままだ。

「だから、少々挑ちよう発はつして様子を見ようと思ったのです。彼女を使ってね」

　コンラッドはオリビアを見ると、改めて頭を下げた。

「君にはきついことをいくつか言ったと思う。許してくれ」

「そんな……。大だい丈じよう夫ぶです。あの、私こそ……」

　オリビアは慌あわてた。挑発され、そういえば自分は結構な暴言を彼に吐はいた気がする。改めてそれらを思い出し、額から冷や汗あせを噴き出していると、コンラッドは顔を上げ、くすりと笑った。

「ご安心ください、殿下」

　コンラッドはアルフレッドに向かって軽く礼をしてみせた。

「彼女の『初めてダンスを踊おどった異性』という誉ほまれは手にしましたが、それ以上のものをいただく気はありませんから」

「おれだって、譲ゆずる気はない」

　吐き捨てるようにアルフレッドは言う。コンラッドは笑いながら、ユリウスを見た。「いかがでしょう」と。

「ユリウス」

　落ち着いた、だが凜りんとした声はアレクシアのものだ。床ゆかに膝ひざをつき、下からユリウスの顔を覗のぞき込む。

「私がお願いしたのは、『侍じ女じよ』だということを覚えておられますか？」

　アレクシアが黒曜石のような瞳を煌きらめかせ、穏やかに笑んだ。

「私に護衛騎士は必要ございません。どうか、オリビアをアルの護衛騎士に」

「……と、いうことだ。ウィリアム。お前はどう思う？」

　首を巡めぐらせ、ユリウスは盛大にため息をついてみせる。長い足を組み替え、幼おさな馴な染じみであり、忠臣でもある年上の騎士に言葉を投げた。

「わたしはもともと、オリビアをアルの護衛騎士から外すつもりはなかったんだからな」

「まぁ……」

　ウィリアムは腕うでを組み、佩はい刀とうの柄つかに肘ひじを乗せた。

「オリビアを『異動させる』ってのは、ひとつの案であって、こだわっているわけではないんですよ」

　ウィリアムは苦笑いを浮うかべる。「だから、そんなに睨まないで」。その台詞せりふはどうやらアレクシアに向かって言っているようだ。

「コンラッドが言っていることは確かだよ。僕も、体格的には君は護衛には不向きだと思っている」

　ウィリアムはオリビアに顔を向け、穏やかな笑みと声こわ音ねで話しかけた。オリビアは頷うなずく。

「だから、殿下の側にいるためには、『技わざ』と『覚かく悟ご』が必要だと思ったんだ。今までのままじゃ、君は殿下の側にいても、傷ついて足手まといになるだけだ」

　父親の声は決して荒あらいものでも、硬かたいものでもない。だが、明らかに衝しよう撃げきとなってオリビアの胸を突ついた。確かにそうだ。自分に求められていたのは、『変化』だったのだ。

　どうありたいのか。どうしたいのか。何を守りたいのか。覚悟はあるのか。

　なりたい自分になるためには、『いたい』と思う場所に立つためには、どうすればいいのか。

　ウィリアムはそれを伝えたかったのだろうか。気づかせたかったのだろうか。

「殿下」

　ウィリアムは若葉色の瞳をアルフレッドに向けた。

「うちの娘むすめは、貴方あなたの隣となりにふさわしいですか？」

「もちろんです」

　アルフレッドは力強く頷く。

「アルフレッド」

　ユリウスが名前を呼んだ。「はい」とアルフレッドは父親と正対する。

「お前は、オリビアの隣にふさわしい男か」

「そうありたい、と努めます」

　確かな光を宿した瞳で、アルフレッドは応じた。ユリウスは小さく頷くと、コンラッドに顔を向けた。

「異動だ。オリビアを卿の麾き下かに」

　コンラッドは「御ぎよ意い」と頭を下げる。オリビアはアルフレッドを見上げた。アルフレッドもオリビアを見ている。

「おれの邪じや魔まをするなよ」

　ふん、とアルフレッドが鼻を鳴らした。だがその瞳は緩ゆるみ、口の端はしには幸せそうな笑えみが滲にじんでいる。「アルこそ」。オリビアはつん、と顎あごを上げた。

「私の足を引っ張るのはやめてよね」

　そんな二人を眺ながめ、ユリウスは「相変わらずだな」と呆れ、ウィリアムは「コンラッド、まとめてよろしくね」と穏やかに笑う。コンラッドは軽く目め眩まいを覚えながら、「そうか、この二人の世話係を仰おおせつかったのか」と額を手で覆おおった。

「ああ。忘れるところだった。ウィリアム」

　ふと、ユリウスが呟つぶやく。名前を呼ばれ、ウィリアムは小さく首を傾かしげた。

「あの『魔ま術じゆつ師しと猟りよう犬けん』。背後にいるやつらを探さぐれ」

「えええええぇ………？」

　心底面めん倒どう臭くさそうにウィリアムは顔をしかめる。

「放ほうっておきましょうよ。探ると何が出るやら」

　そう言って、ちらりとコンラッドを見やる。

「王都でも似たような事件が起きてるんだろう？　あっちはどうなってるんだい？」

　コンラッドは躊躇ためらいがちに首を横に振ふる。

「まだ、犯人は挙がっていませんが……。情報を集めましょうか？」

「確かく認にんしろ。何かわかれば、ウィリアムに報告だ」

　ユリウスが淡たん々たんと告げるが、「いや、そっちでやって」とウィリアムは手をひらひらさせる。

「コンラッドは、子どもの世話で大変なんだ。お前がやれ」

　じろりとユリウスに睨まれ、ウィリアムは口をへの字に曲げる。

「『魔術師と猟犬』への依い頼らい者を見つけたら、どうしたらいいんです」

「そりゃあ、お前」

　ユリウスはウィリアムを見上げる。

「二度とそんな気が起こらないようにしてやるのさ」

　美しくも艶あでやかに笑ったはずなのに。ユリウスの笑顔を見たオリビアとアルフレッドは慄りつ然ぜんと背を伸のばし、なんとなく肩かたを寄せ合う。ウィリアムだけがいつも通りの様子で、「あーあ。怒おこらせちゃった」と暢のん気きに呟いていた。
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　アルフレッドが路地裏に飛び込んだのを確認し、オリビアはちらりと背後に目を配る。

　どうやら、窃せつ盗とう団はまいたようだ。

　荒い息のままオリビアは、それでも鯉こい口ぐちを切った状態で路地裏に飛び込んだ。

　同時に腕を摑つかまれ、ぎょっとしたものの相手がアルフレッドだと気づいて肩の力を抜ぬいた。

「やばかったな」

　アルフレッドはオリビアを引き寄せながら、朗ほがらかに笑う。邪じや気きのないその笑みにどっと力が抜けた。佩刀から手を離はなし、体当たりするようにアルフレッドにもたれかかる。まったく何を詰つめているのか、彼の胸はふわりとやわらかい。

「やばいどころじゃないっ。一歩間ま違ちがえたら、殺されてたよっ」

　アルフレッドをなじるが、彼は快活に笑って女装姿のままオリビアを抱だきしめた。甘い香かおりがオリビアを包み、ささくれだった気分は幾いく分ぶん落ち着く。

「あとでまた、自警団に窃盗団の情報入れておかねぇとな」

　薄うす汚よごれた路地の壁かべに背を預け、アルフレッドはオリビアを抱きしめたまま暢気にそんなことを言う。「はぁ!?」。顔をねじり上げてオリビアは彼を睨にらんだ。

「もう、放っておこうよっ。それ、自警団の仕事だよねっ。私、知らないよ!?」

　薄暗い路地裏に差し込む月光を孕はらみ、アルフレッドの豪ごう奢しやな髪かみは輝かがやいて見える。青い瞳ひとみが不思議そうに瞬まばたいてオリビアを見ているから、また苛いら立だった。

「だいたい、コンラッド殿どのに黙だまって出てきてるんだから、早く帰ろうっ」

　コンラッドから礫つぶてと投げられる『嫌いやみ』や『小言』を想像し、オリビアは身み震ぶるいする。アルフレッドは上位者だから顔をしかめられる程度だが、自分は違う。コンラッドの部下なのだ。『報告・連れん絡らく・相談は、どうなっているんだっ』と、𠮟しかられる身にもなってくれ。

「放っとけよ」

　案の定、コンラッドとの関係など気にも留めていない。オリビアは、ならばと別方向から彼の気を変えることにする。

「夜よ更ふかしは肌はだにも悪いのっ。私は早く帰って寝ねたい！　最近の肌はだ荒あれは、これ、絶対『夜の街ナイト』に長居してるからだよっ」

「荒れてねぇよ」

　うんざりしたようにアルフレッドが言うから、オリビアは彼の腕からもがき出る。

「お母様直伝の化け粧しよう水を使ってんのっ！　それで……」

　それでこの肌を維い持じしているのだ、と言いたかったのに、アルフレッドに素す早ばやく唇くちびるを押し付けられて言葉を封ふうじられる。オリビアは目を見開き、硬こう直ちよくしたまま間近の彼を見た。

「確かに、唇ぷるぷる」

　唇が離れた瞬しゆん間かん、睫まつげが触ふれ合う距きよ離りでアルフレッドは言い、真っ赤になっているオリビアに、にやりと笑ってみせた。

「こ、ここここここ、こういうのはねぇっ」

　地じ団だん駄だを踏ふみながらオリビアは怒ど鳴なる。長靴ブーツの拍はく車しやがけたたましく鳴り、腰こしの剣けんががちゃがちゃ音を立てた。

「私が女の子の格好して、アルが男の格好してるときにしてっ」

　そう訴うつたえてみたが、アルフレッドは笑って取り合わない。だいたい、唇は『肌』に分類されるのだろうか。訝いぶかしく思っていると、アルフレッドが自分の手を握にぎり、路地から往来に歩き出した。

「別にいいじゃねぇか。おれがしたいときに、すんだよ」

　オリビアは腕うでを引っ張られながら、啞あ然ぜんとする。

　なんという。

　なんという、傍ぼう若じやく無ぶ人じんな男か。

「腹減ったな。なんか、喰くおうぜ」

　アルフレッドはオリビアと手を繫つないだまま、彼女を振り返った。オリビアは盛大にため息をつく。早く屋や敷しきに帰って寝たい、と言っているというのに、この男は。

　そうは思うのだが。

　オリビアは苦笑いしながら、彼と共に往来に向かう。

　仕方ない。

　何しろ、彼が『隣となりにいたい男性』なのだから。

「じゃあ、露ろ店てんまで競走！」

　オリビアは彼の手を振り払はらって駆かけ出す。

「まじで!?　おれ、女装なんだけどっ。今日、ヒールだぜ!?」

　アルフレッドの不満をオリビアは笑い飛ばす。

「負けたら、アルのおごりね！」

「お前……っ。絶対負けねぇからな！」

　長靴ブーツの踵かかとが路地のタイルを打った。それに続いたのは、ヒールが地面を蹴ける音だ。

　足音は、並んで『夜の街ナイト』に、飛び出した。







　あとがき
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電子書籍特典　書き下ろし短編

「小さな恋のはじまり」







　オリビアは、頰ほおを膨ふくらませ、目を吊つり上げて盛せい大だいに怒っていた。

　椅い子すに座り、大人おとなぶって足を組んでみたが、まだ六歳の彼女の足は、ぷらぷらと宙に浮き、地面になど届かない。それどころか、初めて着た橙だいだい色いろのドレスの裾すそにも隠かくれる始末。

　───絶対、あの王子どもを謝らせてやるんだからっ

　オリビアは一人そう心に誓ちかい、ぐっ、と奥歯を嚙かみ締める。




　つい、一時間ほど前のことだ。

　幼おさな馴な染じみのアルフレッドと共に、詩の朗読会、というものに参加した。

『おとなしくしているんだよ』

　父であるウィリアムに注意されずとも、初めて見る王都や王城、着飾った貴婦人や王おう侯こう達に圧倒されていたオリビアは、ただただ、アルフレッドの隣となりで茫ぼう然ぜんとしていた。

　アルフレッドも場の空気にでも飲まれたのか、いつもと違うな、とオリビアは感じていた。非常に緊張し、どこかぎこちない動きが多かった。

　そのアルフレッドが、王や王子、ユリウスの前で詩を披ひ露ろうしたときだ。

　王子達が、一いつ斉せいに笑い出した。

　オリビアは、きょとんと王子達を見る。正直、なぜ笑っているのかわからない。

　アルフレッドはいつもの綺き麗れいな声で朗読をし、つかえることなく諳そらんじている。いつまでも聞いていたいぐらいだ、と思っていたのに。

　王子達は、しつこく嘲ちよう笑しようした。

　オリビアは翡ひ翠すい色いろの瞳ひとみで、アルフレッドを窺うかがう。いつもの彼なら。

　ルクトニア領の彼なら、睨にらみつけ、飛びかかり、殴なぐりかかるだろうに。

　彼は、小さな拳こぶしを握にぎりしめ、顔を蒼そう白はくにして、額ひたいに汗を浮かべたまま、うなだれていた。

『何がおかしいの！』

　途と端たんに、頭に血が上のぼった。気づけば怒ど鳴なっていた。幼おさなくて、アルフレッドの感情を言語化はできなかったが、その姿を見て、彼が「我が慢まん」していることと、「悔くやしい」と思っていることは理解できた。

『人を笑うなんて、あなた達卑ひ怯きようで無ぶ礼れいだわ。アルに謝って！』

　指を突き立てて糾きゆう弾だんすると、王子達は一様にぽかんと口を開いて、自分を見ていた。オリビアはその間抜けな顔に向かって大声を浴びせ、なんとかして謝らせようとするのだが、ウィリアムに連れ出され、こんな一室に閉じ込められてしまった。

『まぁ、お父様的には、よくやったって褒ほめてやりたいけど』

　オリビアを残し、部屋から出ていくときに、ウィリアムは愉ゆ快かいそうに笑った。

『世間的にはダメだなぁ。だから、お仕置きです。ここにしばらくいなさい』

　全く意味がわからない、とオリビアはそのことにも憤ふん慨がいしている。褒められたのに、罰を与えられるとは。




　むっつりと口をへの字に曲げたオリビアの耳に、ノックの音が響ひびいてきた。

「……お父様？」

　足で床を探るようにして椅子から降りたオリビアだったが、扉とびらが開いて入ってきたのは、アルフレッドだった。

「アル！」

　オリビアは顔中に笑みを浮かべて、彼を見る。小走りに駆かけ寄りながら、「ねぇねぇ」と呼びかけた。

「今から、あいつらのところに行こう！　で、謝ら……」

　謝らせようよ、という言葉は、途中で止まる。

　オリビアの身体からだを、アルフレッドがぎゅっと抱だきしめたからだ。

「……どうしたの？」

　アルフレッドに抱きしめられたまま、不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげた。

　アルフレッドの方がひとつ年上だが、身長はオリビアの方が高い。彼は今、自分の鎖さ骨こつあたりに顔を埋うずめ、ぐすり、と鼻を鳴らしていた。

「どうもしてない」

　なんだか涙声でアルフレッドが言うので、オリビアは目を瞬まばたかせる。

「泣いてるの？」

「泣いてない」

　即座に言い返されるが、その声は明らかに湿しめっている。オリビアは、うん、と力強くひとつ頷うなずいた。きっと彼はまだ傷ついているに違いない。

「大丈夫よ、アル。私が、あのお馬ば鹿かな王子達のところに行って、怒ってあげるから」

　オリビアの力強い言葉に、アルフレッドが笑い出した。

「いいんだ。そんなことしなくても」

　そっと自分から身体を離すアルフレッドは、やっぱり潤うるんだ瞳でオリビアを見やった。

「あいつらなんて、放っておけばいいんだ。おれには、オリビアがいるから」

　言われて、きょとんと至し近きん距離で彼を見る。綺麗な顔立ちだなぁ、と場違いなことを思った。

「これからも、ずっとおれの側にいてくれるか？」

　そっとアルフレッドが尋たずねる。その呼気は甘さを乗せてオリビアの頰を撫なでた。「もちろん」。オリビアは大きく首を縦に振った。

　くすり、とアルフレッドは笑う。力の抜けた、いつもの笑えみだ。

　ルクトニア領にいるときのような。陽気で、わがままで、そしてとても繊せん細さいな彼の笑み。

「元気になった？」

　オリビアが首を傾げて尋ねる。「おう」。アルフレッドは頷き、ぐいと拳で目を拭ぬぐう。

「ありがとう、オリビア」

　そう言うと、アルフレッドは、きょときょとと周囲を見回した。

　なんだろう、と不思議に思うオリビアの前で、彼は自分達以外に誰だれもいないことを確認すると、ほんの少しつま先立ちになる。

　そ、っと。だけど素す早ばやく、アルフレッドはオリビアの頰にキスをした。

「さっきは、ありがとう」

　その姿勢のまま、もう一度、礼を口にする。

　言葉は呼気を乗せ、オリビアの首筋をなぞる。くすぐったくって首を竦すくめたオリビアの手をぎゅっと握ると、アルフレッドは背を向けた。

「王宮、探検しようぜ！」

　それはいつもの横おう柄へいなアルフレッドの声だったが。

　背後から見える彼の耳たぶは、真まっ赤かだ。

　そんな彼を見ていると、だんだん自分も恥はずかしくなってきた。繫つないでいない方の拳を突き上げて、必要以上に大声を張った。

「行こう、行こう！」

　その勢いの良さに、アルフレッドは声を立てて笑う。オリビアも噴ふき出し、二人は手を繫いだまま、廊ろう下かへと飛び出していった。
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